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日本原子力研究開発機構  研究連携成果展開部 
国井 克彦、板橋 慶造、米澤 稔 

 
(2019 年 1 月 28 日 受理) 

 
1987 年より 2014 年まで、国際エネルギー機関(International Energy Agency, IEA)の下で

エネルギー技術データ交換(Energy Technology Data Exchange, ETDE) 計画が実施された。

ETDE は原子力を含むエネルギー分野全般にわたる科学技術文献情報を精力的に収集し、それ

らを加盟国、のちに途上国、さらに最終的には全世界にオンラインで無償提供するに至った。

国際原子力機関(International Atomic Energy Agency, IAEA)下の、原子力エネルギー関連情

報を専門とする国際原子力情報システム(International Nuclear Information System, INIS) 
とは、データベースの多くの要素を相互に補い共有する形をとってきた。ETDE が活動を停止

した 2014 年からは文献情報データは追加されていないが、ETDE のデータを公開したポータ

ルサイト ETDE World Energy Base(ETDEWEB)は、ETDE の運営機関(Operating Agent, OA)
であった米国エネルギー省(Department of Energy, DOE)/科学技術情報局(Office of Scientific 
and Technical Information, OSTI)の尽力により、無償での利用が継続されるに至っている。

補完 
 旧科学技術庁(現文部科学省)下の旧日本原子力研究所(原研、現日本原子力研究開発機構)は、

旧通商産業省(現経済産業省)下の新エネルギー・産業技術総合開発機構(New Energy and 
Industrial Technology Development Organization, NEDO)と共に日本代表として 1/2 ずつの

分担金を負担する形でその ETDE 活動に参加した。原研と NEDO は共に 2002 年に ETDE か

らの脱退を決定し ETDE 側に通知し、2003 年に正式に ETDE から退いた。原研は、INIS の

枠組みとも合わせて NEDO と共に 2002 年まで、ETDE への文献情報の提供に貢献した。 
 本報告は、日本からの参加 2 機関の内の 1 機関である原研において実施された ETDE 活動

について、残された資料等からその足跡をたどり、記録として取りまとめたものである。また、

日本からの ETDE 活動への参加に関し、長年にわたり多大な努力及び貢献を重ねていった原研

職員、また NEDO 職員に対し、感謝の意を記すものである。 
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From 1987 to 2014, the Energy Technology Data Exchange (ETDE) Program under 

the auspices of the International Energy Agency (IEA) had been carried out successfully 
with fruitful outcomes. Japan had had two national delegates for the program, i.e., the 
former Japan Atomic Energy Research Institute (JAERI, succeeded as the Japan Atomic 
Energy Agency at present) under the auspices of the former Science and Technology Agency, 
Japan (succeeded as the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, 
Japan at present), and the New Energy and Industrial Technology Development 
Organization, Japan (NEDO) under the auspices of the former Ministry of International 
Trade and Industry, Japan (succeeded as the Ministry of Economy, Trade and Industry, 
Japan at present). Each delegate of Japan had had its financial contribution to manage and 
maintain the ETDE Program as the same as the United States of America had, and the 
Japan’s financial contribution had been gone halves between JAERI and NEDO, 
respectively, lasting over decades. Meanwhile, in 2002, NEDO as well as JAERI had 
officially decided to their secession from the ETDE Program, and finally withdrew from the 
Program in the year, 2003. This is a report containing several historical documents in regard 
with the ETDE activities worldwide kept and remained in Japan as records (minutes etc) 
at the side of JAERI. This report would be one, through which the ETDE activities, in 
particular at JAERI, Japan, can be remembered and re-considered. Authors pay tribute to 
all the staff in JAERI, NEDO as well, involved in the ETDE Program and its activities on 
account of their enthusiasm for their ceaseless efforts for decades. 
 
Keywords: Energy Technology Data Exchange, ETDE, Bibliography, Database, ETDEWEB 
International cooperation, International coordination, Chronological interest, OSTI, NEDO, 
JAERI  
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1. はじめに 

 
 エネルギー技術データ交換(Energy Technology Data Exchange, ETDE)計画は、国際エネル

ギー機関(Internationa Energy Agency, IEA)の下で、1987 年より 2014 年まで原子力を含むエ

ネルギー分野全般にわたる科学技術文献情報を収集し、2014 年にその計画を終えた。ETDE
は書誌情報 5 百万件余、内アクセスが可能な全文 50 万件余を有するデータベースである。そ

の多くを、国際原子力機関(International Atomic Energy Agency, IAEA)下の国際原子力情報

システム(International Nuclear Information System, INIS)と協働した。その収集を終えたの

ちも、ETDE はポータルサイト ETDEWEB を通じ(*1)、また今日では ETDE の運営機関

(Operating Agent, OA)であった米国 DOE/OSTI の尽力により(*2)、ETDE が持ち得た情報を

無償で提供し続けている。 
*1  ETDEWEB :https://www.osti.gov/etdeweb/ 
*2 OSTI :https://www.osti.gov/ 

日本からは、日本の文献情報の ETDE への提供のために、旧通商産業省(現経済産業省)下の

新エネルギー・産業技術総合開発機構(New Energy and Industrial Technology Development 
 Organization, NEDO)と、旧科学技術庁下(現文部科学省)の旧日本原子力研究所(原研、現日本

原子力機構)の 2 機関が、日本代表として 2003 年まで参加した(実質の活動は 2002 年まで)。 
本報は、原研が参加した ETDE 活動の中で下記の内容について取りまとめると共に、原研の

ETDE 活動への貢献また足跡について記すものである。 
---------------------------- 
① ETDE について(2002 年現在) 
② ETDE 計画の設立のための実施協定について 
③ ETDE 前夜(ETDE 計画設立までの足跡) 
④ ETDE 分担金 
⑤ NEDO：ETDE 協定の現状と活動状況及び今後の脱退に向けて(2002 年(平成 14 年)) 
⑥ ETDE 実施協定全文(英文、和文) 
⑦ 開催された委員会・会議の開催と委員・参加者等の変遷(委員会・会議名、開催年、参加国、

委員・参加者等) 
⑧ 委員会・会議の開催記録(議事録等) 
----------------------- 
* 以下に記載される「ドイツ(国)」：東西ドイツ統合(1990 年 8 月)前は西ドイツを表す。 
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2. 資料集 
 
2.1 ETDE について(2002 年現在) 
==================================================================== 
IEA エネルギー技術データ交換計画(ETDE)について    (原研 技術情報部 作成､所蔵) 
 
1. はじめに 

IEA エネルギー技術データ交換計画(IEA Energy Technology Data Exchange Program, 
ETDE)は、1987 年 1 月 26 日に発足し、今日に至っている。本計画の目的は、IEA 加盟国の国
際協力により、エネルギー技術関連の文献情報を網羅したデータベース「ENERGY」を作成し、
加盟国での利用に供することである。2002 年末、データベースへの文献情報の収録件数は 240
万件に達している(図 1 )。 

 
図１ IEA エネルギーデータベース収録件数 

2. 経緯 
本計画の発足時からの経緯は次のとおり。 

(1) 1986 年 4 月、IEA 理事会は、加盟国でのエネルギー技術に関する研究開発を進める上で、
加盟国間の情報交流が重要であるとの認識から、本計画の設立を承認した。 

(2) 1986 年 12 月、科学技術庁、通商産業省、外務省の 3 省庁による協議の結果、原研及び新
エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)がわが国の締約者に指名された。 

(3) 1987 年 1 月、IEA 本部において「IEA エネルギー技術データ交換計画の設立のための実施
協定」が調印された(原研側の調印者:青地哲男理事(当時) )。 

(4) 1990 年 1 月 26 日、本協定の 3 年間延長。以後、2003 年 9 月 30 日まで延長。 
3. 加盟国 

日本、カナダ、デンマーク、フィンランド、ドイツ、オランダ、ノルウェー 、スペイン、ス

0 
122 

201 170 177 166 179 160 170 158 175 148 123 110 118 116 104 
0 0 

322 
493 

670 
835 

1,015 
1,175 

1,344 
1,503 

1,677 
1,825 

1,948 
2,058 

2,176 
2,292 

2,396 

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000
2,200
2,400
2,600

年

年間件数

累積件数

件数(千件)

- 2 -

JAEA-Review 2019-002



 

ウェーデン、イギリス、アメリカ、イタリア、フランス、スイス、韓国、プラジル、ベルギー、
メキシコの 18 ヵ国。 
4. 運営  
(1) データベースに収録する情報の範囲 

①主題範囲:分野別の収録件数の割合を図 2 に示す。 
②文献情報の対象:加盟国内で刊行された学術雑誌論文、単行書、技術レポート、会議論文等。 

(2) 運営機関 
米国エネルギー省科学技術情報局  

(3) 締約者の義務と権利 
  ①締約者はその国で刊行されたエネルギー技術関連の文献を収集し、定められた規則に従っ

てそれらの書誌事項、抄録、索引を作成し、運営機関に送付する。わが国では、原研が原
子力分野、NEDO が非原子力分野を分担。 
加盟各国の入力件数の割合を図 3 に示す。 

②締約者は、運営機関の業務運営のため、共通基金として定められた資金を運営機関に提供
する。わが国の分担金 134,544 米国ドルについては原研と NEDO が折半して拠出。 

③締約者は、運営機関から提供されたエネルギー技術情報をその国内で複製し配布する権利
を有する。 

(4) 執行委員会 
執行委員会は各締約者が指名する 1 名の執行委員で構成される。原研及び NEDO が各 1 名
の執行委員を指名し、我が国として 1 票の投票権を行使する。毎年、本計画の事業計画及び
予算を審議すると共に、その後の 2 年間の事業計画及び予算の大綱を定める。 

 

 
図２ IEA エネルギーデータベース収録分野別割合 

 

核分裂エネルギー
9% 核融合エネルギー

3%

化石燃料
12%

再生可能エネルギー
5%

エネルギー政策
3%

貯蔵・保存
5%

環境科学
6%化学・地質学

7%

材料科学
11%

生物化学
10%

物理
15%

工学
4%

加速器・計装
4%

その他
6%

- 3 -

JAEA-Review 2019-002



 

 
図 3 IEA エネルギーデータベース入力(国別割合：2002 年) 

 
5. エネルギーデータベースの国内における利用状況 

図 4 に国内の利用状況を示す。 

 

図 4 IEA エネルギーデータベース国内利用状況(出力件数) 

 
6. ETDE の組織・運営 

図 5 に組織・運営に関する概略図を示す。 
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図５ エネルギー技術データ交換計画（ETDE）の組織と運営 
==================================================================== 

 

 

 
 

図５ エネルギー技術データ交換計画(ETDE)の組織と運営 
==================================================================== 
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2.2 ETDE 計画設立のための実施協定について 
==================================================================== 

IEA エネルギー技術データ交換計画の設立のための実施協定について(2003 年日本脱退まで) 
(原研 技術情報部 作成) 

1. 相手方：国際エネルギー機関 
2. 名 称：Implementing Agreement for the Establishment of the IEA Energy Technology 

Data Exchange 
3. 内 容：エネルギー技術関連の文献を網羅した総合的なデータベースの作成及び利用 
4. 期 間：1987 年 1 月 26 日発足、2003 年 9 月 30 日 日本脱退。その間数年単位で協定延長。 
5. 概 要： 

(目的) 
IEA 加盟国の国際協力によって、原子力と非原子力を含むエネルギー研究技術全般にわたる

文献情報の総合的な共通データベースを作成し、本計画参加国で利用する。 
(活動範囲) 
エネルギー研究技術文献に関する情報の収集、処理及び配布。主題範囲は、化石燃料、再生

可能エネルギー、核エネルギー、核融合エネルギー、エネルギーの貯蔵及び変換、最終利用技
術、高エネルギーシステム及びエネルギー政策。対象文献は市販資料と非市販資料。 

(運営機関) 
米国エネルギー省科学技術情報局(OSTI、オークリッジ)が担当する。 
(運営機関及び締約国の義務) 
(1) 運営機関の義務 

共通データベースの作成、締約者及び IEA に対する共通データベースの提供、締約者の
入力処理に必要な規格・マニュアル類の更新、訓練コースの開設、 IEA 情報センター及
び他の情報システムとの協力。 

(2) 締約国の義務 
国内で公表または刊行されるエネルギー関連文献情報を月 1～2 度の頻度で運営機関に

提供する。運営機関の業務に対して、分担金を拠出する。 
(参加国) 
ベルギー、プラジル、カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イタリア、
日本、韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、連合王
国、米国の 18 カ国。わが国は政府の指名により、原研と NEDO が締約者となっている。 
(分担金) 
年額 73,150 米国ドル。(日本の分担金 146,300 米国ドルのうち、NEDO と折半した額を運営
機関である米国エネルギー省科学技術情報局へ支払う。) 
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IEA エネルギー技術データ交換計画(ETDE)の設立から脱退まで 
協定発足からの経緯 

協定発効   1987 年 1 月 26 日 *IEA 本部において調印・同日発効  

  ↓ 

延長(3 年間)   1990 年 1 月 26 日 

 ↓ 

延長(5 年間)     1993 年 1 月 26 日 

*第 12 回執行委員会(1992 年 10 月)において協定期間が 3
年から 5 年間に延長することに合意  

  ↓ 

延長(5 年 8 ヵ月間)  1998 年 1 月 26 日  

*第 18 回執行委員会(1998 年 4 月)において協定期間を米国
の会計年度に合わせて 2003 年 9 月 30 日までの 5 年 8 ヵ月
間とすることに合意 

  ↓ 

NEDO が脱退の意向を表明 2001 年 6 月 6 日  

*NEDO が原研の意見を求める。原研は ETDE 参加継続に
関しては文部科学省の指示に従う旨回答 

  ↓ 

三省間で今後の取り扱いを協議  2002 年 3 月 13 日  

*経済産業省は NEDO 脱退を表明。文部科学省は再協議を
提案。枠組み維持を希望、NEDO の肩代わりは困難という
原研の対応方針で文部科学省の同意を得る。 

↓  

文部科学省が脱退やむなしと判断 2002 年 6 月 13 日  

*ETDE 執行委員会席上、NEDO は協定延長不参加もあり得
る旨発言。原研は NEDO 脱退の際は原研も脱退せざるを得
ない旨発言 

  ↓ 

理事会議で協定更新不参加承認  2002 年 7 月 2 日 
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新協定不参加に関する手続き 
 
            OA から協定更新の意志確認のレター送付   2002 年 11 月 
                     ↓ 

  ETDE           原研内           文部科学省  
                     ↓ 

  NEDO と返答内容確認  
                     ↓ 

          レター＆返答案を文部科学省に提示  → 手続き(提出文書内容)を検討 
                                                                         ↓ 
              国協室に協定終了手続き依頼   ←  原研に指示  
                     ↓ 

 回議書起票（返答案）  
                     ↓ 

             返答を OA に送付       2003 年 2 月 10 日 
                     ↓ 
             二者、三者覚書解消の新覚書検討   

↓          
 第 25 回執行委員会       回議書起票（新覚書）  

  *2003 年 5 月 20 から 22 日 スイス        ↓ 

                   新覚書締結        2003 年 6 月 
                     ↓ 
                    協定終了        *2003 年 9 月 30 日  
                     ↓ 
                国際協力に係わる研究評価     *協定終了(事後評価) 
                     ↓  
                 所内利用者への報知  
 
==================================================================== 
 
 
  

*三者連絡会議(2003 年 4 月 23 日)で最終

案をまとめる。 
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2.3 ETDE 前夜(ETDE 計画設立までの足跡) 
==================================================================== 
付録 1 ETDE 前夜(ETDE 設立までの足跡) を参照。 
==================================================================== 
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2.4 ETDE 分担金 
==================================================================== 
付録 2-1 ETDE 分担金の内訳と推移 
付録 2-2 ETDE 分担金(日本 2 機関のみ)の内訳と推移 
を参照。 
==================================================================== 
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2.5 NEDO：ETDE 協定の現状と活動状況及び今後の脱退に向けて(2002 年(平成 14 年)) 
==================================================================== 

IEA/ETDE 協定の現状と活動状況及び今後の脱退に向けて 
平成 14 年 3 月 13 日 
NEDO 情報センター 

(原研 技術情報部 所蔵) 
第 1 章 協定の現状と活動状況 
1．正式名称 

IEA エネルギー技術データ交換計画の設立のための実施協定 
ETDE : Implementing Agreement for The Establishment of IEA Energy Technology Data 

Exchange 
 
2．発足年月日 

1987 年(昭和 62 年) 1 月 26 日 
※NEDO は、発足当初から日本の締約機関として日本原子力研究所と共に参加している。 

 
3．協定の目的 

①データベースの構築・維持によるエネルギー研究技術情報の収集と交換  
②エネルギー研究技術情報の流通と普及 
③エネルギー技術及び研究開発の協力に関する IEA の戦略的重要事項の支援 
④重複投資を避けるための他のエネルギー研究・技術情報提供者との協力 

 
4．収集の範囲 

化石燃料、再生可能エネルギー、核エネルギー、エネルギーの貯蔵及び変換、最終利用技術
及びエネルギー政策他に関する市販・非市販文献(学会誌、協会誌等を含む) 

※日本においては、原子力関連のデータは日本原子力研究所が収集 
 
5．加盟国 

アメリカ、カナダ、メキシコ、プラジル、デンマーク、フィンランド、スウェーデン、ノル
ウェー、フランス、ドイツ、ベルギー、イギリス、イタリア、オランダ、 スべイン、スイス、
韓国、日本( 18 カ国) 
 
6．運営機関 

米国エネルギー省科学技術情報局(U. S. DOE/OSTI=Office of Scientific and Technical 
Information) 
 
7．今までに作成されたデータベースの現況 

①データ総数：953,500 件[4,400 万頁]  
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(ETDEWEB ホームページから 2002 年 3 月 11 日現在) 
②年間増加数(2000CY) 約 12 万件(出典：ETDE Annual Report 2000) 

 
8．データの提供状況 

ETDE においては、1995 年以降のデータ約 95 万件分について、1999 年(平成 11 年)11 月か
らインターネットによるデータベース提供を行っている(http://www.etde.org/etdeweb/)。この
他に、ETDE 協定により構築されたデータベースは、各参加国において提供されている他、
Dialog、STN などの民間データベースにおいても脇定参加国内に提供されている。 

＜参考＞ 
2000 年度の日本からのデータ登録実績(出典：ETDE Annual Report 2000) 

NEDO  8,082 件(NEDO 成果報告書 2, 300 件、その他学会論文、技報論文等)  
原研    5,989 件 

 
9．加盟分担金 

2001 年度(平成 13 年度)支払実績 (NEDO 分) USD66,112.57 (2001 年 10 月 1 日 ~ 2002 年 9
月 30 日  ¥8 ,240, 931)  

＜参考＞ ETDE 協定にかかる各国の分担金及び分担率(出展：ETDE Annual Report 2000) 
 
加盟国名 FY2000 FY2001 FY2002 分担率 

日本 134, 544 134, 544 134, 544 18. 35% 
アメリカ 134, 544 134, 544 134, 544 18. 35% 
ドイツ 74, 054 74, 054 74, 054 10. 10% 

イタリア 71, 039 71, 039 71, 039 9. 69% 
フランス 63, 089 63, 089 63, 089 8. 60% 
その他 256, 022 256, 022 256, 022 34. 91% 
合 計 733, 292 733, 292 733, 292 100% 

注:日本分担金については NEDO と日本原子力研究所で折半 
 
10．ETDE 関連予算額の推移(当初予算べース) 

13FY 128 百万円 
12FY 127 百万円 
11FY 144 百万円 
10FY 154 百万円 

 
11．協定の有効期限 

2003 年 9 月 30 日( 9 度新エネ情第 26 号により更新、IEA 事務局長宛回答) 
( 5 年毎に、協定の更新手続きを行っている。) 

 

第 2 章 脱退行動に向けて 
1．脱退の主旨等 

NEDO は、ETDE 協定が 1987 年(昭和 62 年) 1 月 26 日に発足した当初から、日本原子
力研究所と共に日本の締約機関として協定に加盟してきており、この協定に基づき、協定
運営機関である米国 DOE が加盟国間より提供された情報を統合しエネルギー技術文献デ
ータベースを構築しインターネット(ETDEWEB)で各締約国内に配信している。また、当
該データベースは、科学技術振興事業団(JST)が運営するデータベースシステム JOIS 及び
DAILOG データベースシステムを介しても国内の利用者がアクセス可能となっている。 

しかしながら、協定参加の意義・効果等を省みると、以下の理由により効果等に疑いが
あり、この協定の次期協定更新時( 2003 年 9 月)をもって脱退することが妥当である。 

①  文献データベースは民間企業等により構築されたものが存在している (JST が独自に
作成する JOIS-E には NEDO が協定に基づき ETDE に提供する文献の多くは網羅され
ている。)。本協定で構築したデータベースは英文であることから、日本人には使用し
にくい面があると言える。 

② インターネットで登録制により提供しているデータベースの利用状況は、利用登録者
(個人べース)が世界で約 11,045 人(うち日本：約 277 人)、2000 年のダウンロード件数
は世界で約 5, 555 件(うち日本：200 件)となっており、加盟国内での割合及び絶対的な
利用実績として少ないものである。 

注：文中のデータは ETDE Annual Report 2000 による。 
③ JOIS における利用実績も高いものではないと聞いている。 
④ NEDO は本協定を実施するために充当している年間予算は 1 億円以上であり、費用対

効果としては極めて低い。 
 
2．脱退のための留意点 

① 関係機関との調整 
経済産業省、外務省、文部科学省、日本原子力研究所等。 

② IEA 事務局等との調整 
ETDE 協定の加盟更新手続きは、5 年毎に行われており、現在、NEDO は、2003 年
9 月 30 日(平成 14 年度中)まで加盟する旨、IEA 事務局長宛に回答を発出している。 
日本は本協定における協定分担金に占める負担割合及びデータ入力の割合のいずれ
も高いため協定運営全体に及ぼす影響は大きい。 

 
3．脱退予定時期及び行動スケジュール(予定) 

2003 年 9 月末(協定の次期更新時)に脱退することを目指して行動 
   ～ 国内関係機関との調整 
   2001 年 5 月 執行委員会において非公式に NEDO として脱退もあり得ることを表明 

2002 年 6 月 執行委員会 可能で有れば席上において正式発表 
2002 年 9 月 協定規定上の IEA 事務局に対する脱退表明のレター送付期限 
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ETDEWEB 登録利用者への周知等 
…その他 

2003 年 9 月 ETDE 協定脱退 
4．その他留意点 

① ETDEWEB 利用登録者への配慮 
② 関係機関と取り交わしている覚え書き 

Ⅰ 61 経エネ第 70 号 
61 資国課第 29 号 
61 振局(国際)第 1138 号 
外務省経済局国際エネルギー課長名 
通商産業省資源エネルギー庁国際資源課長名 
科学技術庁科学技術振興局国際課長名 

   Ⅱ NEDO・原研の覚え書き  
Ⅲ NEDO・原研・JST の覚え書き 

③ 2002 年 9 月脱退決定後であっても、加盟期間における加盟国としての責任を果たす。 
 
==================================================================== 
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    - 15 -    

2.6 ETDE 実施協定全文(英文、和文) 
==================================================================== 
付録 3  ETDE 実施協定全文(英文、和文) を参照。 
==================================================================== 
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2.7 開催された各委員会・会議と委員・参加者等の変遷(委員会・会議名、開催年、参加国、

委員・参加者等) 
==================================================================== 
 
付録 4-1 執行委員会(Executive Committee Meeting)の変遷 
付録 4-2 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術

検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) の変遷 
付録 4-3 執行委員会 (Executive Committee Meeting)、技術ワーキンググループ会議  

(Technical Working Group meeting, TWG)、合同技術検討委員会(Joint Technical 
Committee meeting, JTC)の変遷(3 つの委員会・会議を列記) 

付録 4-4 加盟国の変遷 
付録 4-5 加盟国代表者・会議参加者の変遷 
付録 4-6 執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷 
付録 4-7 (原本より) 執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者 
付録 4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術

検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 
付録 4-9 (原本より ) 技術ワーキンググループ会議 (Technical Working Group meeting, 

TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加

者の変遷 
 
を参照。 
==================================================================== 
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2.8. 委員会・会議の開催記録(議事録等) 
==================================================================== 
2.8.1 IEA/ETDE 執行委員会(Executive Committee meeting)議事録(1-25 回) 

(原研 技術情報部 作成､所蔵) 
==================================================================== 
IEA/ETDE 第 1 回執行委員会議事録 

 
1．日 時：1987 年 3 月 10 日から 11 日 
2．場 所：米国テネシー州エネルギー省科学技術情報局(Office of Scientific and Technical 

Information, OSTI) 
3．出席者：加盟国の内スウェーデン以外の 10 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、ド

イツ、日本、オランダ、ノルウェー、スペイン、英国、米国)の代表及びオブザーバ

ー(フランス、イタリア、IEA 石油情報センター)並びに IEA 事務局代表 
日本：NEDO 窪川 企画部長、原研 小幡 技術情報部長、その他(METI 市川 代エ

ネ課総括班長、NEDO 田中 情報センター課長代理、米国アトランタ総領事館 山本 
経済担当)  

4．議 事 
議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省)、副議長：Dr. Kurt Buerk (独、FIZ Karlsruhe) 

(1) 当面の方針 
イ) スケジュール 

6 月末まで 準備期間：各国内で体制を整備する。石油のような個別のテーマで

EDB に協力している国は、従来通り入力を続ける。 
7 月 1 日 新規入力目標日：新参加者はこの日を入力の目標日とする。 
9 月末まで 試行期間：運営機関(OA)は、受け取ったテープの内容をチェックし参

加者に改善コメントする。 
10 月以降 本格実施：各参加者は、regular に入力を行う。 

ロ) 入力規則 
当面(9 月まで)EDB 磁気テープフォーマットで入力する参加者は EDB の従来規

則を用い、INIS フォーマットで入力する参加者は INIS 規則を用いる。ただし、

分類とキーワードは、EDB 用とする。いずれのフォーマットによるかは参加者の

選択に任せる。 
(2）技術作業部会の設置 

ETDE のデータベースの最も望ましい規則類は何であるか…EDB 方式か、INIS 方

式か、別の方式によるべきか…またこの選択が ETDE の運営にどのような影響を与え

るか、さらに、どのようなスケジュールで最終方式に移行すべきかなどを検討し、次

回執行委員会での基本方針決定に資する勧告案を作成する目的で、技術作業部会を設

置する。ドイツ(議長)、英国、デンマーク、米国、オランダ、日本、IEA 石油情報セ

ンターを代表する INIS の Liaison Officer クラスの senior メンバーにより構成され、
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本年 7 月 1 日から 3 日カールスルーエで会合する。 
（3）分担金の支払い時期 

各締約者の会計年度及び資金のつき方の違いを考慮して、共通資金への支払いは弾

力性をもって運用する。既に資金が認可されている締約国は可能な限り速やかに支払

う。一般には 10 月 1 日をもって支払うものとする。 
（4）他の IEA 情報センターとの関係 

ETDE 及び IEA 石油情報活動の各々の OA は、相互の活動を調整しそれぞれの執

行委に試案を提出する。各締約者の会計年度及び資金のつき方の違いを考慮して、共

通資金への支払いは弾力性をもって運用する。すでに資金が認可されている締約国は

可能な限り速やかに支払う。一般には 10 月 1 日をもって支払うものとする。 
(5)  新規加入者の取扱い 

フランス代表 Mr. Larue が参加の意思を表明し、これを受けて執行委員会は満場

一致で、フランスの参加を IEA 理事会に提案することに決定した(次の理事会でフラ

ンスの参加が決定される。)。 
イタリアについては、国としての参加の意思決定がされ次第、その参加を認めるこ

とを執行委員会は満場一致で決定した。 
トルコからは参加したいがどの程度入力等の責務をきちんと履行せねばならない

か問い合わせる書簡が IEA 事務局に送られてきていた。 
（6）今後の執行委員会の開催予定 

当面年(ETDE 活動が定常化(ルーチン化)するまで)2 回開催する。 
第 2 回目は、本年 9 月 17 日から 18 日パリで開催する。 

5．その他 
（1）原研よりの分担金の支払いについては、調印時に IEA 研究開発局長に伝えたのと同

内容のこと(原研は、本協定の分担金支払いの手続きは昭和 62 年度(1987 年度)予算政

府原案の国会承認後となること)を、執行委員会開催前に Mr. Coyne に伝えた。 
（2）原研の用意した invoice の format を Mr. Stuber に渡した。同氏は担当者に送り検討

することを約束した。 
（3）トレーニングについては、その時期は明確でないことから、日本側は 4 月中から下

旬に OSTI に実務者を派遣しトレーニングしてほしい旨、Mr. Stuber に申し入れた。

少人数なら受入可能の模様である。 
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IEA/ETDE 第 2 回執行委員会議事録 
 

1．日 時：1987 年 9 月 17 日から 18 日 
2．場 所：IEA 本部(パリ)第 9 会議室 
3．出席者：IEA/ETDE 参加 11 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、ドイツ、日本、オ

ランダ、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、英国、米国)の代表及びオブザーバ

ー(フランス、イタリア、IEA 石油情報センター)並びにイタリア、フランス、スイ

スの代表、IEA 事務局 
日本：NEDO 内村 企画部長代理、NEDO 永井 情報管理課長、原研 海老沼 技術

情報部長  
4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 参加状況 
イタリア 参加することになり 9 月 21 日の週に協定書に調印する。 
フランス 参加する方向で検討している。 
オーストラリア、ニュージーランド、ベルギー、スイス、トルコ等が参加に関心を示

している。 
(2) 運営基金と分担金 

米国会計 1988 年度分の総額は 60 万ドルとする(協定書で推奨している額)。 
日本側分担金は 13 万ドルとなる。 

{[60－(1×12 ヵ国)]×.025＋1=13} 
(3) 情報提供 

今年 10 月 1 日から本格化する。当面、INIS 方式によるか EDB 方式(従来の米国エネ

ルギー・データベース方式)によるかは締約機関の選択に任せるが、分類とキーワードは

EBD に準拠する。 
細かい入力規則の改善については、運営機関(米国科学技術情報局、OSTI)が中心とな

り、各締約機関のコメントを求めながら順を追って進める。 
(4) 主題範囲検討作業部会の設置 

対象とする科学技術の分野及び分類体系を見直すため作業部会を設置する。 
部会メンバー国は、カナダ、ドイツ、オランダ、日本、スウェーデン、英国、米国と

する。 
議長には Jones(英国)が当たり、文通によって 1988 年 2 月までにまとめ時期執行委員

会に提出する。 
(5) 他 IEA 情報活動との調整 

バイオマス文献情報交換プロジェクトは廃止する。従来の抄録誌は米国運営機関が発

行するが、経費は IEA/ETDE 運営基金とは無関係である。 
石油文献情報交換プロジェクトは継続するが、IEA/ETDE と密接な協力、調整のもと

に進める。 
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(6) 運営機関による作成物 
共通のエネルギー・データベースは磁気テープの形で、加盟国に月 2 回の頻度で無償

提供する。 
抄録誌の作成、非市販資料のマイクロフィッシュの複製等に要する費用は、ETDE 分

担金からは支出しない。Cost-recovery の原則により運営機関の自主努力とする。 
(7) 次回執行委員会 

1988 年 4 月 19 日から 20 日、米国オークリッジの運営機関で開催する。 
6．その他 

(1) 米国会計 1988 年度分の運営基金は、米国運営機関の提出した案では 78 万ドルになっ

ていた。日本等は 1987 年度分 53 万ドルを主張したが、最終的に協定書にある概算見積

額 60 万ドルに落ち着いた。この額及びこれをベースとする日本側分担金 13 万ドルは、

会議以前の国内関係者の打合せで妥当と思われていた範囲内である。1989 年度分、1990
年度分については次回執行委員会に提出されるが、新参加国等も予想されるので、若干

高めになると思われる。 
(2) 数機関よりなる主題範囲検討作業部会が設置され日本が参加することになった。担当

は NEDO ではなく原研であり今までの国際情報活動の実績がかわれたと思われる。 
(3) 各国の新エネルギー情報担当者と知己になることがでた。原子力技術と共通の分野も

あるし、原子力研究開発上も有用な情報があるので、今後の情報交換を発展させる上で

も有意義であった。 
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IEA/ETDE 第 3 回執行委員会議事録 
 

1．日 時：1988 年 4 月 19 日から 20 日 
2．場 所：OSTI(Office of Scientific and Technical Information, DOE, USA) 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国(カナダ、デンマーク、フィンランド、ドイツ、イタリア、日本、

オランダ、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、英国、米国)及びフランス、IEA、

ENEA の代表 19 名、並びに OSTI 事務局 
日本：NEDO 永井 情報管理課長、徳岡 同課員、原研 海老沼 技術情報部長  

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 参加状況 
現在は上記 12 ヵ国が参加している。 
フランスが参加することになった。ただし、同国は OECD 加盟国ではあるが IEA 加

盟国ではないので、事務的な手続きに時間を要する。正式参加時期は米国会計年度 1988
年中になるか、1989 年初期になるかは不明である。 

(2)  運営基金と分担金 
米国会計 1988 年度分の運営基金及び日本分担金は、昨年 9 月開催の第 2 回執行委員

会で決定されたごとく、それぞれ 60 万ドル、13 万ドルである。 
1989、1990 年について運営機関から運営基金の見積もりが提出された。フランスの

参加等により全体額は増えるが、日本分担金は国別配分率が下がるので 1988 年と同額

と予想される。1989 年以降の事業計画と予算・分担配分の詳細は次回執行委員会で詰め

られる。 
(3) 技術的問題 

 今後の情報提供に採用すべき各種基準、マニュアル類の検討は引き続き行う。運営機

関案に対し各締約機関は 5 月末までにコメントし、次回執行委員会で決定する段取りで

ある。 
 主題範囲は同検討作業部会案をベースとするが、INIS との適合性等とも関連が深い

ので、次回執行委員会で総括レビューすることとなった。その間、各締約機関は 5 月末

までに作業部会長にコメントを送る。これを受け次回執行委員会開催前に作業検討部会

が開催されることになろう。 
 主題索引用標目の付与法の変更については、5 月に開催される INIS リエゾンオフィ

サー会議でも取り上げられるので、その結果をふまえて次回執行委員会で再検討するこ

とになった。 
(4) 他 IEA 情報活動との調整 

IEA バイオマス文献情報交換プロジェクトによる｢バイオマス抄録誌｣の発行は、今年

初めから OSTI が引き継いだ。しかし、cost-recovery には至っていないので対策を検

討中である。 
IEA 石油文献情報交換プロジェクトの運営機関と OSTI の間で協力協定が進められて
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いる。 
他の既存 IEA 文献情報交換プロジェクトについても、OSTI が協力関係を促進するこ

ととなった。 
(5）次回執行委員会 

1988 年 10 月 4 日から 5 日 パリ 
1989 年 4 月 25 日から 26 日 オークリッジ 
1989 年 9 月 ロンドン 
1990 年 4 月 オークリッジ 
1990 年 9 月 東京(provisional) 

6．その他 
(1) 今回の執行委員会においては、主題範囲の変更問題が一つの焦点であった。現状を維

持しようとする米・ドイツと変更を迫る英国その他の国の中にあって、日本は INIS と

の関連をにらみながら調和を図るべきであると主張した。その結果、ワーキンググルー

プの開催等を含めて、あと半年間の更なる調整を行うとの結論にこぎつけた。なお、執

行委員会に提出された主題範囲検討作業部会案及び主題索引用標目調査等に対する原研

の寄与については、大変感謝された。関係スタッフの実力と熱意は国際的に正しく評価

される。 
（2）IEA/ETDE 計画は、3 年次には本格的に軌道に乗ると思われる。国内の利用体制の確

立を関係機関と図って急がねばならない。 
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IEA/ETDE 第 4 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1988 年 10 月 4 日から 5 日 
2．場 所：パリ OECD 本部会議室 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国(カナダ、デンマーク、フィンランド、ドイツ、イタリア、日本、

オランダ、ノルウェー、スウェーデン、英国、米国)の代表と事務局、関連機関及び

フランス(オブザーバー)の計 27 名、IEA、ENEA の代表 19 名並びに OSTI 事務局 
日本：NEDO 永井 情報管理課長、寺本 同課員、原研 古谷  

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 昨年 1 月に西側 11 ヵ国で発足した ETDE は、同年 9 月にイタリアが加盟して 12 ヵ国

となり、今回フランスの加盟が確実となった(1988 年 10 月 28 日に OECD/IEA として承

認予定)。なお、1989 年度の日本からの分担金は前年と同額(13 万ドル、うち原研はその

1/2 の 6.5 万ドル)である。 
(2) 1989 年 1 月から入出力データ項目、フォーマットを一部変更する旨、米国オークリッ

ジのデータ処理センター(運営機関)から提案された。1 月からの変更に対応できない締約

機関に対してはオークリッジがそれぞれの実情に柔軟に対応するよう主張し、承認され

た。 
(3) ETDE として取り扱う主題範囲は原子力以外のエネルギー分野については合意がなさ

れている。一方、原子力分野については、核科学の基礎をも含めた現行の範囲を維持す

べしとする考え方(米、ドイツ)と、「エネルギー技術」に狭く限定すべきだとの主張(英国

他)が対立している。全体の処理コストや入力方法にもかかわる問題でもあるので、日本

側としてはさらに慎重に検討すべしとした。それらの結果、技術ワーキンググループを

1989 年 2 月に開催して詳細な検討を行うとの方向で議論の収束が図られた。 
(4) 今後の課題としては、ETDE データベースとして、石油情報、エネルギー環境の情報

をどう取り入れるかが検討されることとなった。 
(5) 次回執行委員会 

1989 年 4 月 25 日から 26 日オークリッジ、1989 年 10 月 4 日から 5 日ロンドン 
1990 年 4 月オークリッジ、1990 年 10 月 3 日から 4 日東京 

5．その他 
   執行委員会の前日、日本大使館に、前沢祐一一等書記官(OECD 代表部科学アタッシュ)

を訪ね、対処方針を説明した。同書記官は着任後まだ日が浅かったので、IEA/ETDE の状

況を理解するよい機会となったと感謝された。白尾隆行一等書記官は当日多忙とのことで

あった。また同日、NEDO 代表とともに米国運営機関代表 Ms. Moneyhun を宿舎に訪ね

事前打合せを行った。 
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IEA/ETDE 第 5 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1989 年 4 月 25 日から 26 日 
2．場 所：OSTI(Office of Scientific and Technical Information, DOE, USA) 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イタ

リア、日本、オランダ、ノルウェー、スウェーデン、英国、米国)の代表及びスイス

(オブザーバー)並びに事務局、関連機関代表。 
日本：NEDO 木村 情報管理課長、徳岡 同課員、原研 古谷  

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 1989 年 1 月に、すべての必要な手続きを経てフランスが正式に加盟し、参加国は計

13 ヵ国となった。引き続きスイスが加盟する意思表示を行い、今度の会議にもオブザー

バーとして参加していた。執行委員会としては、同国の加盟を全員一致で承認し、加盟

のための手続きに入ることとなった。オーストラリア、オーストリア、トルコ等が加盟

に関心を示しているとの報告があった。 
(2) 1989 年 2 月 28 日から 3 月 1 日にロンドンにおいて開催された「ETDE の主題範囲に

関するワーキンググループ」の議論を踏まえて、同ワーキンググループ議長の Mr. Jones
から次のような提案が行われた。すなわち、①1986 年までのエネルギーデータベース

(EDB)、②1987 年以降の INIS データベース、③1987 年以降の非原子力データベース、

以上の 3 データベースに分けて ETDE データベースの構築を継続し、利用にあたっては

3 つのデータベースをあたかも 1 つのデータベースとして検索できるような仕組みとす

る。 
 この議長提案は、ワーキンググループの議論の経過を十分勘案した妥協案として同意

しうるものなので、原研としては支持すると主張した。しかし、米国とオランダが従来

の一本化したデータベースにこだわり、結局次回の執行委員会に結論を持ち越すことと

なった。ETDE 運営の中心的な問題であるだけに、全加盟国の一致点を見出すため、さ

らに努力を続けることになる。 
(3) 電力システムについての高温超電導に関するタスクチームを、ETDE の一部として設

けるとの提案があった。情報項目としては、このテーマに携わる研究者名や研究プロジ

ェクトで、ETDE のそれとは異なりタスクセンターとしては ANL を予定し、予算も特別

会計とする。参加国も改めて募るということなので、このタスク設置に賛成した。態度

を保留した 3 ヵ国の回答を待ってタスク設置が決まる見通しである。 
(4) データベースの利用について熱心な討論が行われた。日本が近く Dialog 及び STN 

International の 2 つの国際オンラインシステムでエネルギーデータベースの利用を始め

ることが紹介された。現在の利用者の利用実態をアンケートで調査すること、新しい加

盟国のための案内リーフレットを作成することが決まった。 
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IEA/ETDE 第 6 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1989 年 10 月 3 日から 4 日 
2．場 所：英国ロンドン エネルギー省 
3．出席者：IEA/ETDE 参加 14 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、

イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スペイン、スイス、スウェーデン、英国、

米国)、オブザーバーとして IEA 関連機関、IAEA/INIS の代表、事務局。 
日本：NEDO 木村 情報管理課長、岩崎 主任、原研 林 

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) スイスが正式に加盟し参加国は 14 ヵ国となった。 
(2) ETDE 実施協定は 1990 年 1 月に失効する。これを 3 年間延長することで合意し、参加

継続国の確認書を 1989 年 12 月末までに IEA 事務局に送付することになった。また、発

足以来の財政変化に対応するため実施協定を改定する必要がある。議長と運営機関は、

このため参加国の分担金算出方法を中心に実施協定の財政部分につき見直しを行う。 
(3) 参加国の分担金及び 1990、1991 年度の事業計画は原案通り承認された。しかし、今

後の分担金算出方法については合意に達することができず 1990年 4月の執行委員会にお

いて継続審議されることになった。議長はこのための試案を 12月までに各国に送付する。

また 1990 年度のスイスの加入に伴う余剰金の取り扱いも、次回の執行委員会で決定する。 
(4) ETDE と INIS との相互の協力は有益であり両データベースの compatibility の発展強

化に意を尽くすことに合意した。原子力スコープの問題については、技術作業部会で INIS
との協議を進めることを目的に、原子力、非原子力のスコープの分野につき原案を作成

することになった。 
(5) 超電導計画の設置については 10 月下旬に開催される ETSAP 執行委員会で検討される

が、ETSAP で拒絶された場合は ETDE 実施協定を改訂して受け入れることを考慮する

ことで一致した。 
(6) その他、MQ ペアリング、データベースの評価作業、アンケートの実施などは原案通

り進めることとしたほか、進行中研究情報の取り扱いについて検討を開始する。 
(7) 次回執行委員会 

1990 年 4 月 23 日作業部会、4 月 25 日から 26 日第 7 回執行委員会 オークリッジ 
1990 年 10 月 4 日から 5 日第 8 回執行委員会 東京 
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IEA/ETDE 第 7 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1990 年 4 月 25 日から 26 日 
2．場 所：米国ガトリンバーグ(テネシー州) 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イタ

リア、日本、オランダ、ノルウェー、スイス、スウェーデン、英国、米国)の代表及

び事務局、関連機関代表。 
日本：NEDO 小柳 新エネルギー情報センター所長、坂内 情報管理課課員、 
原研 古谷 

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 今回の執行委員会の中心議題は 1991 年から 1993 年度における各国分担金額の決定で

あった。まず、①各年の予算総額がインフレ等により年率 3%ずつ増加することを前提と

しながらも、3 年間の分担金額は一定とすること、②そのため 1990 年度に比べると 6%
アップの 725,000 ドルを計上することが合意された。 

ついで、725,000 ドルを各国に振り分けるため、実施協定 8 条に b(1)の規定に基づく

算式(会員分担金として各１万ドルにその国のエネルギー研究開発費用に比例した追加分

担金を加算)を中心として、第１日目午後の議論が展開された。日本と米国の分担金は、

この算式によると過去 3 年間の 13 万ドルが 156,300 ドルに跳ね上がるので各国一律 6%
アップや 1 万ドルの会員分担金の値上げ等を唱えたが、受け入れられるところとはなら

ず、結論を第 2 日に持ち越した。 
第 2 日は、①実施協定に基づく算式は変えない、②しかし日米の財政的事情を勘案し

て 1991 年度に限り 1 万ドル増(13 万ドル→14 万ドル)にとどめるとの妥協案で、収拾が

図られることとなった。14 万ドルを NEDO と折半する原研は７万ドル(5 千ドルの増)を
用意しなければならないこととなった。 

(2) 実施協定第 1 条(b)「活動の範囲」は、文献情報に限らず研究課題情報(Research in 
Progress)等のファクト情報も含めることとした。 

(3) ETDE 及び INIS の双方で、今後の課題となる主題分析の自動化に関するアドホック・

グループを発足させることになった。技術ワーキンググループ議長の Buerk 博士(ドイツ)
から参加要請があり原研がこれに協力することを約束した。 

(4) 本年 10 月、東京で開催される第 8 回執行委員会についての打合せに基づき機械翻訳の

デモンストレーションや東海へのテクニカルツアーを行う計画に同意した。 
5．その他 
 分担金については「NEDO 共々、同じ立場にある米国と協調してそのアップ幅を極力おさ

えるように努力もするが、国際的に孤立することのないように」との監督官庁の対処方針に

沿って行動した結果である。7 万ドルを当該期間内に支払えるよう関係個所の理解と協力を

得ることとしたい。また、研究課題情報のシステムづくりが緊急に必要と思われる。 
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IEA/ETDE 第 8 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1990 年 10 月 4 日から 5 日 
2．場 所：経団連会館会議室 
3．出席者：9 ヵ国の代表と運営機関(DOE OSTI)及び IEA の 2 情報機関で計 22 名(米国代表は

1991 会計年度の予算執行が凍結されたため急に不参加となった。オランダ代表も予

算作業により直前に参加できない旨の連絡があった)。 
日本(ホスト) 

4．議 事 
(1) 米国代表は 1991 予算凍結のため来日できなかったが、米国 DOE が引き受けている運

営機関は米国国家予算から独立した ETDE 予算に基づくため、会議に参加できた。一方、

予算的に独立しているため、各国分担金の支払いが遅延すると運営費用に事欠くことと

なる。そのため、5 万ドルの緊急予備費を設けることが決まった。 
(2) 各国分担金の支払いについては、年度当初の 10 月に全額またはその一部、残金は翌年

3 月までに完納することが合意された。 
(3) 議論の焦点は事前に予測されていた通り各国分担金額の決定であった。様々な見解が

出されたのち、議事確認には次のように記載されることとなった。 
 「考慮に値する議論のうち、1992 年及び 1993 年において、データ交換を満足すべきレ

ベルに保持するために必要とされる最小限の金額は、1991 年の分担金と同額であろう

ことが同意された」。 
  つまり、日本にとっては 1991 年の分担金 14 万ドル(原研はその 1/2 の 7 万ドル)が継

続されることとなった。 
(4) 上記(3)の決定によって緊縮財政を余儀なくされるため、どのような経費節減が可能か

を運営機関が詰めた後で、地球温暖化関連情報、研究課題情報などの新規事情への取り

組みの規模を定めることとなった。新規事業への取り組みがスローダウンすることは避

けられない形勢である。 
5．その他 

(1) 会議の開催に先立って 10 月 2 日(火)に行われた東海那珂・技術ツアーにおいては、技

術情報部の施設と活動状況を紹介するとともに、両研究所の主要施設の見学を行った。

参加 17 名できわめて好評を得た。 
(2) 10 月 3 日(水)に経団連会館で行われた和英自動翻訳、原研のパソコン入力システム、

INIS のパソコン入力システムの各デモンストレーションにもほぼ全員の参加があり、

技術的課題についての意見交換の場となった。 
(3) 技術ツアー、各種デモンストレーション、執行委員会の準備と運営サポートについて、

日本側ホストの努力が高く評価された。 
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IEA/ETDE 第 9 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1991 年 4 月 24 日から 25 日 
2．場 所：米国ガトリンバーグ(テネシー州) コンベンションセンター 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国 14 ヵ国中、13 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、スペイン、スイス、スウェーデン、英

国、米国)の代表者、オブザーバーとして IEA 関連機関、INIS 関係者、OSTI 関係

者。 
日本：NEDO 小柳 新エネルギー情報センター所長、原研 中野 技術情報部長 

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 運営機関は、ETDE 活動及びデータベースの広報のために年報に掲載する写真の提供

を参加国に求めた。 
(2) 運営機関は、タイムラグの報告に磁気テープの郵送にかかる日数を含めること、また

レコード種別毎に明細を提出すること。 
(3) 運営機関は、データベースの作成費用をより明確にするために ETDE/OA－64(データ

ベース作成単価の算出法)を改訂する。 
(4) 特許資料の収集は積極的に行われるべきであるが、その理由は参加国の判断に委ねら

れる。ただし、この問題については定期的に検討する。 
(5) グリーンハウスガス技術の為のクリアリングハウス提案に対しては、資金、活動範囲、

機構、非 IEA 国のデータの収集等について活発な討論が交わされ、今後の課題となった。 
(6) ETDE に参加する国を増やすため、IEA 参加国や INIS リエゾンオフィサー会議で

ETDE 活動の宣伝を行うなど、適宜機会をとらえて ETDE 活動を普及させることで合意

された。 
(7) 運営機関が、モスクワにある世界科学技術情報センター(ICSTI)と地球気象変化に関す

る情報交換を磁気テープで行う計画については、今後も検討することとされた。 
(8) ETDE と INIS は、2 つのシステムの互換性を図るために、今後とも書誌及び主題分野

で協力することが承認された。 
(9) 研究課題情報(Research in Progress)の処理は、当面独立のデータファイルとして管理

し、データ交換形式は ETDE フォーマットにすることで合意された。 
(10) 1992 年予算については提案通り承認された。各国の分担金は前年と同じである。 
(11) 実施協定の一部修正については、交換範囲等の拡大、当初分担金等の表示にかかる部

分改訂を IEA 事務局に申し入れることとした。 
(12) Dialog 社と STN が行ったエネルギーデータベースの利用者アンケート調査は非常に

有益なものであるので外部にこの調査結果を公表するため、運営機関がこのためのより

詳細な分析及びその資料を作成することが要請された。  
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5．その他 
 上記(8)に関連して、ETDE と INIS 間の調整をさらに進めるため、本年 9 月 23 日にドイツ・

カールスルーエで、当初予定されていなかった技術ワーキンググループ会議を開催することと

なった。また、オブザーバー参加の IAEA ソロキン INIS 課長から、本年 12 月 2 日から 3 日

に INIS の将来計画に関する技術委員会分を開催すること、及び日本の参加について打診があ

った。 
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IEA/ETDE 第 10 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1991 年 9 月 25 日から 26 日 
2．場 所：ドイツ国カールスルーエ専門情報センター 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国 14 ヵ国中、13 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スイス、スウェーデン、

英国、米国)の代表者、オブザーバーとして IEA 関連機関、INIS 関係者、OSTI 関

係者。 
日本：NEDO 勝俣、原研 中野 技術情報部長、同 中嶋 部員 

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 運営機関から報告があった 1991 年活動概要について了承した。なお委員会は、Dialog、
STN 両社にエネルギーデータベースの使用状況に関するアンケート調査を依頼した件

について礼状を出すと共に、アンケートに産・官・学毎の調査項目を追加するよう要求

することを決定した。 
(2) ETDE 加盟国を増やす件について、議長は運営機関と共に、ETDE に関心を寄せてい

る EC 委員会に対し参加奨励の有効な手段を講ずること、IEA 参加国で ETDE に加盟し

ていない国についても活発な行動を起こすこと、新規メンバーを募るため IEA 事務局と

積極的なコンタクトをとること、などが合意された。 
(3) 技術ワーキンググループ会議にて討議された、非核エネルギー分野で環境と経済に関

する情報を INIS/ETDE 間でどう調整するかについては、加盟国が 2 次情報と原文献を

ETDE へ送付し、INIS には ETDE から送付する方式をとることとした。 
(4) グリーンハウスガス技術にかかわるクリアリングハウスの設置に関しては、今後とも

IEA と協力することとし、その推移を注目することとした。 
(5) 研究課題情報(Research in Progress)のデータ構成については、アドホック作業グルー

プにおいて今後も細部調整を行うこととした。 
(6) エネルギーデータベースの CD-ROM を作成する件について、今後とも政策を担当する

Silver Platter 社と検討を重ねることで合意した。 
(7) 1993 年予算案についての暫定見積りの考え方が運営機関から提示され、各国とも承認

した。 
(8) 環境問題に関する東欧諸国との協力関係を探るため、運営機関は次回 INIS リエゾンオ

フィサー会議で協議を行うことで合意した。 
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IEA/ETDE 第 11 回執行委員会議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1992 年 4 月 23 日から 24 日 
2．場 所：フィンランド国ヘルシンキ 
3．議 題 

(1) ETDE 議長による開会 
(2) 第 10 回 ETDE 執行委員会議事録の確認 
(3) 第 10 回 ETDE 執行委員会の勧告に対する OA の対処、進捗報告 
(4) OA 活動報告(1991 年 9 月 26 日から 1992 年 3 月 13 日) 
(5) 第 6 回技術ワーキンググループ会議(1992 年 4 月 22 日ヘルシンキ)報告 
(6) IEA 事務局、IEA 情報センター、INIS からの報告 
(7) IEA 非加盟国の情報センターとの相互協力 
(8) 研究課題情報(RIP)データベースの構築、開発、評価 

(問題点：データベースの細部が不明、データベースの構築・システム開発等に係る

費用の分担の仕方の根拠、データベースの有用性) 
(9) ETDE データベース製品の開発と市場開発 
(10) ETDE 実施協定のレビュー 
(11) 業務、予算及び財政計画 
  (データ修正が 18%も行われていることへの疑問、RIP に係る費用の分担方式) 
(12) 新規事業 
(13) 次回執行委員会の予定 
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IEA/ETDE 第 12 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1992 年 10 月 7 日から 8 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国 14 ヵ国中、13 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スイス、スウェーデン、

英国、米国)の代表者及び運営機関、オブザーバーとして IEA 情報センター、INIS
関係者、オーストリア(ETDE 加盟を考慮中)の代表。 
日本：NEDO 堀江 新エネルギー情報センター所長、同 中静 情報管理課員、原研 
高橋、山本 部員 

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) ETDE 加盟国の拡大の議題の中で、IAEA を準加盟とすること及び準加盟とした場合の

権利と義務について検討した。IAEA が 1 万ドルの分担金を負担し、入力データは提供し

ないが技術的な貢献をすることとして、準加盟となることにほぼ全員が同意した。しか

し、IAEA/INIS 経由で ETDE 非加盟国に ETDE データベースが使用される可能性につ

いて各国から懸念が表明され、原研の提案により IAEA の権利に係わる項目の一部を修

正し、ほぼ合意に達した。 
執行委員会は、ETDE データベースをより網羅的なものとするためには、加盟国の拡

大が必要であるとして、今後もまだ加盟していない国への働きかけを続けることとした。

また、分担金を負担し情報を提供することが基本であることを確認した。 
(2) 運営機関から 1994 年から 1996 年間の予算案が提示された。毎年 3.5%のインフレ率

及び新規加盟国がないと仮定したものであるが、これに必要な 1 年あたりの分担金総額

は現在の 8.5%増となるので各国が難色を示した。種々の議論の後、1994 年から 1996 年

の分担金総額を 4%増の 720,100 ドル/年とすることが合意された。さらに運営機関は今

後も経費削減の努力をすることに同意した。 
この結果日本の分担金は 146,300 ドル/年となり、原研と NEDO が折半するので、原

研は今後 3 年間 73,150 ドル(9,400 千円)/年の分担金を負担することとなった。 
(3) 1993 年 1 月 25 日をもって期間満了となる現行実施協定に継続して加盟することの意

向が問われ、出席した加盟国(13 ヵ国)全員が継続加盟を表明した。各国は速やかに、IEA
宛に継続の意思を示す文書を送付するよう要請された。 

(4) 新規プロジェクトを Annex 方式でできるようにすることに関して、現行の実施協定に

追加する条文が提案されたが、一部を修正して承認された。 
(5) 執行委員会、技術ワーキンググループの新議長に Mr. Jacques Ferron(カナダ)、Ms. 

Dagmer Marek(ドイツ)がそれぞれ選出された。 
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IEA/ETDE 第 13 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1993 年 4 月 28 日から 29 日 
2．場 所：イタリア国ローマ イタリア新技術・エネルギー・環境庁(ENEA) 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 14 ヵ国中、13 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、

英国、米国)及び運営機関の代表、オブザーバーとして IEA 情報センターの 3 情報

センター(石炭、グリーンハウス、ガス技術)、INIS、韓国、ブラジル、ポーランド

の 3 ヶ国(ETDE 準加盟を考慮中)の代表。 
日本：NEDO 石丸 情報センター所長、同 宮田 情報管理課員、原研 高橋 部員、

山本 部員 
4．議 事 
 議長：Mr. Jacques Ferron (カナダ、カナダ鉱山資源省) 

(1) 前回に引き続いて ETDE 加盟国の拡大の議題の中で、韓国、ブラジル及びポーランド

の 3 ヵ国を準加盟国とした場合の「権利と義務」を規定する規約について意見交換を行

った。IEA 理事会のガイドラインと ETDE 規約(案)との整合性を図るとともに、それぞ

れの準加盟国に適用される規約については、ガイドラインに規定されている一般原則に

基づき、ケースバイケースで取り扱うことにした。 
IAEA の準加盟については、前回 IAEA/INIS 経由で ETDE データベースが ETDE 非

加盟国に使用される可能性について各国から懸念が表明され、IAEA 用の「権利と義務」

に係る規約の一部を修正し、ほぼ合意に達していた。今回 IAEA から正式にこの規約を

受け入れられないこと、INIS と ETDE の現行の協力関係を明確に示した「覚書」を作

成することの提案があり、運営機関が「覚書」(案)を作成し、この案を IAEA と執行委

員会が検討することとした。また、これまでの INIS と ETDE の密接な協力関係は続け

ていくことを確認した。 
執行委員会は、ETDE データベースをより網羅的なものとするためには、加盟国の拡

大が必要であるとして、今後も加盟していない国への働きかけを続けることとした。 
(2) ETDE データベースの CD-ROM 版の製作と販売について、製造元のシルバー・プラッ

ター社から説明が行われた。CD-ROM 版の安易な販売と配布は、加盟国とデータベース

に係るマンパワーとコストの問題や、これからの入力に係るコスト回収に貢献するオン

ライン情報検索サービスの販売に多大な影響を与えるため、加盟国の ETDE データベー

スに係る権利の保護に十分配慮して進めるべきであるとの意見が表明された。 
(3) IEA は、代替エネルギー等研究開発に係わる各種情報交換活動を実施協定の下に積極

的に進めており、今回も石炭(COAL)、グリーンハウス、ガス技術、エネルギー実証技術

(CADDEF)、クリアリングハウス(Greenties)等の情報活動の紹介を行った。 
(4) 韓国は、IAEA/INIS 以外にエネルギー情報データベースが利用できないため、ETDE
データベースの獲得に熱心である。しかし、準加盟国として毎月データを運営機関に送
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付するためには、我々同様に英文データベースの作成(ハングル文からの英文タイトル、

英文抄録作成等)に相当のマンパワーとコストの支出が必要であることを述べていた。 
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IEA/ETDE 第 14 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1993 年 9 月 8 日から 9 日 
2．場 所：カナダ国オタワ オタワ市内のホテル 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 12 ヵ国 20 名 

(日本：原研 吉沢) 
4．議 事 
 議長：Mr. Jacques Ferron (カナダ、カナダ鉱山資源省) 

(1) 韓国及びポーランドの準加盟を現行協定の有効期間中資料 2 の条件により認めること

とし、この旨を IEA 理事会に勧告することになった。韓国の分担金は年額 19,000 ドル、

ポーランドは年額 14,500 ドルである。 
(2) 準加盟を認めることができるようにするべく実施協定の一部を変更することが承認さ

れた。最終ドラフトは近く運営機関から送付されてくることになっている。 
(3) オーストラリアに対し、正式メンバーになるべく加盟申込みをするよう招聘すること

になった。 
(4) IAEA が準加盟になることが不可能になったことに鑑み、IAEA/INIS 事務局と覚書を

交換することにより、INIS 事務局との実質的協力関係を維持することになった。 
(5) 修正財政計画案が原案(議案書記載)のとおり承認された。 
(6) 次回執行委員会は来年 5 月 18 日、19 日の両日カダラッシュ(フランス)で開催される。 
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IEA/ETDE 第 15 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1994 年 5 月 18 日から 19 日 
2．場 所：フランス国パリ  
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 14 ヵ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイ

ツ、イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、

英国、米国)及び運営機関の代表、オブザーバーとしてブラジル(準加盟を希望)、IEA
の 2 情報センター(石炭(COAL)、温室効果に関する技術情報交換(GREENTIE))、
INIS の代表、ETDE 準加盟として韓国、ポーランド。 
日本：NEDO 石丸 情報センター所長、同 角田 情報管理課員、原研 平松 部長、

米澤 部員 
4．議 事 
 議長：Mr. Jacques Ferron (カナダ、カナダ鉱山資源省) 

(1) 第 14 回執行委員会で準加盟が承認された韓国及びポーランドが、準加盟国としての

「権利と義務」を規定する規約及びそれぞれの準加盟国に適用される条件について

ETDE と調整した結果、韓国は 1993 年 11 月に最初の準加盟国となったこと、またポー

ランドは、1994 年 2 月の IEA 理事会において ETDE 計画への参加が認められ、1994 年

3 月に 2 番目の準加盟国となったことが報告された。 
ブラジルの準加盟問題も、ETDE 側とブラジルとの間で「権利と義務」等の加盟条件

が合意に到ったため、今回の執行委員会においてその準加盟が提案され満場一致で承認

され、IEA エネルギー研究委員会(IEA/CERT)及び IEA 理事会での承認を得ることにな

った。 
(2) ETDE 計画と IAEA/INIS 計画の協力関係を明確にする「覚書」(案)が両者間で合意に

達し、今回の執行委員会の席上、両機関の代表者によって調印された。ETDE 計画と

IAEA/INIS 計画の両情報システムは、データベースの作成と利用について、技術開発や

標準化等の面で密接な関係を進めていくこととなった。 
(3) IEA は実施協定の下に代替エネルギー等研究開発に係る各種情報交換活動を積極的に

進めており、今回も COAL 及び GREENTIE の情報活動について報告が行われた。席上

各国の代表から、ETDE と重複する情報活動のないようそれぞれが相互に十分配慮して

進めるべきであるとの意見が表明された。 
ETDE 執行委員会の上部機関である CERT においては、ETDE 計画を含む IEA の諸々

の情報交換活動の重要性と有用性等についての評価作業を実施している。ETDE 計画に

ついても定期的に評価を受け、ETDE 計画をより有用なものとするため CERT と協議を

続けることとした。 
(4) ETDE データベースの有用性を政策決定者や研究者に理解してもらうために、マーケ

ッティング活動をいかに行うかが最大の関心事であった。各国とも財政事情が厳しい折

から分担金を増加させることなく、本 ETDE 計画を継続し、しかも効果的な利用方法及

び有用性の広報の仕方を模索しているようであった。 
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(5) 1995年会計年度の予算案(総額 80万 4500ドル)が提案され原案通り承認された。また、

1993年会計年度をベースに積算した 1994から 1997会計年度の予算試案も運営機関から

報告されたが、厳しい財政事情を考慮して、現行予算の枠内で執行可能な予算案を作成

するよう運営機関に要請した。 
(6) 雑誌名及び団体機関名の入力方式の変更 

第 8 回技術ワーキンググループ会議(TWG, 1993 年 11 月)の結果に基づき、雑誌名及び

団体機関名の入力方式の変更が執行委員会に勧告された。しかし、同様の変更を検討中

である IAEA/INIS と入力方式の整合性を考慮する必要があるため、次回の TWG(本年 9
月に米国オークリッジで開催予定)で改めて討論することになった。 

(7) タイムリネスの改善 
データベースの利用をさらに拡大するためには、文献がデータベースに収録されるま

での時間(タイムリネス)を短縮することが重要であるとの認識から、運営機関は、重要な

雑誌(キージャーナル)は 3ヵ月、レポートは 6ヵ月、キージャーナル以外の雑誌は 6ヵ月、

その他の資料は 9 ヵ月とするタイムリネスの目標値を提案し、承認を得た。加盟国はキ

ージャーナルの雑誌名を 20 件程度運営機関に提出することになった。 
(8) 特許情報の入力 

特許情報の入力は継続して行うことになった。ただし、抄録作成が困難な場合は、抄

録の代わりに“No abstract prepared”を入力することとした。これによって入力のタイ

ムリネスは改善されるが、データベースの品質を維持するためにはできるだけ抄録を作

成していく努力が必要である。 
(9) TWG ブグループの設置 

TWG の下に「書誌管理・データ交換フォーマット」、「キーワード付与・主題分析」及

び「製品・サービス」サブグループを設置し、データベースの効率的作成と利用促進の

方策を検討することになった。 
(10) ETDE 計画実施協定改訂版の作成 

運営機関は、ETDE 計画実施協定のこれまでの改訂の経験が明らかになるように、修

正箇所及び修正採択日付を明示した実施協定の改訂版を作成することになった。 
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IEA/ETDE 第 16 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1995 年 5 月 2 日から 4 日 
2．場 所：デンマーク国コペンハーゲン 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 15 ヵ国(オーストラリア、カナダ、デンマーク、フィンランド、

フランス、ドイツ、イタリア、日本、オランダ、ノルウェー、スペイン、スウェ

ーデン、スイス、英国、米国)及び運営機関の代表、準加盟国(韓国、ブラジル)の
代表、オブザーバーとしてベルギー(ETDE 加盟を考慮中)、IEA の 2 情報センタ

ー(温室効果に関する技術情報交換(GREENTIE)、国際ガス技術(ICGTI))、INIS
の代表、S.R.ヤコブセンデンマーク国 CERT(IEA エネルギー研究技術委員)会)代
表、J.アブラムスキーIEA 事務局代表。 
日本：NEDO 情報センター情報管理課 松沢、同 橋本、原研 高橋 部員、 
同 米澤 部員 

4．議 事 
 議長：Mr. Jacques Ferron (カナダ、カナダ鉱山資源省) 

(1) ETDE 加盟国の拡大に関して、現在 10 ヵ国が関心を示しており、加盟に熱心なベルギ

ーがオブザーバーとして出席した。ベルギーの加盟交渉を行っている VITO(フラマン技

術研究センター)は、今回正式な加盟申請を予定していたが、ベルギー政府としての加盟

の合意を得ていないことから申請は見送られた。VITO が地域政府ではなくベルギー政府

の代表機関として指名されることを加盟の条件にすることが確認された。 
また、ロシアの ICSTI-Moscow(国際科学技術情報センター)からの関心に対しては、

ICSTI-Moscow がロシア政府の代表機関として指名されるように運営機関が働きかける

よう進言された。 
(2) IEA は実施協定の下にエネルギー研究開発に係る各種情報交換活動を積極的に進めて

おり、GREENTIEとの協力の進捗状況及び ICGTIの情報活動について報告が行われた。

GREENTIE とは利用者の情報ニーズを把握するため引き続き 1 年間協力すること、

ICGTI に関しては ICGTI のホームページから ETDE のホームページへのアクセスを承

認した。 
(3) ETDE 製品の非加盟国への配布について討論が行われ、原則として、非加盟国への配

布は認めないことを確認した。データベース及び個々のレコードの著作権等の法的問題

を IEA 事務局と英国が調査し、運営機関が製品の配布とアクセスについてのガイドライ

ン案を作成することとした。情報処理技術や通信技術の発達は情報の独占的利用を困難

にし、非加盟国との間の複雑な問題を生じさせている。 
(4) 1996 会計年度の予算案(総額 85 万 5000 ドル)が提案された。データ入力及びマーケッ

ティング活動においてネットワークが日常的に効果的な利用ができる環境になったこと

から、ETDE ホームページを作成し提供する費用を計上した。また、マーケッティング

活動の重要性から、その経費も当初の見込み額より増加したが、各国の分担金の額に変

更はなかったことから、原案通り承認された。経費節減のために資料の電子化やマーケ
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ッティング活動の見直し等が各国から提案された。今後も加盟国と協力して一層の予算

削減の方策に貢献していきたい。 
(5) 執行委員会の議長及び副議長の任期が今回で満了となるため改選が行われ、議長及び

副議長共に前任者(議長はカナダのFerron氏、副議長はドイツのMarek氏)が再選された。 
(6) IEA/ETDEと IAEA/INISはいずれも国際協力によりデータベースを作成し利用するも

のでありデータベース作成等に共通の技術的問題を有するとともに、両システムの効率

的運用のために整合性を図ることが課題となっている。このため ETDE/INIS 合同技術委

員会の開催が提案され、今年の 10 月にオーストリアのウィーンで開催することが合意さ

れた。これにより、共通の課題を双方の技術委員会で二重に議論することがなくなるの

で問題解決の迅速化が期待される。合同技術委員会の議題としてはシソーラス(索引語の

辞書)の統合作業や団体機関名(レポート等の発行機関名)の入力方式の簡素化等が予定さ

れている。なお ETDE 及び INIS 固有の技術的な課題については、従来通りそれぞれの

技術委員会(合同技術委員会の前後に開催が予定されている。)で議論する。 
(7) 団体機関名の入力方式を簡素化するために書誌管理サブグループで新しい入力方式の

ガイドラインについて議論が続けられてきたが、合意は得られていない。入力方式を簡

素化するという点では意見が一致しているものの、具体的な方法について加盟国全部の

意見を合わせることが難しいため、フランス、ドイツ、日本、デンマークの 4 ヵ国に問

題解決を一任することが承認された。加盟国の意見を調整しつつ問題解決に向けて積極

的に協力していきたい。 
(8) ディスクリプタ(索引語)のフラッキング(主票目と副票目)の簡易化について討論した。

その結果、冊子体 Atomindex の発行をするまでの間、副票目の選定をオプションのまま

とすること、主票目を選定することの必要性について議論を続けることが合意された。 
(9) インターネット上にエネルギーデータベースのサブセットを提供することについて討

論した。加盟国がそれぞれ独自のサブセットを持つのではなく、ETDE として共通のサ

ブセットを作成し、ETDE のホームページからアクセスできるようにすることが合意さ

れた。インターネット上でサブセットを提供することの必要性については、非加盟国か

らのアクセスの問題等もあることから、内容面も含めて次回の第 17 回執行委員会で具体

的な検討をすることになった。 
(10) インターネットを利用して ETDE の利用促進を図るために ETDE ホームページを運

営機関が作成することが合意された。ホームページの作成経費は初年度分として 1 万ド

ルとすること、公開については 10 月に開催される ETDE/INIS 合同技術委員会に間に合

うようにすること等が承認された。 
(11) ネットワークを介した入力データの送付、ホームページによる情報提供あるいは電子

メールによる情報交換は多くの加盟国で行われるようになっている。当部も業務の効率

化・迅速化のためネットワーク技術や情報の電子化等に積極的に取り組んでいきたい。 
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IEA/ETDE 第 17 回執行委員会議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1996 年 6 月 25 日から 27 日 
2．場 所：スウェーデン国ストックホルム 
3．議 題 

(1) 議事次第 
(2) 前回議事録の確認 
(3) 議長報告 
(4) 運営機関の報告 
(5) IEA 活動及び国際協力 

IEA 事務局からの報告 
GREENTIE 
他の IEA 実施協定から発生する出版物のデータベースへの収録 
IAEA/INIS からの報告 

(6) 技術的問題 
第 1 回合同 ETDE/INIS 技術検討委員会 
(印刷物の代替物、主題スコープ、団体著者典拠の問題、シソーラスの統合) 
第 10 回 TWG 会議 
(印刷物の代替物、品質保障、製品とサービスのサブグループ、タイムリネス) 

(7) 会員加盟活動 
(8) 将来の指針及びマーケッティング戦略 

データベースのアクセスについて－ENERGY データベースの利用と共有－ 
運営機関によるマーケッティング活動の報告 

(9) 実施協定の更新 
更新の手続き 
実施協定の修正案 
戦略活動 

(10) 業務及び財政計画 
1997 会計年度の予算計画 
1997 から 1999 会計年度の予算計画 
1997 から 1999 会計年度の各国の分担金 

(11) 今後の会議予定 
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IEA/ETDE 第 18 回執行委員会議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1997 年 4 月 8 日から 10 日 
2．場 所：オーストラリア国シドニー 
3．議 題 

(1) 開会あいさつ 
(2) 前回議事録の確認 
(3) 議長報告 
(4) 運営機関の報告 
(5) IEA 活動及び国際協力 

IEA 事務局からの報告 
GREENTIE との活動報告 
他の IEA 実施協定からの出版物フォロー状況 
IAEA/INIS からの最新情報 

(6) 技術的課題 
第 2 回 ETDE/INIS 合同技術検討委員会報告 
(入力データの作成について) 
第 11 回 TWG 委員会の報告 
その他技術的課題 

(7) 会員加盟活動 
準会員の正会員への変更 
“Guidelines for associate membership in the IEA Energy Technology Data Exchange”
の“Guidelines for IEA ETDE membership”への変更 
会員勧誘状況報告 
参加可能国の意見発表    

(8) 将来の方向性と市場研究 
サブグループよりのレポート 
著作権問題 
Full text 問題 
メンバー国以外の利用制限と新製品について 
メンバーの利用統計 
運営機関マーケッティングレポート 
各国の現況報告 

(9) 実施協定の更新 
協定更新(1998 年 1 月 28 日)までのプロセスについて 
実施協定の変更事項 
執行委員会に継続参加するかどうかの投票 

(10) 実施及び予算計画 
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戦略実施計画 
次年度の予算計画 
3 ヵ年予算計画 

(11) 議長選出とその他事項 
(12) 次回執行委員会について 
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IEA/ETDE 第 19 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1998 年 4 月 28 日から 30 日 
2．場 所：デンマーク国コペンハーゲン 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 17 ヵ国(ベルギー、ブラジル、カナダ、デンマーク、フィンラ

ンド、フランス、ドイツ、イタリア、日本、メキシコ、オランダ、ノルウェー、ス

ペイン、スウェーデン、スイス、英国、米国)及び運営機関の代表、オブザーバー

として INIS の代表、EC 代表。 
日本：NEDO 情報センター情報管理課 河西 課長、片田 課長代理、原研  
高橋 次長、米澤 部員 

4．議 事 
 議長：Mr. David Irving (英国エネルギー省) 

(1) 参加各国は急速に厳しい財政事情に直面している。一方、インターネット/Web 環境

においてはデータの交換が容易になるとともに世界中の情報を強力な検索エンジンで入

手できる状況にあり、冊子体抄録誌の概念と初期の計算機性能をベースに設計された本

計画は、大幅な転換時期にきている。新しい情報技術の導入による経済的な計画の運営

の一つとして、電子化された学術誌や他の文献情報データベースからのデータの取り込

みのためのデータベースレコード構造の単純化を含む再構築が本会議の主な議事であっ

た。ETDE と INIS の両システムが共同で委託した調査ではネットワーク上でデータを

交換するために最低必要なデータ項目 15 を提案している Dublin Core、米国政府情報へ

のアクセス手段を提供する GILS、その他 STAS 及び TEI 等の主なメタデータフォーマ

ットの比較検討を行った。データ項目数、サポートする書誌レベル、フォーマット間の

相互運用性等の 21 の基準に対して、それぞれのメタデータフォーマットを現行 ETDE
フォーマットとマッピングさせて評価を行った。基本フォーマットに Dublin Core を採

用し、ETDE フォーマットとの相互運用性を高めるために STAS の項目定義を使って項

目を拡張すること、データベース単位での情報を提供する場合は GILS を使うこと、全

文情報とリンクするためには SGML/TEI を応用することが勧告されている。参加各国

における入出力利用システムの基本に係る問題であるため、今回の勧告と討議をベース

にレコード再構築を進めることとし、今秋の第 4 回 ETDE/INIS 合同技術委員会におい

てさらに詳細に検討を行うこととなった。 
(2) メキシコが新たな参加国となり今後も参加国が増加する可能性がある。新規参加国は

ETDE 協定では加盟した年からのファイルを入手できるが、過去分のファイルは入手す

ることができない。新規参加国が過去分ファイルの入手を求めた場合には、原則として

何らかの対価を支払うこと、対価はケースバイケースとすること、支払われた費用は

OA の経費に充当すること等が合意された。 
(3) 1999 会計年度の予算案(753,700 ドル)及び 1999 から 2001 会計年度の予算計画案を審

議した。これは 1997 年度実績額の 765,897 ドルをベースに、新規参加国 1 ヵ国、新規

事業なしと想定して積算したものであり、原案通り承認された。 

- 43 -

JAEA-Review 2019-002



    - 44 -    

(4) 本計画の副議長を 2 名とすることが合意され、カナダの Mr. Mac Nason とドイツの

Ms. Dagmer Marek が選出され、前年選出された David Irving 議長と任期を一致させ

るため、今回に限り 2 年間その職務を勤めることとなった。また議長、副議長の再任は

最大 3 回/9 年間とした。 
(5) 財政面の制約等から各国の特許文献の入力件数が減少していること、欧州特許庁

(EPO)等の特許機関が特許情報を無償で提供する動きがあること等から、特許文献デー

タを EPO 等から低コストで入手する可能性についてサブグループで検討が行われてき

た。本委員会では、特許文献データの収録を今後も継続すべきかどうかについて各国の

意見が問われた。特許機関から無償でデータを入手できたとしても、分類や索引語等を

付与する経費が新たに必要となること、特許文献データの調査には一般に特許専門のデ

ータベースが利用されること等から、日本をはじめとするほとんどの加盟国が特許の収

録は中止すべきであると主張した。その結果、特許の収録を中止することが合意された。 
(6) ETDE 以外の IEA 実施協定により刊行される出版物の情報を ETDE データベースに

積極的に収録するために、運営機関は協定出版物を ETDE データベースに収録すること

のメリットを説明するパンフレットを作成した。パンフレットは IEA 事務局によって承

認され、各実施協定先に配布されることとなった。次回の執行委員会でその進捗状が報

告される予定である。 
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IEA/ETDE 第 20 回執行委員会議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1999 年 1 月 19 日から 20 日 
2．場 所：フランス国パリ 
3．議 題 

(1) 開会あいさつ 
(2) 議事次第 
(3) ETDE 財政問題 
(4) 新製品 

背景 
RFC98/09 の回答 

(5) 戦略計画 
(6) 会員加盟活動 

ポーランドの参加 
EC 及び ETDE 加盟を検討中の国々の状況について 
ブラジルの参加(議事録への公式記録) 
スウェーデンの締約機関(議事録への公式記録) 

(7) その他の議事 
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IEA/ETDE 第 21 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：1999 年 6 月 15 日から 17 日 
2．場 所：ノルウェー国オスロ 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 16 ヵ国(ベルギー、カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スペイ

ン、スウェーデン、スイス、英国、米国)及び運営機関の代表、オブザーバーとし

て INIS の代表、IEA/EETIC の代表。 
日本：NEDO 情報センター情報調査課 鈴木 課長、伊藤 課長代理、原研  
高橋 部長、米澤 部員 

4．議 事 
 議長：Mr. David Irving (英国エネルギー省) 

(1) 1994 年に参加したポーランドは 1998 年と 1999 年分の分担金が滞り、運営機関は期

限を切って参加継続の意思を確認したが回答がなかったため、実施協定 11 条(i)項(契約

義務不履行)に従って、今回の執行委員会において正式に脱退したものと承認した。 
(2) 運営機関から要求のあった一般管理費(Overhead)の 2000会計年度22%、2001年 28%、

2002 年 34%の増額要求については、本年 1 月開催された第 20 回執行委員会の勧告に

従って、再度運営機関から詳細な説明が行われた。米国とヨーロッパ諸国との間で一般

管理費についての考え方に相違があり、予算編成については必ず事前に執行委員会に経

費の項目別明細書を提出すること、経費変更は 12 ヵ月前に執行委員会に提出すること

などを実施協定に規定することで、一般管理費の増額要求を承認した。 
(3) 2000 から 2002 年の新しい予算計画については、参加各国の厳しい財政情勢、オース

トラリアとポーランドと 2 年続いた参加国の脱退による分担金総額の減少、一般管理費

の大幅な増額を反映して、可能な限り事業の見直しと予算の圧縮化を行った。新規事業

としては前回に決定した新製品(Web 版の Energy Database)の開発と運用、データ処理

業務の外部機関への委託、さらにこれまでの繰越金の取り崩し等を検討した。 
(4) 3 年毎に分担金を見直すという規定に従って、2000 から 2002 年の参加各国の分担金

について検討した。我が国は 146,300ドルから 11,756ドル減の 134,544ドルとなった。 
(5) 1999 年から 2003 年の 5 年間にわたる ETDE の活動計画として、Web 版 Energy 

Database とフルテキストへのリンクとその利用促進、参加国拡大の方策、包括的なエ

ネルギー情報ネットワークの確立、IEA 協定に基づく他の情報システムとの協力強化な

どについて討議した。これらの議論をベースに活動計画書を書き改め、今後の基本方針

とすることとした。 
(6) ETDE と INIS 計画の整合性を図り、両システムの効率的な運営を行うための検討を

重ねてきた収録主題分類体系の簡略化と収録主題範囲の再定義は、原案通り階層のない

45 項目の共通分類体系を採用することで承認された。既に 5 月の INIS リエゾンオフィ

サー会議においても承認されており、今後はサブグループ、運営機関及び INIS 事務局
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がレビューし、本年 10 月に開催予定の第 5 回 ETDE/INIS 合同技術検討委員会(JTC)
で、検討する共通分類のスコープノート原案を作成することとなった。 

(7) 大入力国である米国、オランダを始めとする多くの国では、すべてのエネルギー分野

を包括する現在の収録主題範囲を維持することが財政的に困難となっている。このため、

ETDE データベースの収録主題範囲を再検討する必要があるとして、本年 1 月に開催さ

れた第 20 回執行委員会後に、収録主題範囲の見直しを検討するサブグループが設立さ

れた。サブグループはデータベースの収録状況の現状を調査すると共に、①IEA の活動

を反映する分野、②メンバー国が重要と考える分野、③他の主要なデータベースと重複

する分野、④原子力以外の分野に限定する、等のオプションについて検討した。サブグ

ループは、オプション④については ETDE のメンバーの多くは INIS メンバーでもある

ことから、大幅な作業及びコストの削減には結びつかないとして除外した。オプション

①、②、③を組み合わせて網羅的に収集すべきコア分野と部分的に収録するノンコア分

野及び削除すべき分野(核軍縮、軍備制御、物理)に分けた収録主題分野の再定義を提案

した。執行委員会で検討の結果、原案でコア分野とした粒子加速器をノンコア分野とす

ること以外は提案通り承認された。 
(8) 他のデータベース等からのデータの取り込みを容易にして、各加盟国の入力コスト及

び作業量の低減を図るために、INIS/ETDE データベースのレコード構造を Web に対応

したメタデータフォーマットに変更するETDEと INISの合同サブグループの検討状況

が報告された。米国の提案する Dublin Core メタデータフォーマットと INIS 事務局の

提案する INIS プロトタイプフォーマットについて、①フォーマットの変更により影響

を受ける出力製品の調査、②2 つのフォーマットの対応するデータ項目を評価するため

の対照表の作成、③出力データ及び過去分データとの整合性を考慮したデータモデルの

定義、④必要な目録規則の変更、⑤費用の削減効果、等を検討した。しかし、米国から

のサンプルデータの提供が本年 4 月まで延びたためサブグループでの作業は完了しな

かった。執行委員会では、サブグループに未完了の作業の継続し報告書に取りまとめ、

第 5 回 JTC に提出するよう要請した。 
(9) 1999 から 2003 年の ETDE の戦略計画についてレビューを行った。戦略計画では

ETDE のミッション、戦略的なパートナーシップの形成、メンバーシップの拡大、新し

い Web 製品におけるフルテキストへのリンク等の機能強化等を提案しているが、より

現実に即した計画とするための多くの意見が出された。これらの意見を基に戦略計画を

改訂し改めてメンバーがレビューを行うこととなった。 
(10) ETDE データベースの利用促進活動については、主に Web 版の Energy Database
の利用促進とエンドユーザー向けの普及活動を行っていくことが合意された。あわせて

加盟国が Web 製品の提供及び利用促進に責任を持つことが確認された。Web 製品の名

称は World Energy Base とし今後統一して使っていくことが合意された。また加盟促

進活動では、加盟候補国を定めてより積極的なアプローチをとっていくことが合意され

た。 
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IEA/ETDE 第 22 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：2000 年 5 月 16 日から 18 日 
2．場 所：オランダ国アムステルダム 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 18 ヵ国の代表、3 つの国際機関代表。 

日本：NEDO 2 名、原研 2 名(大道部長ら)  
4．議 事 

 (1) WEB(World Energy Base)の現状 
事務局からは、システムの提供を開始した後に寄せられたメンバー国からのコメント

に沿い、検索やダウンロード速度の向上、書誌情報の改善等に努めているとの報告があ

った。議長は、メンバー国の総意として、事務局に対し、INIS の提供している同様の

Web 版情報提供システムとの比較により WEB の性能を評価したレポートを、今秋の技

術検討委員会までに用意するよう求めた。またメンバー国以外からの WEB へのアクセ

スについては、これまで通り認めないことになった。 
 (2)情報入力フォーマット 

これは、INIS との協調を保ちつつ入力フォーマットの改善を図ろうとするもの。これ

まで、米国が推奨する方式について 4 人からなるサブグループで検討を続けていたもの

の、結論を得るには至らなかった。そのため、このグループを拡大してさらに検討を行

うことになった。日本からは米澤室長代理を新メンバーとして推挙した。 
 (3) 協定の財政面 

次の 2 点が議論された。まず、各国一律の分担金のほかに過去 5 年間における各国の

研究開発費をもとに算出するとした追加分担金については、単に 3 年毎に見直すという

表現に改めることで合意が図られた。次に、基金の運用主体を現行の運営機関から他に

移すとのサブグループの案に関しては、運営機関側でさらに検討を行ったのち次回の執

行委員会で再度議論することになった。 
 (4) メンバー国の増加 

議長より昨年脱退したオーストラリアと再加盟についての交渉の経緯、ドイツ代表よ

り中国との新規加盟の交渉の経緯等が紹介された。またメキシコ代表より中南米の小国

を地域として加盟させたいとの提案があり、執行委員会としてはこれを試行的な取り組

みとして認めることとし、協定との齟齬がないかどうかについて IEA 事務局が検討する

ことになった。さらに IEA 事務局からは、IEA の諸活動への途上国の参加を促す一方策

として世界銀行などによる財政援助の可能性が検討されている、との報告があった。 
(5) 人事面 

本年 9 月末に任期切れとなる議長の David Irving を再選するとともに、来年度で退

任する副議長 Dagmar Marek の後任としてスランス代表の Christa Brulet を選出した。 
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IEA/ETDE 第 23 回執行委員会議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：2001 年 1 月 19 日から 20 日 
2．場 所：フランス国パリ 
3．議 題 

(1) 開会あいさつ 
(2) 第 22 回執行委員会の活動 

議事録 
勧告に対する措置についての報告等 

(3) 議事報告 
(4) ETDEWEB の現状と次の段階 
(5) 将来の方向と戦略計画 

戦略文書、運営文書のレビュー/改訂 
サブグループ報告：戦略的提携 

(6) 技術的問題 
技術作業グループ(TWG)の勧告 
合同技術委員会(JTC)の勧告 
サブグループの報告：ETDE/INIS 最小レコード 
データベースの品質の問題 
自動インデキシング 

(7) 運営機関の報告 
会議 
加盟国及び加盟国支援 
製品とマーケッティング 
管理 
技術 
エネルギーデータベースの詳細 

(8) 交換計画の政策と実施手続き 
著作権問題 
非加盟国のアクセスについての方針 
現状：実施協定の改訂 
来るべき実施協定の更新手続き 

(9) 参加加盟活動 
現状：地域加盟 
途上国の分担金レベル 
加盟促進に関するメンバー国レポート 
運営機関からの潜在的メンバー国レポート 

(10) IEA 活動とその他の国際活動 
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IEA 事務局からの最新活動 
IEA コミュニケーション戦略/出版の範囲 
現状：EETIC とのパイロットプロジェクト 
他の IEA 実施協定からの報告 
IAEA/INIS からの報告 

(11) 業務及び財政計画 
交換計画の財源の出資について可能な新しい選択肢 

(12) マーケッティング 
運営機関のマーケッティング報告 
可能なマーケッティングサブグループ 
エネルギー情報源の次の段階 
メンバーのマーケッティング 

(13) その他の議題 
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IEA/ETDE 第 24 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：2002 年 6 月 11 日から 13 日 
2．場 所：メキシコ国メキシコシティ 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 16 ヵ国(ブラジル、カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スペイ

ン、スウェーデン、スイス、英国、米国)の代表、オブザーバーとして INIS 事務局。 
日本：NEDO 田中、飯島、原研 板橋 

4．議 事 
 議長：Mr. David Irving (英国エネルギー省) 

(1) ETDE では将来を見据えた戦略的計画を作成するため、「シンクタンク」サブグルー

プが検討してきた。しかし、関連する問題が広範囲にわたるために焦点を絞る必要があ

り、とりあえず各国政府に ETDE の存在価値を説得するために必要な想定問答集を作

成する小グループを設置し、10 月末までに報告集を作成することとなった。 
(2) ETDE の戦略計画を作成する際参考とする SWOT(Strength, Weakness, 

Opportunities and Threats)解析では、ETDE の組織の弱さが明らかになった一方、

ETDE データベースの有用性が確認された。これらに基づき、今後作成される戦略計画

には、地域加盟制度の検討、新しい技術の取り込み、商用データベースホストとの連携

による収入の増加策、出版社との連携による入力の効率化、ETDE のマーケッティング

機能の強化、データベース新製品の開発などを取り込むことが合意された。 
(3) G8 の宣言、京都議定書、CERT の戦略等に対し、ETDE がどれだけ貢献できるか、

また発展途上国にどれだけデータベースを利用してもらえるかという点から、これまで

加盟国に限られていた利用を一定の条件を付して非加盟国からのアクセスを認めると

いう方針転換が図られた。具体的な条件を検討するためにワーキンググループを設置し

て検討し、2003 年 1 月の試行開始を目指すこととなった。 
(4) サブグループで検討されてきた ETDEWEB の利用者アンケートについて、執行委員

会で内容が承認され、運営機関が 9 月から 11 月にかけて利用者アンケートを実施する

ことが決まった。 
(5) 1987 年から 1994 年までの ETDE のデータをバックデータと呼び、これらを

ETDEWEB に取り込む方法について検討が行われた。議論の結果、もっとも費用のか

からない方法で ETDEWEB に追加されることが決まった。 
(6) 2003 会計年度予算については、繰越金の中から 10 万ドルを「特別プロジェクト」に

使用することを承認し、2004 から 2005 会計年度予算については、協定継続の意思確認

を待って次回の執行委員会で議論することとした。 
(7) 日本の加盟継続問題に関しては、NEDO が次回の協定更新を行わない可能性が極め

て高い旨の意思表示をしたことから、原研は、議長と共に原研単独で ETDE に留まる

いくつかの選択肢を検討したが、最終的には NEDO が脱退した場合、原研は単独では

ETDE に留まることは困難である旨を表明した。  
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IEA/ETDE 第 25 回執行委員会議事録 
 
1．日 時：2003 年 5 月 20 日から 22 日 
2．場 所：スイス国 
3．出席者：IEA/ETDE 加盟国 16 ヵ国(ブラジル、カナダ、デンマーク、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、イタリア、日本、韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スペイ

ン、スウェーデン、スイス、英国、米国)の代表、オブザーバーとして INIS 事務局、

IEA エネルギー技術研究委員会(CERT)最終用途技術作業部会(EUWP)議長。 
日本：原研 板橋 

4．議 事 
 議長：Mr. David Irving (英国エネルギー省) 

(1) ETDE 実施協定は 2003 年 10 月に更新時期を迎えるが、次期協定に関して参加の意

思確認が行われた。事前の調査に変更がある国と期限までに回答を提出しなかった国に

ついて、再確認が実施された。事前の調査で日本とベルギーが脱退を表明しており、公

式の回答がなかったフィンランドとノルウェーは会議の席上、国内事情で手続きが遅れ

ているものの継続の意思を明らかにした。また、イタリアについては財政面で継続が困

難であることが報告された。米国は、2003 年 10 月 1 日までに ETDE が最小レコード

形式を全面的に採用すれば継続することを確認した。ポルトガルの参加が 2004 年委予

定されているが確約はできないこと、ニュージーランドとオーストラリアが加盟を検討

中との報告があった。また次期の協定延長が満場一致で可決された。 
(2) ETDE の 2004 年の予算計画では、日本とベルギー及びイタリアの脱退が予想される

こと、ポルトガルの参加が確実ではないことから、これらを前提にして予算を作成する

ことになった。原則として、まず経費節減を実施し、足りない場合は分担金の増加を考

慮することになった。その結果、2004 年の予算を詳細に見直し合計 70,000 ドルを削減

することが合意された。しかしながら、今後さらに予算が不足することから分担金を増

額することになった。2004 年度については各国とも既に予算が確定していることから、

基本共通料金を一律 5,000 ドル値上げすることで合意された。2005 年度と 2006 年度に

は比率に応じた部分を 18%値上げし、かつ米国の割合が 25%を超えないような計画を

作成し検討することになった。この結果、2004 年の収支は 90,801 ドルの黒字、2005
年は 48,831 ドルの赤字、2006 年は 210,621 ドルの赤字が予想されており、今後は厳し

い運営が予想されている。 
(3) 非メンバー国へデータベースを開放する際のアクセス方針のガイドラインについて

検討し内容の骨子が確定した。内容としては、発展途上国については基本的には入力義

務は課さないものの、INIS と協力しながら入力を要請する。OECD 国は分担金相当額

の 3 倍を支払えば利用できる。その他の国には入力の義務を課し、5,000 ドルの一律料

金で利用できることにするがその条件は 5 年毎に見直す。 
(4) ETDEWEB 利用者アンケートの結果では、いくつかの問題点はあるもののほぼ満足

しているとの回答が得られたので、さらなる投資は財政事情を考慮して差し控えること
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になった。また、会議録の個々の論文が収録されていない状況を解決するため、1995
年以降のデータに限りこれらを追加することになり、これに必要な 3,700 ドルは米国が

負担することが決まった。 
(5) 各メンバーは自国の出版物の入力義務を負うという原則に基づいているが、EU の出

版物がどの国にも属しないためデータベースに収録されていない。これらの出版物はと

くに重要であるので、EU の図書館と連携を取りながら情報獲得に努めることになった。

詳細についてはサブグループを作り詳細に検討することが決まった。 
(6) 次期協定の役員選挙が実施され、議長は英国の David Irving 氏、副議長はカナダの

Margaret Ahearn 氏、副議長・TWG 議長はオランダの Hillebrand Verkroost 氏が選出

された。 
 
==================================================================== 
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2.8.2 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)会議(1-18 回) 
及び 合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) (1-13 回)会議議事録等 

(原研 技術情報部及び原子力機構 研究技術情報部 作成､所蔵) 
===================================================================== 
 
TWG 第 1 回会議 概要と成果 
 
1．日 時：1987 年 7 月 1 日から 3 日 
2．場 所：ドイツ国カールスルーエ専門情報センター(FIZ-K) 
3．出席者：ドイツ、デンマーク、日本、スペイン、英国、米国、IEA 石油情報センターの各

代表、計 11 名。 
日本：原研 横尾(他) 

4．概要 
(1 日目) 技術ワーキンググループの目的、議題の確認後、INIS や米国エネルギーデータベー

ス(EDB)を中心に現行の国際的システムが適用している諸ルールについて比較評価を行っ

た。午後から各論の検討に入り、主題分類、入力選定、索引語付与について討議した。 
(2 日目) 前日に続き各論の検討を進め、抄録作成、目録作成、交換用磁気テープ作成、典拠デ

ータの更新、品質維持の方法について討議した。 
(3 日目) 経費対効果、及びタイムスケジュールの面から討議を行った後、時期執行委員会(9

月)への提案事項のまとめを行った。 
5．成果 

(1) INIS が成功裡に運営されており他の情報システムの規範ともなっているとの現状評

価がなされ、全体として INIS のルールに準拠する提案となった。原子力分野を担当す

る原研にとっては INIS で蓄積した種々のノウハウを活かせる方向である。 
(2) 収録範囲と主題分類については、米国 EDB の式を適用することとなるが、原子力分

野の分類は INIS 分類との整合を進めることを提案している。これも望ましい方向であ

る。 
(3) タイムスケジュールでは、既に EDB 方式で実施している加盟国もあるので 2 年間の

経過期間を提案している。また、これらの提案事項は時期執行委の決定を経てからさら

に規約としての詳細がつめられる。 
(4) 少人数の会議であったのでメンバー間の友好を深めることができた。 
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TWG(第 1 回 2 回間の)会議議事録 
 

1．日 時：1989 年 2 月 28 日から 3 月 1 日 
2．場 所：英国エネルギー省 
3．出席者：英国、ドイツ、日本、オランダ、スウェーデン、米国の 6 ヵ国からの委員、英国

エネルギー省から Godfrey Bevan 氏。 
日本：原研 高橋、オブザーバーとして NEDO 寺本 

4．議 事 
議長：P. Jones 氏(英国) 

(1) 議長が ETDE のデータベースはエネルギー技術に関するもので核科学のデータベー

スではないことを強調し、筆者もそれに同意した。 
(2) 新しい主題範囲のドラフトが配布され討論した。非原子力エネルギーに関しては分類

を付与するにあたっての分類相互の考え方、分類項目の整合性などを検討し、ドラフト

通り採用されることとなった。 
(3) 原子力部分に関しては INIS との関連で検討が進められた。運営機関代表の Dora 

Moneyhun 氏が、INIS データベースをETDE データベースに完全に含めた場合と INIS
の中のエネルギー技術に関する部分(INIS 全体の 50%)だけを含めた場合の費用を分析

し、あまり差がないことを報告した。しかし費用算出にあたって、データ修正作業の必

要性、処理費用のかかるレポート件数のあいまいさなどに疑問が出され、激しいやり取

りとなった。 
(4) INIS データベースが既に数種のオンラインシステムで容易に利用できるヨーロッパ

と、INIS データベースを完全に含むエネルギーデータベースとして利用している米国

では、ETDE データベースについての考え方、利用の仕方が異なる。そのため、双方の

要求を満足させるシステム改善案を提示したが、意見対立を解消するには至らなかった。 
(5) 各委員は 3 月 15 日までにコメントを提出し、議長が議事録をまとめ、4 月の第 5 回

執行委員会でさらに検討することとなった。 
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TWG 第 2 回会議議事録(IEA/ETDE 第 5 回執行委員会に含まれた) 
 
1．日 時：1989 年 4 月 25 日から 26 日 
2．場 所：米国オークリッジ OSTI (Office of Scientific and Technical Information) 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イタ

リア、日本、オランダ、ノルウェー、スウェーデン、英国、米国)の代表及びスイス

(オブザーバー)並びに事務局、関連機関代表。 
日本：NEDO 木村 情報管理課長、徳岡 同課員、原研 古谷  

4．議 事 
 議長：Dr. Alan Heyes (英国エネルギー省) 

(1) 1989 年 2 月 28 日から 3 月 1 日にロンドンにおいて開催された「ETDE の主題範囲に

関するワーキンググループ」の議論を踏まえて、同ワーキンググループ議長の Mr. Jones
から次のような提案が行われた。すなわち、①1986 年までのエネルギーデータベース

(EDB)、②1987 年以降の INIS データベース、③1987 年以降の非原子力データベース、

以上の 3 データベースに分けて ETDE データベースの構築を継続し、利用にあたって

は 3つのデータベースをあたかも 1つのデータベースとして検索できるような仕組みと

する。この議長提案は、ワーキンググループの議論の経過を十分勘案した妥協案として

同意しうるものなので、原研としては支持すると主張した。しかし、米国とオランダが

従来の一本化したデータベースにこだわり、結局次回の執行委員会に結論を持ち越すこ

ととなった。ETDE 運営の中心的な問題であるだけに、全加盟国の一致点を見出すため、

さらに努力を続けることになる。 
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TWG 第 3 回会議議事録 
 
1．日 時：1990 年 4 月 23 日 
2．場 所：米国オークリッジ OSTI 
3．出席者：IEA/ETDE 参加国 14 ヵ国のうち（カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、

ドイツ、日本、オランダ、スウェーデン、スイス、英国、米国)の代表者、オブザー

バーとして IEA 関連機関、INIS 代表、運営機関 OSTI の担当者。 
日本：NEDO 坂内、原研 小松原 

4．議 事 
 議長：Dr. K. Buerk (ドイツ) 

(1) ETDE 及び INIS 両システムに共通な書誌記述と主題関連事項を検討するために、2
つのグループを設けることが議長から提案された。両グループとも 4 から 8 名の少人数

で構成し、検討結果を ETDE 及び INIS に提案できる性格を持つ。この提案には、ETDE
に参加してない多数の INIS 加盟国への配慮や、従来のワーキンググループの及び運営

機関の活動との整合性等について多くの疑問が出された。最終的にグループの設置を執

行委員会に勧告することになった。 
(2) 「石油生産」を例に運営機関が行ったデータベースの評価を継続する議題については、

環境問題のうち地球温暖化現象を同様な手法で解析することとした。 
(3) INIS で行っている入力データの定常的なチェックの有効性が確認され、運営機関が

その実施方法を検討することになった。 
(4) 入出力データの交換形式については１本化することを再確認すると共に、その形式が

各種典拠ファイルにも適用されることになった。 
(5) 新たにインデクシング統計を作成すること、及び各種の統計は暦年単位で作成するこ

とになった。 
5．第 8 回執行委員会東京開催打合せ 
    米国から Ms. Moneyhun, Ms. Buffum, Mr. Teague、日本から小柳、坂内(NEDO)及び

小松原が参加し、概略次のような要領で開催することになった。 
(1) 執行委員会は 10 月 4 日(木)から 5 日(金)に経団連会館で開催する。 
(2) 3 日(水)に同会館内でパソコンを利用した 3 種類のデモンストレーションを行う。 

イ) FIBRE システム(IAEA/INIS データ入力システム) 
ロ) 原研 INIS データ入力システム 
ハ) 日本科学技術情報センター日英機械翻訳システム 

(3) Ms. Moneyhun と Mr. Teague は NEDO 情報センター及び原研技術情報部(東海)を
訪問し、両機関におけるデータ入力処理の現状を調査する。 
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TWG 第 4 回会議 
 
1．日 時：1991 年 4 月 23 日 
2．場 所：米国オークリッジ OSTI 
3．出席者：日本、原研 石川  
 
以外不明 
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TWG 第 5 回会議議事録(IEA/ETDE 第 10 回執行委員会に含まれた) 
 
1．日 時：1991 年 9 月 23 日 
2．場 所：ドイツ国カールスルーエ専門情報センター(FIZ-K) 
3．出席者：ドイツ、カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、イタリア、日本、オラ

ンダ、ノルウェー、スイス、スウェーデン、米国の委員、オブザーバーとして IEA
コールリサーチ、INIS、米国の各担当者。 
日本：NEDO 勝俣、原研 中嶋 部員 

4．議 事 
 議長：Dr. Kurt Buerk (ドイツ、FIZ-K) 

(1) ETDE と INIS のデータフォーマットに関する共通のマニュアルについては、1992
年 1 月末にウィーンで開催される書誌コントロールに関するアドホック作業グループ

会議で検討されることとなった。 
(2) 特許情報の入力に関して、議長から各国が入力している総数に対する特許情報の割合

について、及びこれまで議論されてきた背景等が説明された。各国からは、特許情報の

定義が各国毎に異なること、原文献の入手や抄録作成に問題点がある等の意見が出され、

運営機関は、①特許情報の入力を中断する、②包括的に特許情報を入力する、③他の特

許データベースから該当情報を移植する、の 3 つの方法について引き続き分析を行うこ

とが勧告された。 
(3) ETDE と INIS の団体名典拠の整合を図る作業は 1991 年末までに各参加国が分担し

て行い、運営機関がまとめることで合意した。 
(4) 研究課題情報データベース(Research in Progress(RIP)データベース)に関して、1991
年初めに開催された ETDE アドホック作業グループ会議の討論結果を執行委員会に答

申することが合意された。 
研究課題情報データベースのデータ項目並びにデータ構成については、1992 年 1 月

末に開催される書誌コントロールに関するアドホック作業グループ会議で引き続き検

討される。日本としては、既に原研が作業準備に取りかかっていること、その作業の面

からデータ構成の詳しい資料がほしい旨、説明を行った。 
(5) INIS の入力すべき主題範囲が非核エネルギーの環境及び経済に関する情報まで拡大

されたことにともない、この部分の情報が ETDEと重複することとなった件に関して、

二次情報と原文献の流れを INIS とどう調整するか検討を行った。 
  各国からは、①入力国が二次情報と原文献を ETDE へ送付し INIS には ETDE から

送付する方式、または②各国は二次情報を INIS、ETDE 双方に送り原文献は INIS へ

送付し、ETDE には INIS からマイクロフィッシュが送付される方式、のいずれかが望

ましいとの意見が多数を占めた。この討議の結果を執行委員会に報告することで合意し

た。 
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TWG 第 6 回会議議事録 
 
1．日 時：1992 年 4 月 23 日 
2．場 所：フィンランド国ヘルシンキ 
3．出席者：カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、ノルウェー、イタリア、

日本、オランダ、スペイン、英国、米国の各委員、及び IEA コールリサーチ、IEA
地球温暖化ガス、INIS 及び運営機関の担当者。 
日本：NEDO 草部、原研 高橋、峯尾 両部員 

4．議 事 
 議長：Dr. Kurt Buerk (ドイツ、FIZ-K) 

(1) ETDE/INIS 協力について 
ETDE/INIS 入出力フォーマットの簡略化について 1992 年 3 月にウィーンで開催さ

れた INIS 専門家会議の報告があった。INIS データのレベル構造、ヘッダー部のタグ

構成などの簡略化は大きな変更であり、費用の面からすぐに実施できないこと、国際規

格の範囲内で変更すること、費用対効果の解析が必要なことが確認された。運営機関が

専門家会議の報告書を加盟国に送付し、これに基づいて次回さらに検討を続けることと

した。 
研究課題情報(RIP)データベース作成に費用対効果の点から FIBRE を利用すること

が勧告された。 
(2) 運営問題として 

レポート番号典拠の開発について、資料とデータベース上の表記の違いが生ずること

が問題であるとの意見が出されたが、レポート番号を標準化することは支持された。加

盟国はレポート作成者に ISO規格DP10444に基づいて番号を付与するように勧めるこ

ととなった。 
フィードバックのための統計フォーマットが了承された。また次回フィードバックセ

ッションを行うことが勧告された。 
新しく ETDE エネルギーデータベースマニュアルの作成がドイツから提案され同意

された。これは INIS と同様のものである。 
(3) データベースの収集範囲について 

ETDE 非加盟国の地球規模の気候変化に関する情報の重要性が指摘され、特に ICSTI
のデータの取り込みについて、情報の質及びデータの質を検討するためにサンプルデー

タを要求することが勧告された。 
(4) 品質保証のための努力として 

“地球規模の気候変化”についてエネルギーデータベースの収録範囲等を検討してき

たが、次のトピックとして酸性雨を取り上げ同様の検討を続けることが同意された。 
特許情報の収録に関して現状を分析し今後の方針を考えると共に、INIS での同様の

検討結果を勘案して、運営機関が 10 月に報告するよう勧告された。 
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TWG 第 7 回会議議事録(IEA/ETDE 第 12 回執行委員会に含まれた) 
 
1．日 時：1992 年 10 月 5 日から 6 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イタリア、日本、オラ

ンダ、スウェーデン、英国、米国の各代表及び運営機関、IEA 情報センター、INIS
の代表。 
日本：NEDO 新エネルギー情報センター 堀江、原研 高橋、山本 両部員 

4．議 事 
 議長：Dr. Kurt Buerk (ドイツ、FIZ-K) 

(1) 現在、INIS と ETDE が共同で行っている入力・出力フォーマットの簡略化検討の

進行状況が報告された。規則の頻繁な変更は入力センターの経済的、労力的負担が大

きいので、当ワーキンググループは、利用者の便、処理のコストの減少、新事業への

対応をはかる場合を除き、フォーマットは変更すべきではないと結論した。また、将

来を見つめた ETDE 計画を進めるため、少人数の専門家グループをつくることとなり、

原研はそのグループへの参加を要請された。 
(2) 研究課題情報(RIP)のデータベースについて各国の状況について報告があった。運営

機関からデータベースの規格案が提示され、各国はそれに対して後日コメントするこ

ととなった。 
(3) 運営機関が実施している受入れデータの品質チェックについては、原研をはじめ各

国センターが行っているコンピューターによるデータチェック項目・要領と、運営機

関のそれとを比較し、高度化することを提案し、実施することになった。 
(4) 今回から技術ワーキンググループ会議の中に、各センター個別にデータエラーを検

証する「フィードバックセッション」が設けられた。原研のデータには形式エラーは

皆無であり優秀であることが認められた。エラーと指摘のあったものは昨年末の分類

変更に伴う過渡的なものであった。また、これまで運営機関から指摘のあったデータ

について、ワークシートを持参し当方の分類等についての意見を述べた。今後運営機

関との間で意見交換を密接に行い、精度と整合性の高いデータを作成するために双方

で努力していくことになった。 
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TWG(第 7 回 8 回間の)会議議事録 
 

1．日 時：1993 年 4 月 22 日から 23 日 
2．場 所：ドイツ国カールスルーエ 
3．出席者：ETDE 加盟国(デンマーク、フランス、ドイツ、日本、オランダ、スウェーデン、

英国、米国)の代表及び運営機関、IEA 情報センター、INIS の代表。 
日本：原研 山本 

4．議 事 
 議長：「データベース品質・主題分析」サブグループ；Dr. Lars Edvardson、  

全体会議；Dr. Kurt Burk 
(1) 技術ワーキンググループの位置づけ及び役割を明確に規定する「Time of Reference」
について討論した。 

(2) データベース入力の標準的手続きを記述する「プロシージャ・マニュアル」について、

運営機関が準備していた章立ての原案と文案の一部が示され、内容について検討した。

主題に関してはあまり特殊な分野の例を多くしないようにとの意見が出された。 
(3) INIS/ETDE の入力互換性改善の一環として行われているシソーラス統合作業に関係

して、シソーラス削除候補語について詳細な検討を行った。用語に関する議論は専門家

間でも意見の分かれることが多く、用語の採否について一貫性を持たせることが難しい。

シソーラス用語の採否についてガイドラインの設定を提案し、プロシージャ・マニュア

ルに取り入れられることになった。 
(4) 特許文献の入力は国により特許制度やエネルギー政策の重点に差があり、また特許情

報に対するニーズも異なるため、データベースに入力されるデータの質・量が不均一で

あることが問題となり、特許文献の入力を続けるべきかどうかを含めて検討する「特許

問題サブグループ」を設置することになった。 
(5) 各国とも予算のひっ迫する中、限られた資源の中で最大限質の高いデータベースを作

成するために苦心している。文献を取捨選択するための優先度の指標がはじめて議論に

上った。国によってはエネルギー種別の重要性が異なり容易に優先順位をつけるのは危

険であり、今後時間をかけて検討すべき問題とされた。 
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TWG 第 8 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1993 年 11 月 1 日から 3 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：日本、原研 小松原 (以外不明) 
4．議 題 
 

(1) 全体討議 
(2) 指針と活動計画 

短期的問題に対する活動計画 
長期的問題に対する活動計画 

(3) プロシージャーの変更 
1994 から 1995 年における変更 
ETDE プロシージャー・マニュアルの見直し 
典拠 

(4) カバレッジと品質 
カバレッジにおける優先順位に関する勧告 
特許のカバレッジに関する問題 
タイムリネスに関する問題 

(5) データベース再構築 
現行のデータ要素及び文献形態はすべて必要か。他に必要なものはあるか。 
新技術を利用するために交換形式はどう変えればよいか。 
今後も典拠ファイルをメンテしていく必要はあるか。 
もっと効果的にしかも経費が掛からない主題分析法はあるか。 
主題分類の簡素化または変更は必要か。 

(6) 製品及びサービス 
環境情報並びにエネルギー技術情報に力点をおいた新製品及びマーケッティングに関

するブレーンストーミング 
GREENTIE その他 IEA 主導の活動をどう支援していくか。 
ETDE におけるネットワーク/INTERNET の利用可能性について 
利用者ニーズをいかにとらえるか。 
ETDE においての光学的方法、フルテキスト及び SGML の関わりについて 

(7) 討議のまとめ 
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TWG 第 9 回会議議事録 
 

1．日 時：1994 年 9 月 20 日から 23 日 
2．場 所：米国ノックスビル 
3．出席者：ETDE 参加の 9 ヵ国(カナダ、デンマーク、フランス、ドイツ、日本、オランダ、

スウェーデン、英国、米国)及び準加盟国の韓国の代表と運営機関、IEA 国際ガス技

術情報センター、INIS の代表。 
日本：NEDO 情報センター 角田、原研 高橋 

4．議 事 
 議長：Dr. Dagmar Marek 

(1) ETDE データベースをより経済的に容易に作成するために、レポート等の発行機関名

の記述方法の変更について検討した。記述の標準化ガイドラインの考え方、センター間

の調整、特に現在の記述方法が INIS のそれと同じであることから、INIS との整合性

を考慮する必要のあること等について意見を交換した。本技術検討委員会の下に設置さ

れる書誌管理サブグループが新しいガイドラインを作成し、12 月までに技術検討委員

会委員に提案することになった。 
  また、ETDE･INIS 合同の技術委員会を 1995 年 1 月に開催し、機関名の記述法、シ

ソーラス統合等共通の問題を検討することが合意された。 
(2) ETDE 計画の将来を考える 3 つのサブグループの運営、構成及びタスクを決定し、原

研は書誌管理サブグループのメンバーに指名された。また、ETDE 計画の発展には INIS
との協調が不可欠であるとして、ETDE と INIS 合同のサブグループとするために当グ

ループの運営規約を改訂することとした。 
(3) データベースのタイムリネス(論文が発行されてからデータベースに収録されるまで

の時間)を改善するために各国が行った活動を報告した後、利用者にとって”理想的”であ

り、実現可能なタイムリネスの目標値を設定することについて討論した。各国がキージ

ャーナルを選定しその目標値を 2 ヵ月とし特別に入力統計を作成し追跡すること、その

他の資料についてもそれぞれ目標値を決め各センターが努力すること、となった。 
(4) インターネットを利用して ETDE 計画の概要紹介及び ETDE データベースのサブセ

ットの検索等のデモンストレーションが行われ、インターネット利用の有効性について

討論した。製品とサービスのサブグループがインターネットを利用した ETDE 促進方

策及び ETDE サーバーを設置すること等を早急に検討することとした。しかし、ETDE
計画はデータベースへのアクセスを加盟国だけに限定しているので、インターネットを

利用したサブセットへのアクセスの場合に問題になることから、次回執行委員会の検討

課題とすることとした。 
(5) 研究課題情報データベース作成のための収録データ項目を決定した。また交換フォー

マットは FIBRE 形式とすることとした。ドイツ、デンマーク、スウェーデン、米国等

がこの情報交換に同意し、日本も参加を要請された。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 1 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1995 年 10 月 9 日から 11 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：日本、原研 佐々木 (以外不明) 
4．議 題 

(1) はじめに 
業務の詳細計画 
INIS 活動のまとめ 
ETDE 活動のまとめ 

(2) 書誌、典拠及びフォーマットの問題 
団体典拠 
相対的コストからみた入力作業の分析 
典拠についての協力 
ディスケット/ネットワークファイル転送 
抄録のないレコードを減らす方法 
電子的な非師範資料 

(3) 主題分析 
シソーラスのメンテナンスと統合の選択肢 
IAEA 活動に関する INIS の主題分析の見直しの現状 
主題分析マニュアル原案 
主題分析の将来についての予備的な議論 

(4) 品質保証 
データベースの品質とタイムリネスに関するメンバー報告 
キージャーナルのタイムリネス 

(5) ホームページ 
ETDE ホームページとインターネットサイト 
INIS インターネットサーバ(ホームページ) 

(6) サブグループ機構の有効性 
総論 
タスクの割合とメンバー 
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TWG 第 10 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1995 年 10 月 12 日から 13 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：日本、原研 佐々木 (以外不明) 
4．議 題 

(1) 前回の会議で取り上げられた問題 
(2) ETDE で進行中の活動についての最新情報 
(3) 処理マニュアル 

ディスケット/ネットワークによる転送 
入力/出力テーブル 
データベースマニュアル 
品質保証の Section の改訂 

(4) 品質保証 
キージャーナルの統計の吟味 

(5) 製品とサービス 
11 月から 6 月の利用統計 
製品・サービスのサブグループの報告 

(6) サブグループの活動 
サブグループ機構の有効性 
タスクの割当とメンバー 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 2 回会議議事録 
 

1．日 時：1996 年 10 月 28 日から 30 日 
2．場 所：米国テネシー州ノックスビル 
3．出席者：ETDE 参加の 16 ヵ国(ベルギー、ブラジル、カナダ、デンマーク、フィンランド、

フランス、ドイツ、イタリア、日本、韓国、オランダ、ポーランド、スウェーデン、

スイス、英国、米国)の代表者、INIS 加盟 2 ヵ国(中国、ハンガリー)の代表者、INIS
事務局と ETDE 運営機関の代表者。 
日本：NEDO 情報センター 岡田、原研 石川 

4．議 事 
 議長：Dr. Dagmar Marek(ドイツ) 

(1) 団体機関名の入力を容易にするため、従来の標準化規則に代わり、できるだけ論文に

表記されている記述どおりの名称を採用する改訂案を採択した。また、INIS 事務局及

び運営機関が行っていた団体機関名典拠ファイルの集中管理を中止し、各国入力センタ

ーがこの改訂案に従って自国の典拠ファイルを作成し維持・管理することとなった。 
(2) 入力データ作成にかかる費用の低減を図り併せて速報性を高めるため、交換データレ

コード構造の単純化について審議した。レコード構造の変更は、プログラムの修正やデ

ータベースの利用に大きな影響を及ぼすため、サブグループを新設し変更に伴う問題を

詳細に検討することとした。 
(3) 分類作業を効率的に行うとともに、オンライン検索システムの普及や今後の冊子体

INIS Atomindex 誌の廃刊による主題分類の役割の変化に対処するため、INIS 主題分

類体系の改訂案が審議された。ETDE 主題分類体系との整合性や INIS 過去分蓄積デー

タとの継続性の点から改訂に慎重な意見が多く出され、引き続き検討することとした。 
(4) レポート等の非市販資料は現在マイクロフィッシュ形態で利用されているが、1997
年から CD-ROM 化される。このため、各国入力センターは非市販資料にレコード番号

と対応するバーコードを付与して送付することになった。 
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TWG 第 11 回会議議事録 
 

1．日 時：1996 年 10 月 31 日から 11 月 1 日 
2．場 所：米国テネシー州ノックスビル 
3．出席者：ポーランドを除く ETDE 参加の 15 ヵ国の代表者、運営機関の代表者。 

日本：NEDO 情報センター 岡田、原研 石川 
4．議 事 
 議長：Dr. Dagmar Marek(ドイツ) 

(1) 「電気自動車」分野を対象に行ったデータベースの収録調査結果が報告された。本来

収録されるべき学術雑誌や会議録文献が一部未収録であることが明らかになり、その収

集対策を検討し、各国入力センターで収集に努めることとなった。 
(2) 運営機関が維持管理している雑誌名典拠ファイルには、約 2 万 3 千件のデータが収録

されている。雑誌名を識別する上で重要な国際標準逐次刊行物番号(ISSN)を充実させる

ため、国際標準化機構(ISO)と協力して ISSN データを整備することとなった。 
(3) ETDE ホームページを商用オンライン情報検索システム(STN-International や

Dialog など)のホームページとリンクさせ、ETDE が作成する「Search Light」ニュー

ズレターなどを通して積極的に普及活動を行うこととした。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 3 回会議議事録 
 

1．日 時：1997 年 10 月 28 日から 29 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：ETDE 参加の 22 ヵ国(ロシア、中国、フランス、ドイツ、英国、米国他)、INIS

事務局及び ETDE 運営機関の代表者。 
日本：NEDO 情報センター 片田、吉田課長代理、原研 高橋次長、石川 

4．議 事 
 議長：Dr. Claudio Todeschini 

(1) 原子力(INIS)はエネルギー(ETDE)の一部であり、索引語を付与する場合に共通の(一
冊の)シソーラスを作成し利用するのが望ましいとして、従来別々のシソーラスに含ま

れる語彙を統合して一冊の印刷物とすることの可能性を検討した。しかし、語の定義、

階層構造等に違いがあることから、両事務局がこの違いを整理し対応を検討することと

した。また、電子版の共通のシソーラスの作成についても検討することになった。 
(2) パソコンベースの入力ソフトウェア FIBRE は両システムで利用されている。団体典

拠の管理は各センターの責任で行うことになったため、INIS 事務局が典拠管理を可能

にする機能を追加し各センターに年内に配布することとした。さらに種々の機能の拡張

についても議論した。 
(3) データベース作成を経済的かつ効率的に行うため、関連データベース作成機関との協

力を模索している。INIS/ETDE は特有のデータ構造のため他のデータベースのデータ

取り込みを困難にしていることから、データ構造を単純化しこの困難を緩和する方策を

検討した。重複する項目の削除、項目の表現の問題及び主題分析等広範に及ぶこと、ま

た変更することによる費用対効果などで入力センターに大きな影響を与えるので、専門

家グループを設置し、外部の専門家とも協力しながら 1998 年を目処に具体案を作成す

ることとした。 
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TWG 第 12 回会議議事録 
 

1．日 時：1997 年 10 月 30 日から 10 月 31 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：ETDE 参加の 16 ヵ国の代表者、運営機関の代表者。 

日本：NEDO 情報センター 片田、吉田、原研 高橋、石川 
4．議 事 

議長：Dr. Dagmar Marek(ドイツ) 
(1) ETDE と INIS の両システムで重複する主題分野について、定義の明確化、分類コー

ドの対応付け等の調整を行った。これにより両システムの整合性が改善された。 
(2) データベースの品質保証のために 2 分野(Passive Solar Heating 他)を対象に収録調

査を行った。収録状況は他のデータベースに比べ良好であり、この結果を公表し ETDE
データベースの普及に利用することとした。未収録の文献については各センターで原因

を調査し対応することにした。 
(3) データベース作成機関とのデータ交換の可能性を検討するため、情報処理関係の 200
件以上の ISO 規格の中から重要なものを各加盟国が分担して調査し、運営機関に報告

することとした。また西暦 2000 年問題の対処は、レコード構造の単純化の検討の中で

合わせて検討することとした。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 4 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1998 年 10 月 14 日から 15 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：日本、原研 石川 (以外不明) 
4．議 題 

(1) 活動報告 
ETDE 活動報告概要 
INIS 活動報告概要 

(2) 主題分析 
ETDE 及び INIS シソーラスにおける階層レベルの統合に関するサブグループの報告 
電子版 ETDE/INIS 結合シソーラス作成への次の段階 
主題分析サブグループの報告 

(3) INIS/ETDE レコードフォーマットの再設計 
検討グループを含む再設計活動に関する報告 
米国のダブリンコアの実験レポート 
他の加盟国のメタデータに関する報告 
新しいレコードフォーマットについての議論と勧告 

(4) データベースの収録主題範囲 
(5) その他 
(6) 次回開催予定 
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TWG 第 13 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：1998 年 10 月 12 日から 13 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：日本、原研 石川 (以外不明) 
4．議 題 

(1) 開会 
(2) TWG 第 12 回の勧告と対応 
(3) ETDE 新製品の提案 
(4) 戦略活動/計画 

実施計画における新規目標とタイムリネスの統計 
国際協力の他の形態 

(5) 品質保証 
「輸送機関用燃料のオゾン層の減少に及ぼす影響」についての収録性の研究 
次回の研究テーマの選定 
品質保証研究の結果を活用したマーケッティング資料の作成の現状報告 
ETDE の費用対効果を証明するための引用分析を行うメリット 
フィードバック 

(6) サブグループの活動とメンバーの見直し 
主題分析マニュアルサブグループ 
特許入手サブグループ 
ETDE/INIS シソーラス階層構造サブグループ 
主題分類サブグループ 
INIS/ETDE データベースレコード再設計サブグループ 

(7) データベースの品質とタイムリネスに関する加盟国の報告 
データベースの品質、タイムリネス及びカバレッジ(収録主題及び形態) 
主題収集範囲の影響に関する討論 
電子形態の非市販資料の入手 

(8) その他検討事項 
西暦 2000 年問題 

(9) 次回開催予定 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 5 回会議議事録 
 

1．日 時：1999 年 10 月 28 日から 29 日 
2．場 所：米国ノックスビル 
3．出席者：INIS 加盟 5 カ国(ベラルーシ、中国、ハンガリー、ポーランド、ロシア)の代表者

及び ETDE 参加 15 ヵ国の代表者、INIS 事務局及び ETDE 運営機関の代表者。 
日本：NEDO 情報センター情報調査課 吉田課長代理他 1 名、原研 羽原 

4．議 事 
 議長：Dr. Dagmar Marek(ドイツ) 

(1) INIS が進めている FIBRE 機能強化の主な特徴である、①容易に入力できるインター

フェイスの開発、②Wizard 等の活用、③柔軟なレコードのインポート/エクスポート機

能等が紹介され、ETDE に対し本作業への協力が要請された。また、米国から入力デー

タを Dublin Core(DC)ベースのフォーマットに移行した経験について報告があった。

FIBRE 機能強化及び米国の DC フォーマットの取り扱いについては、INIS 及び ETDE
参加国によるサブグループを設けて検討することとなった。 

(2) 共通分類のスコープノートについては、原子力分野をできるだけ詳細にしたい INIS
と、全エネルギー分野を収録するためにできる簡略化したい ETDE 側の考えから、共

通の表現で記述することが困難となった。このため、両データベースのスコープを併記

すること及び共通分類の使用を 2000 年 1 月からとすることが合意された。 
(3) サブグループによる両シソーラスの階層構造の統合作業については、今後数ヵ月以内

を目標に作業を完了することが合意された。 
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TWG 第 14 回会議議事録 
 

1．日 時：1999 年 10 月 26 日から 10 月 27 日 
2．場 所：米国ノックスビル 
3．出席者：ETDE 参加の 15 ヵ国(ベルギー、ブラジル、カナダ、デンマーク、フランス、ド

イツ、イタリア、日本、韓国、オランダ、ノルウェー、スウェーデン、スイス、英

国、米国)の代表者、運営機関(OA)の代表者。 
日本：NEDO 情報センター情報調査課 吉田課長代理他 1 名、原研 羽原 

4．議 事 
 議長：Dr. Dagmar Marek(ドイツ) 

(1) OA では Web 版 ETDE データベース(ETDEWEB)の開発をほぼ終了し、本年 11 月の

正式公開に向けて準備を進めている。各参加国においても、ETDEWEB の国内提供体

制や利用者登録方法等について検討を進めている。本委員会では ETDEWEB のデモン

ストレーションが行われ、検索機能や利用者登録画面が紹介された。参加国の要請によ

り、利用者登録画面の多言語化や管理者が統計情報をダウンロードする機能等の導入を

OA が検討することとなった。統計情報については、ログイン回数や国別の非市販資料

のダウンロード回数等は収集するが、検索履歴等の個人情報は収集しないことで合意し

た。また、OA に対しデータベースの価値を高めるために、現在 1995 年まで収録され

ているデータをさらにさかのぼって収録することを求めた。 
(2) 本年 6 月の第 21 回執行委員会(EC)における戦略計画の議論では、EC は参加国に対

し、ETDE の Web サイトからエネルギー関係の情報源へのリンクを提供するように求

めた。本委員会では、ドイツからリンク情報の分類案が提示され OA はその案に沿って

Web サイトを整備し、参加国は国内のエネルギー機関等のリンク情報を OA に提供する

こととなった。 
(3) ベルギーが「クリプトン放出とオゾン層」を対象に実施したデータベースの収録性調

査の結果について報告した。日本は 1 件の収録漏れを指摘されたが、原研の翻訳文献は

採択しないという文献採択基準に基づき不採用とした旨報告した。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 6 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：2000 年 10 月 31 日から 11 月 1 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：日本、原研 野澤 (以外不明) 
4．議 題 

(1) 活動報告 
ETDE 活動 
INIS 活動 

(2) INIS/ETDE 統合シリーズ－シソーラス 
(3) レコードフォーマット 

ETDE/INIS レコード構造再設計に関する合同サブグループの報告 
新しい INIS フォーマットと FIBRE 開発に関する報告 
米国ダブリンコアに関する報告 
出力フォーマット(目的/要件の大要) 
出版国フィールド 
文字セット 
議論、決定及び勧告 

(4) 電子的なレコードまたは文書の入手及び処理 
INIS における電子レコードの入手及び処理に関する進捗状況報告 
電子形態 NCL の取得/アクセスに関する円卓会議 

(5) その他の業務 
(6) 次回の会合 
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TWG 第 15 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：2000 年 11 月 2 日から 3 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：日本、原研 野澤 (以外不明) 
4．議 題 

(1) Welcome and Logistics 
(2) Matters Arising 
(3) ETDEWEB 

Bid 仕様に対する性能評価 
対 INISDB ベンチマークテスト 
将来の機能強化 
カナダによる ETDEWEB 利用者アンケートの結果 

(4) 情報源リンク 
指針 
サーチエンジン 

(5) 入出力手順 
インターネットを介した入力データ送付 
メンバーシステムのための全文リンク/入手 
全文処理の現状と保管の問題 

(6) 品質保証問題 
太陽電池に関する修正調査 
次回調査の方法ドラフト 
ENERGY データベースに含まれるレビューの参照文献の収録 
会議ファイルの利用 
利用者調査の可能性 

(7) 戦略活動/計画のフォローアップ報告、運営計画 
(8) サブグループ/現状報告 

文献採択基準/手順マニュアルに関するサブグループの報告 
主題分析マニュアルサブグループの活動 

(9) サブグループ作業とメンバーの確認/付与 
(10) データベースの品質と適時性に関するメンバーレポート 
(11) その他の業務 
(12) 次回会合 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 7 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：2001 年 12 月 4 日から 12 月 5 日ごろ 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：(日本、email 参加) 
4．議 題 

(1) 活動の紹介と報告 
(2) 主題分析及びレファレンスシリーズ 

計算機支援インデクシング 
合同レファレンスシリーズ：配布とアクセス方針 

(3) 書誌/レコードフォーマットイニシアチブ 
最小レコードフォーマットと入力規則 
出力及び交換フォーマット 
INIS データ取り込みシステム(INIS Data Capture System) 
FIBRE の現状・現行バージョン、将来の利用とメンテナンス 
文字セットと化学式 

(4) 電子的レコード文献の獲得と処理 
INIS におけるマイクロフィッシュ(MF)のイメージ化 
電子形態 NCL の入手/アクセスに関する円卓会議(著作権問題を含む) 

(5) 合同サブグループの任務とメンバーの確認 
(6) その他 
(7) 次回の予定 
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TWG 第 16 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし、日本は listserver, email 送付にて参加） 
 
1．日 時：2001 年 12 月 4 日から 5 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：日本、原研 米澤 (以外不明) 
4．議 題 

(1) はじめに 
(2) TWG 第 15 回から生じた問題 
(3) ETDEWEB 

ETDEWEB の最新情報 
ETDEWEB の利用統計 
ETDEWEB “Hot Topics”検索 
ベンチマーキング 
ETDEWEB 利用者調査 
ETDEWEB のマーケッティング 
バックデータと ETDEWEB 
Energy Information Sources (最新情報) 

(4) 品質保証 
家庭におけるエネルギー効率及び省エネルギー 
次回の品質保証調査のテーマ選定及びタイムフレーム 

(5) データベース 
データベースの品質及び適時性に関するメンバーの報告 
レコード処理と全文の状況(保管の問題を含む) 
データベースの品質問題：既存のデータベースの品質を改良する方法 
全文アクセスを改善するための全文の文書及び部分に関する共通の取り扱い 

(6) 戦略活動/運営計画 
フォローアップレポート 
ETDE/INIS 最小レコードフォーマット実施にかかる費用 
運営計画 

(7) サブグループ/状況報告 
ドキュメント選択基準/ETDE プロシージャ・マニュアルに関するサブグループ報告 

(8) サブグループの任務と確認 
(9) その他 
(10) 次回の予定会合 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 8 回会議議事録 
 

1．日 時：2002 年 10 月 29 日から 30 日 
2．場 所：米国ビジョンフォージ 
3．出席者：INIS 及び ETDE 加盟 12 カ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ド

イツ、日本、韓国、ノルウェー、オランダ、スイス、英国、米国)の代表者、INIS
のみ加盟 3 ヵ国(アルゼンチン、オーストラリア、ベラルーシ)の代表者、INIS 事務

局及び ETDE 運営機関の代表者。 
日本：原研 深澤 

4．議 事 
 議長：Ms. Christa Brulet(フランス) 

(1) データベースの入力コストの約半分を占める文献の主題分析(分類、デスクリプタの

付与)の省力化を図ることを目的として、計算機支援インデクシング(CAI)の導入を検討

している。現在必要とされる機能の検討を終了し、市販のソフトウェアで活用できるも

のを同定するための評価を行っており、その進捗状況について報告があった。今後の予

定としては、原子力及び非原子力の両分野の情報について、より大量のデータを利用し

た試験を実施することが合意された。また、ソフトウェア評価にかかる INIS 事務局の

負担を軽減するため、各国に対して今後の評価作業への協力を要請された。原研は、事

務局からの具体的な要請があり次第、迅速に対応する予定である。 
(2) 現在運用している出力データベースのフォーマット (ISO2907)及び文字コード

(ISO646)は現在の電子的環境においては柔軟性に制約があるため、XML ベースの交換

フォーマットに移行することが決定された。新フォーマットの実施は、ETDE メンバー

国においては 2003 年 10 月 1 日、INIS メンバー国においては 2004 年 1 月 1 日までに

行われることとなった。フォーマットの変更に際し入力への影響はないが、所内大型計

算機による INIS データベースの提供に対して、プログラム変更による対応が必要とな

る。 
(3) INIS 事務局では入力ソフトウェア FIBRE として DOS 版や Windows 版等の異なる

版を提供してきたが、その維持が負担となっていた。加盟国での利用状況を調査した結

果、今後は利用がほとんどなかった DOS 版のサポートを中止するとの報告があった。

原研においては従来から Windows 版を利用しているため影響はない。 
(4) 研究機関や大学等が刊行するレポート、会議資料等の非市販資料の全文を電子的にデ

ータベースに入力することについて、各国における電子化の取り組み、電子化の許諾を

得る際の著作権問題等の現状を報告し、意見交換を行った。 
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TWG 第 17 回会議議事録 
 

1．日 時：2002 年 10 月 31 日から 11 月 1 日 
2．場 所：米国ビジョンフォージ 
3．出席者：INIS 及び ETDE 加盟 12 カ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ド

イツ、日本、韓国、ノルウェー、オランダ、スイス、英国、米国)の代表者及び ETDE
運営機関の代表者。 

日本：原研 深澤 
4．議 事 
 議長：Ms. Christa Brulet(フランス) 

(1) 本年 6 月の第 24 回執行委員会で合意され実施中の ETDEWEB の利用者調査につい

て、中間報告が行われた。現在約 470 件の回答が寄せられており、その 8 割は

ETDEWEB に満足しているとの報告がなされた。本調査は 11 月末に締め切られた後、

分析結果がメンバーに配布される予定である。 
また、ETDEWEB の利用統計については、比較のため過去分の情報を含めた方が利

用の動向を把握する上で有効であることから、当該年のデータに加えて前年分のデー

タを併せて提供することが合意された。 
(2) 全文へのアクセスを改善するため、ページ数が多い文献及び個々の文献の送付に関す

るガイドラインの改訂について議論が行われた。本件は ETDE だけではなく INIS に

おける処理方法にも影響を及ぼすため、INIS との協議が必要であること及び原研は現

行の INIS 方式に準拠していく方針であること、を伝えた。その結果、INIS 側の方針

を考慮しつつ検討を進めていくこととなった。 
(3) データベースの品質問題として、特に収録範囲について網羅性の不備が憂慮されてい

る。ETDE データベースの利便性並びに信頼性を維持するためには、データ収録の網

羅性を改善する必要があり、データの不備の理由を追及しその解決法を探ることは非

常に重要であるとの意見で一致し、詳細な議論を行うため Ms. Brulet(フランス)をリ

ーダーとしたサブグループを設置することとなった。本サブグループにはスイス及び

ドイツの代表者が参加の意向を示した。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 9 回会議議題（議題の記述のみ、議事録なし） 
 
1．日 時：2003 年 10 月 15 日から 16 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：(日本、原研 米澤 (以外不明)) 
4．議 題 

(1) 紹介と活動報告 
INIS 
ETDE 

(2) 主題分析 
計算機支援インデクシング 
CAI 用タクソノミー 
シソーラスの出版 
CAI 及び検索エンジン環境におけるシソーラス 
シソーラスの維持と翻訳 

(3) 入力と書誌記述 
FIBRE と入力規則 
XML 交換フォーマットの現状 
会議録の収録調査 
コアジャーナルからの電子レコード収録状況のレビュー 

(4) 電子的レコード文献の入手と処理 
NCL-INIS 保存及びアクセス問題 
電子形態非市販資料の入手とアクセスに関する円卓会議 

(5) 共用ツール 
シソーラス維持 
シソーラス交換ソフト 
雑誌典拠フォーマット 
会議典拠 

(6) 合同サブグループの任務とメンバーの確認/課題 
(7) その他 

多言語コンポーネント 
(8) 次回の予定 

 
 
 
＊TWG 第 16 から 22 回会議への参加はない。 
(日本は 2002 年 7 月に ETDE からの脱退を表明、2003 年 5 月に正式脱退のため) 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 10 回会議議事録 
 

1．日 時：2004 年 10 月 28 日から 29 日 
2．場 所：米国オークリッジ 
3．出席者：INIS 及び ETDE 加盟 12 カ国(カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ド

イツ、ノルウェー、オランダ、ポルトガル、スイス、英国、米国)の代表者、INIS
のみ加盟 5 ヵ国(アルゼンチン、オーストラリア、ベラルーシ、ブルガリア、日本)
の代表者、INIS 事務局及び ETDE 運営機関の代表者。 
日本：原研 加藤 

4．議 事 
 議長：Mr. Yves Turgeon(INIS 事務局) 

(1) 現レコード交換フォーマットデータの XML への移行を現在の目標である 2005 年 6
月までに実施するため、2005 年初頭までにサンプルレコードの入手を可能とすること

が確認された。また、INIS データベースにおける会議資料収録の網羅性を維持する目

的で、INIS 事務局により会議情報(会議名、開催日、開催地等)の典拠フォーマットが提

案され、INIS メンバーが今後この典拠を活用して会議資料を収集・入力することにな

った。ETDE も会議情報の典拠を活用した入力に協力していくことが確認された。 
(2) 各国の非市販資料の全文提供に関する現状報告が行われ、今後オープンアクセスの刊

行物についても報告に含めることとなった。また、INIS 事務局から、INIS データベー

スに NCL 全文のオンライン提供機能が付加された新しいシステムのテスト版が紹介さ

れ、2004 年末までには公開される予定であることが報告された。あわせて、新システ

ムではすべてのハイパーリンクから全文を閲覧可能すること等が要請された。出張者は、

ETDE がデータベースに雑誌論文の全文へのハイパーリンク機能を組み込むなど全文

アクセスに関しては INIS より先行していることから、INIS データベースについても

ETDE と同様の取り組みをするよう INIS 事務局に提案した。その結果、INIS が

CrossRef に参加すること及び ETDE が既にデータベースに組み込んでいる DOIs を共

有し、INIS データベースに入手可能な DOIs を追加することが勧告された。 
(3) INIS では、米国・英国・オランダ等の財政難により未入力となっていた雑誌論文に

ついては、出版社から電子的に INIS 事務局がレコードを入手してボランティア入力で

処理するというルールが確立し、IOPP 社及び Elsevier 社の雑誌論文については過去分

の未入力データの処理は完了し、AIP 社については 2005 年初めに完了することが報告

された。現在、Blackwell 社等の他の出版社についてレコードを電子的に入手するため

の交渉をしている。ETDE でも同じ問題を抱え、INIS と同様の取り組みを検討してい

ることから、出版社からの電子的レコードの入手に関して INIS と ETDE で出版社につ

いての情報を共有し、情報入手努力の重複を避ける方法を確立することが勧告された。 
(4) これまで様々な方法でプロポーズドデスクリプタが提案され処理の遅延を招いてい

たことから、提案方法を統一することとし、INIS と ETDE が協力してガイドラインを

作成した。ガイドラインは支持されすべてのメンバー用に配布するよう勧告された。出
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張者は、本ガイドラインに従って、プロポーズドデスクリプタのレビュー結果を必ず提

案者にフィードバックするよう INIS 事務局に要求した。また、INIS が導入を進めて

いる CAI システムでは、略語と綴りが同じ他の用語との判別ができないことから、略

語は一般的な用語を除いて禁止語とすることとなった。これに関して、禁止語とするか

どうかのレビューを必要とするシソーラス中の略語一覧を提供すること、さらに最終的

に禁止語とすることになった略語の一覧をメンバーに通知することが INIS 事務局に要

求された。以上により、プロポーズドデスクリプタのレビュー結果のインデクサーへの

フィードバックが完全となること及び CAI のインデクシング精度の向上が期待できる

ことになる。 
(5) データベースの入力コストの約半分を占める文献の主題分析(分類、分類標数及び索

引語の付与等)の省力化を図ることを主目的として、市販のソフトウェアをベースに構

築した CAI システムの導入を進めている。今までに CAI システムの機能性、設計・仕

様等の検討、ソフトウェアの評価・選定及び INIS 事務局でのシステムの導入・カスタ

マイズを終え、バッチ処理テストを含む一連の CAI を実施した。現在、より精度の高

い索引語付与ができるように、本委員会サブグループで開発中のタクソノミーと呼ばれ

る階層的な分類体系を持つ辞書を組み込んだシステムの整備を計画している。採択され

た CONVERA 社のソフトウェアによる CAI 及びタクソノミーへ CONVERA 社のアプ

ローチについて報告があった。CAI ソフトウェア及びシソーラスのアップグレードと検

索エンジンへの INIS データベースレコード 250 万件の XML フォーマットへの変換搭

載及び NCL 全文 1 万件の搭載が今後予定される中で、INIS 事務局よりメンバー国に

対し CAI のバッチ処理テストへの参加が要請され、将来の CAI のオンライン使用の方

法についても意見を求められた。日本は他 8 カ国と共にそのテストに参加することにな

った。オンライン使用はメンバー国毎にライセンスを結ぶ方法を選択して行うこととな

った。また、5 レベルの旧 INIS 分類に基づく包括的タクソノミー開発の予算措置とし

て、IAEA CRP(Co-ordinated Research Project)への手続きを進めることになった。こ

れらにより CAI の完成度が増大し、近未来におけるヒューマンインデクサーを必要と

しない完全自動インデクシングへの道も開けることが期待できる。 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 11 回会議議事録 
 

1．日 時：2007 年 11 月 6 日から 8 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：INIS 及び ETDE 加盟 9 ヵ国(カナダ、ドイツ、英国、米国等)の代表者、INIS の

み加盟 7 ヵ国(中国、インド、ロシア、フランス、日本等)の代表者、INIS 事務局。 
日本：原子力機構 菅原 

4．議 事 
 以下が確認・承認された。 

(1) 「主要な学術文献情報の確実な捕捉と保存」のために採るべき方策 
・対象とする学術情報の優先度付けの明確化と絞り込み(特別の WG を設置する) 
・コンピュータによる情報抽出並びに分類やキーワードの自動割り付けシステムの整備・

導入 
・IAEA や途上国を中心としたボランティア入力の強化、他 
(2) 「蓄積された学術文献情報のより多面的な活用の促進」のために採るべき方策 
・(各国の著作権事情に配慮しつつ)文献全文情報の提供とアクセス可能範囲の拡大 
・計量書誌学的分析などの利用に配慮した主題分類構造の再構築(特別の WG を設置する) 
・過去に蓄積したマイクロフィッシュなどの媒体のデジタル化 
・インターネット時代に適合した利活用システムの構築、他 
(3) その他 
・インド、中国など関連業務が急拡大している国に対する INIS 本部での要員研修 
・INIS-ETDE 間及び参加国間での連携協力強化のための技術実務レベルの会合等の充実 
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ETDE/INIS 合同技術検討委員会 第 12 回会議議事録 
 

1．日 時：2009 年 10 月 21 日から 22 日 
2．場 所：オーストリア国ウィーン 
3．出席者：INIS 及び ETDE 加盟 9 ヵ国(カナダ、ドイツ、米国等)の代表者、内 INIS のみ加

盟 2 ヵ国(ロシア、日本)の代表者、INIS 事務局。 
日本：原子力機構 中嶋 

4．議 事 
 以下が確認・承認された。 

(1) 「学術文献情報の確実な入力と保存」のために採るべき方策 
・学術文献情報の網羅的な収集と入力はデータベースの品質確保にとって重要な案件で

あることから、IAEA は主要国と調整を図りながら未収録データの入力を継続するこ

とになった。 
・網羅的な情報入力に関し、日本が提案した会議情報の遡及入力が歓迎され、今後 IAEA

と連携して作業を進めることになった。 
・コンピュータによる情報抽出、索引語付与等のシステムは効率的な入力作業に有効で

あり、早期のシステム完成と加盟国への配布が提起された。 
(2) 「蓄積した学術情報資源の活用促進」のために採るべき方策 
・インターネットによる情報流通に対処するため、XML 方式による INIS データの加工

処理を計画的に実施することになった。 
・Google 等インターネット検索技術に適合したデータベース構造の検討を今後も継続す

ることになった。 
・INIS/ETDE 利用統計に係るワーキンググループ(日本はメンバーとして参加)を設置し、

アクセス情報の集計方法等を検討することになった。 
 
 
 
==================================================================== 
 
==================================================================== 
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3. 付録 
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付録1　ETDE前夜(ETDE設立までの足跡)
                                                                                     (原研 技術情報部 作成)

1984年初 米国エネルギー省の科学技術情報局(0STI) は1974年以来、エネルギー文献データべー
ス (EDB) を作成している。 このデータベース作成には、 二国間協力という形で、西
ドイツ、オランダ、 ノルウェー、デンマーク、スウェーデン、フランス、英国、オー
ストラリア等が協力しているが、 米国は予算のゼロシーリング時代を迎え、 このデー
タべ一スの作成を維持することが困難になってきていた。そこで、IEA加盟国の国際協
力によって類似のデータベースを作成することを 1984年初め頃IEAに提案した。

1984-8-22
 (CRD会議・文献)

Committee on Energy Research and Development Energy Technology Policy Study
(OECD-IEA) Working document No.1 (2nd Revision)

1984.12月
(CRD会議)

IEAのCRD (Committee on Energy Research and Development)は、 従来からの文献
情報交換 (石炭、 バイオマス、 airfiltration) をEDBの範囲に拡大吸収することを決め
た。このために、Ad Hoc Group on IEA/CRD/AHG on Experts on Energy
Technology Information を設置した。

1985.3.25
(ICCP会議・文献)

Committee for Information, Computer and Communication Policy (OECD)
ICCP(85)10 (1st Revision)

1985.4.30
(CRD会議・文献)

Ad IEA/CRD/AHG on Experts on Energy Technology Informationパリ、 OECD本
部。 A Review by an Ad Hoc Expert Group

1985.5.28
(CRD会議・文献)

Committee on Energy Research and Development Energy Technology Information
(OECD-IEA) IEA/CRD(85)3

1985.7.9
(IEA会議)

外相レぺルのIEA会議で、「IEAエネルギ一技術データ交換計画」構想を進めることが
同意された。

1985.10月 IEA事務局は、CRDの検討結果に基づいて、「IEAエネルギー技術データ交換計画の
設立に関する実施協定」の原案を作成し、各国に提示した。

1985.12.9
(電話)

<流れを変えたl!>

原子力局技術振興課日埜課長補佐から小幡技術精報部長宛てに、下記の内容の電話が
あった。
IEAがその加盟国の国際協力によってエネルギー文献情報のデータベースを作成し、参
加国内で利用しようという実施協定案を送付するので、参加の是非について検討して
欲しい。同資料は振興局国際課→原子力局国際協力課経由で入手したものである。
データ交換の対象分野は原子力と非核エネルギーの双方である。科学技術庁として
は、この計画に加わるかどうか、担当は原研か、JICSTか、等について、年内に庁内
会議、来年始めに三省庁(外務省、通商産業省(通産省)、科学技術庁(科技庁)) 会議を開
く予定。 「まとめ」 は振興局国際課である。

1985.12.18
(原研メモ)

<原研の意思表示>

OECD/IEA 「エネルギー技術データ交換」 計画へ、 わが国として原子力分野を含め
ての参加が決まるならば、 少なく とも原子力分野については、 INISに提供している
文献は年間5000件有り、 IEA計画はその枠内に入つていること、 作成されるデータ
べースは原研の研究開発にも役立つこと、国際協力による原子力関連文献情報システ
ムに参加することは利点があること等から、格段の御配慮をいただきたい。

1986.1,l0
(庁内会議)

1986.1.10開確の庁内会議の結果
JICSTの対応としては、入力はやらないが、出力はやる。また、分担金はださない。
科技庁の対処方針としては、エネルギ一全体を含むデータべ一スは必要である。これ
に原子力を含めるのは当然である。原研は原子力だけでなく関連分野も含める必要が
ある。分担金は出さないが、必要があれば出さざるを得ない。スケジュールとして
は、この科技庁の見解を外務省に伝える。日本国の対処方針を決めるのは、以降、外
務省となる。外務省主催の三省庁間で協議する。
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1986.1.15
(CRD会議)

CRD は実施協定案ならびに関連の諸問題を検討するため、OECD本部で、
IEA/CRD/AHG on Experts on Energy Technology Information のfirst meeting of the
drafting groupを開確した。 なお、 CRD とAd Hoc委員会には日本から (小倉) OECD
代表部とNEDOが参加した。

1986.4.8
国際協力課のまとめ

国際協力課のまとめ
通産省の考えでは、NEDOが日本での唯一の締約者として原子力分野を含めて参加す
る。原子力分野における情報の収集と提供は、NEDO設立時の通産省と科技庁の覚え
書きの対象外である。原研との関係については、原研が原子力のデータを提供してく
れればありがたい。原研が原子力のデータを無償提供、NEDOが非原子力のデータを
無償提供という交換条件については今後考慮したい。

l986.4.15
(CRD会議)

IEA/CRD/AHG on Experts on Energy Technology Information パリ、OECD 本部。
(出席者:小倉(OECD)、小野(JICST)、NEDO総務課長他4人(NEDO))。 NEDOを締約
者にするか否かについては日本としてコミットしない。

1986.4月
IEA理事会

IEA理事会は、「IEAエネルギ一技術データ交換計画の設立に関する実施協定」の設立
を承認した。

1986.5.15
(CRD会議)

Committee on Energy Research and Development (出席者:村上 (STA)、高橋、米田
(工試院)、小倉、上村(OECD))。早ければ1986年10月、遅くとも1987年1月にはETDE
を発足させたい。締約者が複数でも構わないが、執行委員会での説明が必要である。

1986.6.21
(公電)

OECD 事務局から外務省経由で ETDE の締約者を早急に指名して欲しいとの要請が公
電であった。

1986.6.26
通産省-科技庁打合

科技庁から、JICSTとNEDOが締約者として参加するという提案に対し、通産省は受
け取らず。ものわかれ。原研は原子力分野の情報を提供し、代わりにETDEのデータ
ベースを所内で無償利用することは両省庁間で了解済み。

1986.9.13
(公電)

ETDEに関して、日本としては締約者の国内調整ができないため、本事業に参加できな
い旨をIEA事務局に通知したところ、事務局より再度調整されたしとの要請があった。
日本の参加決定ができないため、 9月30日予定の署名が延期されるようなことになれ
ば日本の立場が普しくなると警告している。

1986.9月 IEAはこれまでの意見をまとめ、実施協定の最終案を各国に提示した。
1986.12.24

(三省庁会議)
科学技術庁、外務省、通商産業省の3省庁協議の結果、日本原子力研究所と新エネルギ
一総合開発機構 (NEDO) が日本の締約者になることが決定した。

1986.12.27 61原局第346号原子力局長→伊原原研理事長へETDEの締約者の指名依頼
1986.12.27 61原研09第243号伊原原研理事長→原子力局長へ承諾の回答
1987.1.8 小幡部長からMr.Coyne OSTI Directorへ原研参加の意思表示のTELEX
1987.l.19

(原研理事会)
原研理事会において、「国際エネルギー機関 (IEA) IEAエネルギ一技術デー タ交換計
画の設立に関する実施協定」への參加について

1987.1,26
署名式

署名式(カナダ、デンマーク、フィンランド、西独、日本、オランダ、ノルウェー、ス
ぺイン、スウェーデン、米国、(英国欠席))。原研からは青地理事、辻野(企画)、NEDO
からは田川理事、西部(企画)、堀口(パリ事)、植村、小倉(大使館)。

1987.2.3
(三省庁会議)

原研、NEDO、JICSTの3機関の業務フロー、分担金支払い等について協議するため、
外務省、通産省、科技庁、原研、NEDO、JICST間で協議が行われた。

1987.2.27
(三省庁会議)

第1回執行委員会の対処方針について協議するため、外務省、通産省、科技庁、原研、
NEDO、JICST間で協議が行われた。投票権の扱い、分担金の支払い方法、事業着手
の時期等が協議された。分担金は50%を3月末までにNEDOが支払い、残りの50%を7
月末(実際には9月7日)を目処に原研が支払うこととなった。
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1987.3.l0-l1
(執行委員会)

第1回執行委員会(オークリッジ)。出席者は小幡部長(原研)、窪川、田中、市川
(NEDO)。6月末までを準備期間とし、7月から入力を開始する。

1987.4.27-5.1 訓練セミナ一参加。石川(原研)、富田、森田(NEDO)
1987.7.1-3 第1回技術WG会議参加。 横尾(原研)、永井(NEDO)

1987.9.17-18
(執行委員会)

第2回執行委員会(パリ)。出席者は海老沼部長((原研)、内村、永井(NEDO)。バイオマ
スの廃止、COALの継続、主題範囲検討WGの発足等が決定した。

1989.2.10 IEAエネルギ一技術データ交換計画の実施に関する覚書
1989.3.24 IEAエネルギー技術情報の国内サービスの実施に関する覚書
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付録2-1　分担金の内訳と推移
(原研 技術情報部 作成)

$ 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
Australia 32,000 32,000 28,700 28,700
Belgiurn 15,700 14,845 14,845 14,845 15,208 15,208 15,208 15,208
Brazil 11,700 11,700 11,445 11,445 11,445 11,553 11,553 11,553 11,553 16,553 19,520
Canada 30,851 41,872 41,440 41,400 40,200 39,500 40,200 41,800 41,800 41,800 37,030 37,030 37,030 39,057 39,057 39,057 39,057 44,057 51,954
Denrnark 7,679 11,296 11,632 11,600 11,500 11,500 11,500 11,700 11,700 11,700 11,445 11,445 11,445 11,553 11,553 11,553 11,553 16,553 19,520
Finland 8,164 11,824 12,064 12,100 12,000 11,900 12,000 12,100 12,100 12,100 11,785 11,785 11,785 11,919 11,919 11,919 11,919 16,919 19,952
France 67,000 67,500 65,300 63,900 65,300 68,100 68,100 68,100 59,385 59,385 59,385 63,089 63,089 63,089 63,089 68,089 80,294
Germany          57,875 85,792 79,360 79,400 76,700 75,000 76,700 80,100 80,100 80,100 69,585 69,585 69,585 74,054 74,054 74,054 74,054 79,054 93,225
Italy 68,752 76,144 76,100 73,600 72,000 73,600 76,800 76,800 76,800 66,780 66,780 66,780 71,039 71,039 71,039 71,039
Japan 86,555 130,000 130,000 130,000 140,000 140,000 140,000 146,300 146,300 146,300 125,855 125,855 125,855 134,544 134,544 134,544 134,544
Korea 19,000 19,000 19,000 17,650 17,650 17,650 18,224 18,224 18,224 18,224 23,224 27,387
Mexico 20,370 18,330 18,330 18,330 18,330 23,330 27,512
Netherlands 14,042 21,712 22,048 22,000 21,600 21,300 21,600 22,200 22,200 22,200 20,370 20,370 12,040 21,148 21,148 21,148 21,148 26,148 30,835
Norway 8,620 12,304 12,400 12,400 12,300 12,300 12,300 12,400 12,400 12,400 12,040 12,040 13,825 12,193 12,193 12,193 12,193 17,193 20,275
Poland 7,250 14,500 14,500 13,825 13,825
Spain 12,644 19,216 18,880 18,900 18,600 18,300 18,600 19,000 19,000 19,000 17,650 17,650 17,650 18,224 18,224 18,224 18,224 23,224 27,387
Sweden 13,757 19,504 18,976 19,000 18,600 18,400 18,600 19,000 19,000 19,000 17,650 17,650 17,650 18,224 18,224 18,224 18,224 23,224 27,387
SwitzerIand 16,700 16,400 16,300 16,400 16,700 16,700 16,700 15,695 15,695 15,695 16,123 16,123 16,123 16,123 21,123 24,309
United Kingdom 33,362 47,728 47,056 47,100 45,600 44,700 45,600 47,500 47,500 47,500 41,875 41,875 41,875 44,266 44,266 44,266 44,266 49,266 58,097
United States 86,555 130,000 130,000 130,000 140,000 140,000 140,000 146,300 146,300 146,300 125,855 125,855 125,855 134,544 134,544 134,544 134,544 139,544 164,557
(合計) 360,104 600,000 667,000 684,200 692,400 685,100 692,400 746,250 797,200 812,900 719,465 719,465 690,765 733,292 733,292 733,292 733,292 587,501 692,211

% 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
Australia 4.01 3.94 3.99 3.99
Belgiurn 1.93 2.06 2.06 2.15 2.07 2.07 2.07 2.07
Brazil 1.47 1.44 1.59 1.59 1.66 1.58 1.58 1.58 1.58 2.82 2.82
Canada 8.57 6.98 6.21 6.05 5.81 5.77 5.81 5.60 5.24 5.14 5.15 5.15 5.36 5.33 5.33 5.33 5.33 7.50 7.51
Denrnark 2.13 1.88 1.74 1.70 1.66 1.68 1.66 1.57 1.47 1.44 1.59 1.59 1.66 1.58 1.58 1.58 1.58 2.82 2.82
Finland 2.27 1.97 1.81 1.77 1.73 1.74 1.73 1.62 1.52 1.49 1.64 1.64 1.71 1.63 1.63 1.63 1.63 2.88 2.88
France 10.04 9.87 9.43 9.33 9.43 9.13 8.54 8.38 8.25 8.25 8.60 8.60 8.60 8.60 8.60 11.59 11.60
Germany          16.07 14.30 11.90 11.60 11.08 10.95 11.08 10.73 10.05 9.85 9.67 9.67 10.07 10.10 10.10 10.10 10.10 13.46 13.47
Italy 11.46 11.42 11.12 10.63 10.51 10.63 10.29 9.63 9.45 9.28 9.28 9.67 9.69 9.69 9.69 9.69
Japan 24.04 21.67 19.49 19.00 20.22 20.43 20.22 19.60 18.35 18.00 17.49 17.49 18.22 18.35 18.35 18.35 18.35
Korea 2.55 2.38 2.34 2.45 2.45 2.56 2.49 2.49 2.49 2.49 3.95 3.96
Mexico 2.95 2.50 2.50 2.50 2.50 3.97 3.97
Netherlands 3.90 3.62 3.31 3.22 3.12 3.11 3.12 2.97 2.78 2.73 2.83 2.83 1.74 2.88 2.88 2.88 2.88 4.45 4.45
Norway 2.39 2.05 1.86 1.81 1.78 1.80 1.78 1.66 1.56 1.53 1.67 1.67 2.00 1.66 1.66 1.66 1.66 2.93 2.93
Poland 0.97 1.82 1.78 1.92 1.92
Spain 3.51 3.20 2.83 2.76 2.69 2.67 2.69 2.55 2.38 2.34 2.45 2.45 2.56 2.49 2.49 2.49 2.49 3.95 3.96
Sweden 3.82 3.25 2.84 2.78 2.69 2.69 2.69 2.55 2.38 2.34 2.45 2.45 2.56 2.49 2.49 2.49 2.49 3.95 3.96
SwitzerIand 2.44 2.37 2.38 2.37 2.24 2.09 2.05 2.18 2.18 2.27 2.20 2.20 2.20 2.20 3.60 3.51
United Kingdom 9.26 7.95 7.05 6.88 6.59 6.52 6.59 6.37 5.96 5.84 5.82 5.82 6.06 6.04 6.04 6.04 6.04 8.39 8.39
United States 24.04 21.67 19.49 19.00 20.22 20.43 20.22 19.60 18.35 18.00 17.49 17.49 18.22 18.35 18.35 18.35 18.35 23.75 23.77

100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.03 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
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付録2-2　分担金(日本のみ)の内訳と推移
(原研 技術情報部 作成)

平成15年6月27日作成
協定実施期間 日本会計年度 分担金 支払額 支払時期 米国会計年度

$43,277.50 $43,277.50 1987.9 FY1987（1987.1.26-1987.9.30）
$65,000.00 $65,000.00 1987.12 FY1988（1987.10.1-1988.9.30）

昭和63年度 $65,000.00 $65,000.00 1988.9 FY1989（1988.10.1-1989.9.30）

平成2年度 $70,000.00 $70,000.00 1990.10 FY1991（1990.10.1-1991.9.30）
平成3年度 $70,000.00 $70,000.00 1992.1 FY1992（1991.10.1-1992.9.30）

平成5年度 $73,150.00 $70,602.00 1993.9 FY1994（1993.10.1-1994.9.30）
平成6年度 $73,150.00 $71,236.50 1995.1 FY1995（1994.10.1-1995.9.30）
平成7年度 $73,150.00 $69,926.32 1995.10 FY1996（1995.10.1-1996.9.30）
平成8年度 $73,150.00 $60,403.20 1996.10 FY1997（1996.10.1-1997.9.30）

平成10年度 $62,927.50 $60,881.43 1998.9 FY1999（1998.10.1-1999.9.30）
平成11年度 $62,927.50 $65,440.72 1999.9 FY2000（1999.10.1-2000.9.30）
平成12年度 $67,272.00 $66,064.26 2000.8 FY2001（2000.10.1-2001.9.30）
平成13年度 $67,272.00 $66,112.57 2001.11 FY2002（2001.10.1-2002.9.30）
平成14年度 $67,272.00 $66,321.26 2002．9 FY2003（2002.10.1-2003.9.30）
平成15年度

$1,106,304.69

このため、米国会計年度に基づいて原研が支払う分担金は、翌年の4月から9月分を前払いしていることになる。
支払額は、DIALOGの戻し金が減額されている。
平成8年度からは、追加分担金の15％が減額されている。

米国と日本の会計年度は6ヵ月ずれている。
昭和62年度から認可予算。

$61,038.93 1998.1 FY1998（1997.10.1-1998.9.30）
第4期

＜5年間8ヵ月＞
1998．1．26－
2003．9．30

FY1990（1989.10.1-1990.9.30）
第2期

＜3年間＞
1990．1．26－
1993．1．25 平成4年度 $70,000.00 $70,000.00 1992.10 FY1993（1992.10.1-1993.9.30）

第3期
＜5年間＞

1993．1．26－
1998．1．25

平成9年度 $62,927.50

IEA/ETDE分担金（原研分）と支払額

第1期
＜3年間＞

1987．1．26－
1990．1．25

昭和62年度

平成元年度 $65,000.00 $65,000.00 1989.10

IEA/ETDE
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付録 3 ETDE 実施協定全文(英文、和文) 
 
International Energy Agency: 
Implementing Agreement for the Establish of the IEA Energy Technology Data 
Exchange 
 
In regard with the IEA Energy Technology Data Exchange Programme, these are 
documents prepared for and shared by the members, one of which had been Japan. 
The former Japan Atomic Energy Research Institute and its successor the Japan 
Atomic Energy Agency had been one of the delegates of Japan. 
 

- 97 -

JAEA-Review 2019-002



- 98 -

JAEA-Review 2019-002



- 99 -

JAEA-Review 2019-002



- 100 -

JAEA-Review 2019-002



- 101 -

JAEA-Review 2019-002



- 102 -

JAEA-Review 2019-002



- 103 -

JAEA-Review 2019-002



- 104 -

JAEA-Review 2019-002



- 105 -

JAEA-Review 2019-002



- 106 -

JAEA-Review 2019-002



- 107 -

JAEA-Review 2019-002



- 108 -

JAEA-Review 2019-002



- 109 -

JAEA-Review 2019-002



- 110 -

JAEA-Review 2019-002



- 111 -

JAEA-Review 2019-002



- 112 -

JAEA-Review 2019-002



- 113 -

JAEA-Review 2019-002



- 114 -

JAEA-Review 2019-002



- 115 -

JAEA-Review 2019-002



- 116 -

JAEA-Review 2019-002



- 117 -

JAEA-Review 2019-002



- 118 -

JAEA-Review 2019-002



- 119 -

JAEA-Review 2019-002



- 120 -

JAEA-Review 2019-002



- 121 -

JAEA-Review 2019-002



- 122 -

JAEA-Review 2019-002



- 123 -

JAEA-Review 2019-002



- 124 -

JAEA-Review 2019-002



- 125 -

JAEA-Review 2019-002



- 126 -

JAEA-Review 2019-002



- 127 -

JAEA-Review 2019-002



- 128 -

JAEA-Review 2019-002



- 129 -

JAEA-Review 2019-002



- 130 -

JAEA-Review 2019-002



- 131 -

JAEA-Review 2019-002



- 132 -

JAEA-Review 2019-002



- 133 -

JAEA-Review 2019-002



- 134 -

JAEA-Review 2019-002



- 135 -

JAEA-Review 2019-002



- 136 -

JAEA-Review 2019-002



付録4-1　執行委員会(Executive Committee Meeting)の変遷

No. Date Place
1st ExCo 10-11 March 1987 Oak Ridge, USA 小幡行雄
2nd ExCo 17-18 September 1987 Paris, France 海老沼幸夫
3rd ExCo 19-20 April 1988 Oak Ridge, USA 21 delegates/OA, 3 IEA 海老沼幸夫
4th ExCo 4-5 October 1988 Paris, France 21 delegates/OA, 6 IEA 古谷実
5th ExCo 25-26 April 1989 Oak Ridge, USA 23 delegates/OA, 2 IEA 古谷実 山本昭

6th ExCo 3-4 October 1989 London, UK 19 delegates/OA, 2
observers, 5 IEA 林尚志

7th ExCo 25-26 April 1990 Gatlinburg, USA 21 delegates/OA, 2
observers, 4 IEA 古谷実

8th ExCo 4-5 October 1990 Tokyo, Japan 19 delegates/OA, 1 IEA 林尚志 古谷実

9th ExCo 24-25 April 1991 Gatlinburg, USA 25 delegates/OA, 1
observers, 2 IEA 中野煕 石川正

10th ExCo 25-26 September 1991 Karlsruhe, Germany 20 delegates/OA, 1
observers, 3 IEA 中野煕 中嶋英充

11th ExCo 23-24 April 1992 Helsinki, Finland 27 delegates/OA, 5
observers, 3 IEA 中野煕 高橋智子

12th ExCo 7-8 October 1992 Oak Ridge, USA 26 delegates/OA, 3
observers, 4 IEA 高橋智子 山本昭

13th ExCo 28-29 April 1993 Rome, Italy 24 delegates/OA, 2
observers, 7 IEA 平松伸章 山本昭

14th ExCo 8-9 September 1993 Ottawa, Canada 23 delegates/OA, 4
observers, 4 IEA 吉沢清

15th ExCo 18-19 May 1994 Cernay-la-ville, France 27 delegates/OA, 7
observers, 4 IEA 平松伸章 米澤稔

16th ExCo 2-4 May 1995 Copenhagen, Denmark 32 delegates/OA, 3
observers, 3 IEA 高橋智子 米澤稔

17th ExCo 25-27 June 1996 Stockholm, Sweden 30 delegates/OA, 6
observers, 1 IEA 高橋智子 米澤稔

18th ExCo 8-10 April 1997 Sydney, Australia 23 delegates/OA, 1
observers, 1 IEA 高橋智子 米澤稔

19th ExCo 28-30 April 1998 Madrid, Spain 27 delegates/OA, 5
observers, 1 IEA 高橋智子 米澤稔

20th ExCo 19-20 January 1999 Paris, France 24 delegates/OA, 2 IEA 平松伸章

21st ExCo 15-17 June 1999 Oslo, Norway 26 delegates/OA, 3
observers 平松伸章 米澤稔

22nd ExCo 16-18 May 2000 Amsterdam,
Netherlands

29 delegates/OA, 4
observers, 1 IEA 大道英樹 米澤稔

23rd ExCo 22-24 May 2001 Cheju Island, Korea 23 delegates/OA, 1 observer 佐々木芳雄
24th ExCo 11-13 June 2002 Cuernavaca, Mexico 24 delegates/OA, 1 observer 板橋慶造

25th ExCo 20-22 May 2003 Montreux, Switzerland 21 delegates/OA, 2
observers, 2 IEA 板橋慶造

26th ExCo 25-27 May 2004 Ottawa, Canada 15 delegates/OA, 1 observer

27th ExCo May 2005 Edinburg, Scotland, UK 18 delegates/OA, 1
observers, 1 IEA

28th ExCo 30 May-1 June 2006 Karlsruhe, Germany 18 delegates/OA, 1 IEA

29th ExCo 2-4 July 2007 Lisbon, Portugal 16 delegates/OA, 3
observers, 1 IEA

30th ExCo June 2008 Helsinki, Finland 17 delegates/OA, 1
observers, 1 IEA

31st ExCo September 2009 Cuernavaca, Mexico
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32nd ExCo May 2010 Copenhagen, Denmark
33rd ExCo May 2011 Stockholm, Sweden

34th ExCo 22-24 May 2012 Utrecht, The
Netherlands

10 delegates/OA, 1
observers, 1 IEA

- 138 -

JAEA-Review 2019-002



付録4-2 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) の変遷

Technical Working Group ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings
1st Technical Working Group 1-3 July 1987 Karlsruhe, Germany 横尾宏
* TW on Subject Scope 28 February-1 March 1989 London, United Kingdom 高橋智子
2nd Technical Working Group 5th ExCoに含まれる 24 April 1989 Oak Ridge, Tennessee, USA 山本昭
3rd Technical Working Group 23 April 1990 Oak Ridge, Tennessee, USA 小松原康敏
4th Technical Working Group 22 April 1991 Oak Ridge, Tennessee, USA 石川正
5th Technical Working Group 10th ExCoに含まれる 23 September 1991 Karlsruhe, Germany 中嶋英充
6th Technical Working Group 23 April 1992 Helsinki, Finland 峯尾幸信、高橋智子
7th Technical Working Group 12th ExCoに含まれる ５-６October 1992 Oak Ridge, Tennessee, USA 山本昭

Technical Working Group 22-23 April 1993 Karlsruhe, Germany 山本昭
8th Technical Working Group 1-3 November 1993 Oak Ridge, Tennessee, USA 小松原康敏
9th Technical Working Group 20-22, September 1994 Oak Ridge, Tennessee, USA 高橋智子
10th Technical Working Group 1st ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 12-13, 9-11 October 1995 Vienna, Austria 佐々木芳雄
11th Technical Working Group 2nd ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 31 October-1 November, 28-30 October 1996 Oak Ridge, Tennessee, USA 石川正
12th Technical Working Group 3rd ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 30-31, 28-29 October 1997 Vienna, Austria 高橋智子、石川正
13th Technical Working Group 4th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 12-13,14-15 October 1998 Oak Ridge, Tennessee, USA 石川正
14th Technical Working Group 5th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 26-27, 28-29 October 1999 Knoxville, Tennessee, USA 羽原正
15th Technical Working Group 6th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 2-3 November, 31 October-1 November 2000 Vienna, Austria 野澤隆
16th Technical Working Group 7th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 4-5 December 2001 Vienna, Austria 米澤稔(TWはlistserverとemailで)
17th Technical Working Group 8th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 31 October-1 November, 29-30 October 2002 Oak Ridge, Tennessee, USA 深澤剛靖
18th Technical Working Group 9th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 13-14, 15-16 October 2003 Vienna, Austria 米澤稔
19th Technical Working Group 10th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 28-29 October 2004 Oak Ridge, Tennessee, USA 加藤金治
20th Technical Working Group October 2006 Knoxville, Tennessee, USA

11th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 6-8, November 2007 Vienna, Austria 菅原悟
21st Technical Working Group October 2008 Knoxville, Tennessee, USA

12th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 21-22 October 2009 Vienna, Austria 中嶋英充
22nd Technical Working Group October 2011? Vienna, Austria

13th ETDE/INIS Joint Technical Committee meetings 20-21 October 2011 Vienna, Austria
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付録 4-3 執行委員会(Executive Committee Meeting)、技術ワーキンググループ会議

(Technical Working Group meeting, TWG)、合同技術検討委員会(Joint Technical 
Committee meeting, JTC)の変遷(3 つの委員会・会議を列記) 

会議名 開催日付 開催場所 原研 

第1回執行委員会 1987年3月10-11日 オークリッジ、米国 小幡 

訓練セミナー 1987年4月27日-5月1日 オークリッジ、米国 石川 

第1回技術WG 1987年7月1-3日 カールスルーエ、ドイツ 横尾 

第2回執行委員会 1987年9月17-18日 パリ、フランス 海老沼 

第3回執行委員会 1988年4月19-20日 オークリッジ、米国 海老沼 

第4回執行委員会 1988年10月4-5日 パリ、フランス 古谷 

第2回技術WG 1989年4月24日 オークリッジ、米国 山本 

第5回執行委員会 1989年4月25-26日 オークリッジ、米国 古谷 

第6回執行委員会 1989年10月3-4日 ロンドン、英国 林 

第3回技術WG 1990年4月23日 オークリッジ、米国 小松原 

第7回執行委員会 1990年4月25-26日 ガトリンブルグ、米国 古谷 

第8回執行委員会 1990年10月4-5日 東京、日本 中野、古谷 

第4回技術WG 1991年4月22日 オークリッジ、米国 石川 

第9回執行委員会 1991年4月24-25日 ガトリンブルグ、米国 中野、石川 

第5回技術WG 1991年9月23日 カールスルーエ、ドイツ 中嶋 

第10回執行委員会 1991年9月25-26日 カールスルーエ、ドイツ 中野、中嶋 

第11回執行委員会と 

第6回技術WG 

1992年4月24-25日 

1992年4月22-23日 

ヘルシンキ、フィンランド 高橋、峯尾 

第12回執行委員会と 

第7回技術WG 

1992年10月7-8日 

1992年10月5-6日 

オークリッジ、米国 高橋、山本 

アドホック委員会 1993年4月22-23日 カールスルーエ、ドイツ 山本 

第13回執行委員会 1993年4月28-29日 ローマ、イタリア 平松、山本 

第14回執行委員会 1993年9月8-9日 オタワ、カナダ 吉澤 

第8回技術WG 1993年11月1-3日 オークリッジ、米国 小松原 

第15回執行委員会 1994年5月18-19日 セルネイ-ラ-ビル、フランス 平松、米澤 

第9回技術WG 1994年9月20-22日 オークリッジ、米国 高橋 

第16回執行委員会 1995年5月2-4日 コペンハーゲン、デンマーク 高橋、米澤 

第10回技術WGと 

第1回ETDE/INIS合

同技術委員会 

1995年10月9-13日 ウィーン、オーストリア 佐々木 

第17回執行委員会 1996年6月25-27日 ストックホルム、スウェーデン 高橋、米澤 

第11回技術WGと 1996年10月28日-11月1日 オークリッジ、米国 石川 
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第2回ETDE/INIS合

同技術委員会 

第18回執行委員会 1997年4月8-10日 シドニー、オーストラリア 高橋、米澤 

第12回技術WGと 

第3回ETDE/INIS合

同技術委員会 

1997年10月28-31日 ウィーン、オーストリア 高橋、石川 

第19回執行委員会 1998年4月28-30日 マドリード、スペイン 高橋、米澤 

第13回技術WGと 

第4回ETDE/INIS合

同技術委員会 

1998年10月12-15日 オークリッジ、米国 石川 

第20回執行委員会 1999年1月19-20日 パリ、フランス 平松 

第21回執行委員会 1999年6月15-17日 オスロ、ノルウェー 平松、米澤 

第14回技術WGと 

第5回ETDE/INIS合

同技術委員会 

1999年11月 ノックスビル、米国 羽原 

第22回執行委員会 2000年5月16-18日 アムステルダム、オランダ 大道、米澤 

第15回技術WGと 

第6回ETDE/INIS合

同技術委員会 

2000年11月 ウィーン、オーストリア 加藤 

第23回執行委員会 2001年5月22-24日 チェジュ島、韓国 佐々木 

第16回技術WGと 

第7回ETDE/INIS合

同技術委員会 

2001年12月-2002年 JTCはウィーン、オーストリア、

技術WGはlistserverと電子メー

ル 

 

第24回執行委員会 2002年6月11-13日 クエルナバカ、メキシコ 板橋 

第17回技術WGと 

第8回ETDE/INIS合

同技術委員会 

2002年10月29日-11月1日  ピジョンフォージ、米国 深澤 

第25回執行委員会 2003年5月20-22日 モントルー、スイス 板橋 

第18回技術WGと 

第9回ETDE/INIS合

同技術委員会 

2003年10月 ウィーン、オーストリア  
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付録4-4 加盟国の変遷

Country Contracting Party Date Joined Government/Industry/Research Organization

Australia 1995-1998

Belgium Vlaamse Instelling voor Technologisch Onderzoek (VITO) 20 Mar. 1996-2003 Research Organization

Brazil Comissao Nacional de Energia Nuclear 24 Nov. 1994 Government/Research Organization

Canada Natural Resources Canada 26 Jan. 1987* Government

Denmark Ministry of Environment and Energy, Danish Energy Agency 26 Jan. 1987* Government
Finland Tekes National Technology Agency 26 Jan. 1987* Government
France Commissariat a l'Energie Atomique 6 Jan. 1989 Government/Research Organization

Germany Fachinformationzentrum Karlsruhe GmbH 26 Jan. 1987* Quasi-Government/Research Organization

Italy Ente per le Nuove tecnologie, l'Energia e l'Smbiente (ENEA) 15 Oct. 1987-2004 Government/Research Organization

Japan Atomic Energy Research Institute 26 Jan. 1987*-2003 Quasi-Government/Research Organization

New Energy and Industrial Technology Development Organization 26 Jan. 1987*-2003 Research Organization

Korea, Rep. of Ministry of Trade, Industry and Energy 4 Nov. 1993 Government

Mexico Instituto de Investigaciones Electricas 21 Jul. 1997 Government/Research Organization

The Netherlands Stichting Energieonderzoek Centrum Nederland (Netherlands Energy
Research Foundation) 26 Jan. 1987* Government/Research Organization

Norway Norwegian Ministry of Industry and Energy 26 Jan. 1987* Government

Poland 1994-1999

Portugal Instituto Nacional de Engenharia, Tecnologia e Inovação (INETI) Mar. 2005

Spain Centro de Investigaciones Energeticas Medioambientales y
Tecnologicas 26 Jan. 1987* Government/Research Organization

Sweden Energimyndigheiten (Swedish Energy Agency) 26 Jan. 1987* Government

Switzerland Swiss Federal Office of Energy 26 Sep. 1989 Government

United Kingdom Department of Trade and Industry 26 Jan. 1987* Government

Unite States Department of Energy, Office of Scientific and Technical Information 26 Jan. 1987* Government
* Founding member

Japan
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付録4-5　加盟国代表者・会議参加者の変遷

Country Primary Alternate

Australia
Joy Sutton 1995-1997
Rhinda Langford 1997
  Withdrew from agreement in 1998

Bruce Godfrey 1995-1997

Belgium Lizi Meuleman 1996-2002
Ioana Balasoiu 2002-2003

Jan Van Rensbergen 1996-1997
Roger Dijkmans 1997-1998
Dominiek Vancolen  1998-2000
Geer de Meyer 2000-2003

Brazil Altair Carvalho de Souza 1995-2002
Ailton Fernando Dias 2002-

Luiz Fernando Passos de Macedo
1995-

Canada
James Kanasy 1987-1992
Jacques Ferron 1992-1997
Mac Nason 1997-2000

Ramma Kamra 1992-1993
Michele Laurin 1993-1994
Mac Nason 1994-1996
Louis Marmen 1996-1997
Branko F. Peterman 1997-1998

Denmark Peter Dorph-Petersen 1987-1995
Birgit Pedersen 1995-

Brigit Pedersen 1987-1995
Peter Lindstrom Thomsen 1995-1999
Jorgen Bjelskou 1999-2001
Bjorn Hafstrom 2001-2002
Jan Buenger 2002-

Finland
Seppo Hannus 1987-1990
Mirja Kosonen 1990-1991
Marjatta Aarniala 1991-

Mirja Kosonen 1987-1990
Marjatta Aarniala 1990-1991
Sinikka Koskiala 1991-2002
Ari Muhonen 2002-

France

Roland Larue 1988-1989
Yves Chelet 1989-1995
Denise Loehner 1995-1997
Jean-Michel Capron 1997-2001
Christina Brulet 2001-

Gabriel Galand 1989-1990
Denise Loehner 1991-1995
Alain Chedin 1995-1997
Christina Brulet 1997-2001
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Germany Kurt Buerk 1987-1993
Georg Schultheiss 1993-

Dagmar Marek 1987-1990
Anita Jacobs 1991
Eike Hellmann 1992
Dagmar Marek 1993-2001
Eike Hellmann 2001-

Italy Eugenio Tacchino 1987-1993
Antonio Sano 1989- Giovannino Di Palma 1989-

小幡行雄 1987
海老沼幸夫 1987-1989
林尚志 1989-1990
中野煕 1990-1992
平松伸章 1992-1993
吉沢清 1993-1994
平松伸章 1994-1999
大道英樹 1999-2002
成田脩 2002-2003

古谷実 1987-1991
横尾宏 1991-1993
小松原康敏 1993-1995
高橋智子 1995-1998
羽原正 1998-2000
佐々木芳雄 2000-2002
板橋慶造 2002-2003

窪川いさお 1987
高津義典 1987-1988
水谷四郎 1988-1989
小柳武昭 1989-1991
堀江昇 1991-1993
石丸利道 1993-1994
中山真一 1994-1996
吉川宗史郎 1996-1997
小川真佐志 1997-1998
米原高史 1998-2000
萩山久雄 2000-2001
田中潔 2001-2003
畑幸宏 2003

藤田正則 1987-1988
飯倉督夫 1988-1989
宮本実 1989-1992
武野勝次 1992-1993
松沢伸二 1993-1996
安田敏之 1996-1998
川西正人 1998-1999
鈴木哲 1999-2000
松本英和・関根重幸 2000-2002
石原義光 2002-2003

Japan
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Korea, Rep.
of

JungKyu Ahn 1994-1996
Sung-Chul Shin 1996-1997
Shin-Chong Kim 1997-1998
Il-Gyu Lee 1998
Jang-Sop Han 1998-2000
Dong Geun Lee 2000-

Hoagy Kim 1994-2000
Dr. Heesung Shin 2000-

Mexico Jaime Pontigo 1997- Cecilia Culebra 1997
Victor Ocampo 2001-

The
Netherlands

Hugo Rietveld 1987-1992
Frans van Wees 1992-2002
Hillebrand Verkroost 2002-

T.M.P. Schoustra 1987-1992
D.F.W.T. Pietermaat 1992-1993
A.J. van den Berg 1993-1995
G.J. van Dijk 1995-2001

Norway Lars Vormedal 1987-1999
Astrid Gudmundseth 1999-

Solveign Opheim 1987-1991
Reidar Feyling 1991-1997
Astrid Gudmundseth 1997-1999

Portugal

Poland Henryk Gronczewski 1994-1998
Withdrew from agreement in 1999 Andrzej Sokalski 1994-1998

Spain

Valentin Gonzalez 1987
Margarita Rodriguez Parra 1987-
1988
Lope Diez Garcia 1988-1993
Ester Martin-Salntamaria 1993-

Ramon Chorda Font 1987-1988
M. Ignacia Sanz 1988-1992
Ester Martin-Santamaria 1992-1993
Izaaskun Alberdi 1993-

Sweden

Astrid Borg 1987-1988
Lars Tegner 1988-1989
Lars Guldbrand 1989-1990
Ake Huegard 1990-

Lars Edvardson 1987-
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Switzerland
Jurg Gfeller 1989-1994
Hans Ulrich Shaerer 1994-1996
Christophe de Reyff 1996-

Sebastian Huwyler 1989-1998
Thomas Schucan 1998-2001
Fritz Gassmann 2001-

United
Kingdom

Alan Heyes 1987-1993
David Irving 1993-

Philip Jones 1987-1995
Allan Tomkins 1995-1997
Helen Rendell 1997-1998
Dee West 1998-1999
Trevor Hayward 1999-2002

Unite States

Joseph G. Coyne 1987-1990
Elizabeth Buffum 1990-1997
Charles Morgan 1997-2003
Brian Hitson 2004-

Elizabeth Buffum 1987-1990
R.L.Scott 1997-1999
Karen Spence 1999-2000
Chalmers Wilson 2000-
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付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷

(参考)　次ページからの(その1)から(その10)の構成
Australia … Norway …

1st ExCo
2nd ExCo
3rd ExCo
4th ExCo
5th ExCo
6th ExCo
7th ExCo
8th ExCo
9th ExCo
10th ExCo
11th ExCo
12th ExCo
13th ExCo
14th ExCo
15th ExCo
16th ExCo
17th ExCo
18th ExCo
19th ExCo
20th ExCo
21st ExCo
22nd ExCo
23rd ExCo
24th ExCo
25th ExCo
26th ExCo
27th ExCo
28th ExCo
29th ExCo
30th ExCo
34th ExCo

(その2)

(その4)

(その6)

(その8)

(その10)

(その1)

(その3)

(その5)

(その7)

(その9)

付録4-6 執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷

(参考) 次ページからの(その1)から(その10)の構成
Australia … Norway …

1st ExCo
2nd ExCo
3rd ExCo
4th ExCo
5th ExCo
6th ExCo
7th ExCo
8th ExCo
9th ExCo
10th ExCo
11th ExCo
12th ExCo
13th ExCo
14th ExCo
15th ExCo
16th ExCo
17th ExCo
18th ExCo
19th ExCo
20th ExCo
21st ExCo
22nd ExCo
23rd ExCo
24th ExCo
25th ExCo
26th ExCo
27th ExCo
28th ExCo
29th ExCo
30th ExCo
34th ExCo

(その1)

(その3)

(その5)

(その7)

(その9)

(その2)

(その4)

(その6)

(その8)

(その10)
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付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷　(その1)

Australia Belgium Brazil Canada Denmark Finland France Germany Italy JAERI NEDO Korea Mexico The Netherlands

1st ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Roland Larue Kurt Buerk Antonio Sano 小幡行雄 窪川いさお Hugo Rietveld

Dagmar Marek Alessandra
L'Abbate 田中潔

Giorgio Li Puma

2nd ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Roland Larue Kurt Buerk Eugenic Tacchino 海老沼幸夫 内村まさし Hugo Rietveld

Jean Iung Dagmar Marek Giorgio Li Puma

Alessandra
L'Abbate

3rd ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Seppo Hannus Roland Larue Kurt Buerk Antonio Sano 海老沼幸夫 永井恒太 Hugo Rietveld

Giorgio Li Puma 徳岡麻比古

4th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Juha Kekkonen Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 古谷実 永井恒太 Hugo Rietveld

Jean Iung Dagmar Marek 寺本博信

Roland Larue

5th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Gabriel Galand Dagmar Marek Antonio Sano 古谷実 木村伸 Hugo Rietveld

Giovannino Di
Palma 山本昭 徳岡麻比古

6th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Seppo Hannus Gabriel Galand Dagmar Marek Antonio Sano 林尚志 木村T Hugo Rietveld

岩崎S
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付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷　(その2)

Norway Poland Spain Sweden Switzerland United Kingdom United States OA IEA Observer

1st ExCo Lars Kr.
Vormedal

Ramon Chorda
Font Alan Heyes Joseph G. Coyne Charles E. Stuber David Merrick 山本つとむ, 領事館, Japan

Phillip Jones Robert W.
Rutkovski Leslie W. Boxer 市川りゅうじ, MITI,

Japan

Anthony Baker

2nd ExCo Solveig Opheim M. Ignacia Sanz Astrid Borg Alan Heyes Joseph G. Coyne Charles E. Stuber Robert Davidson Werner Edelmann,
Switzerland

Phillip Jones David Merrick

Leslie W. Boxer

J.A. Gonzalez

3rd ExCo Lars Kr.
Vormedal M. Ignacia Sanz Lars Edvardson Alan Heyes Joseph G. Coyne Charles E. Stuber Robert Davidson

Phillip Jones Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun David Merrick

Robert W.
Rutkovski Samuel Schweitzer

4th ExCo Lars Kr.
Vormedal Lars Edvardson Alan Heyes Joseph G. Coyne Dora H. Moneyhun Robert Davidson

Phillip Jones William M. Vaden Cees A.G.
Hoedmakers

David Merrick

Sergio Garribba

Denis Kearney

Leslie W. Boxer

5th ExCo Lars Kr.
Vormedal Lars Edvardson Alan Heyes Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Juerg Gfeller, Switzerland

Phillip Jones Joseph G. Coyne Tomas P. Teague Cees A.G.
Hoedmakers

William M. Vaden

6th ExCo S. Ophiem M. Ignacia Sanz Lars Edvardson Phillip Jones Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson I. Marchesi, IAEA/INIS

Lars Kr.
Vormedal Tomas P. Teague Cees A.G.

Hoedmakers
Alexander Filippov,
IAEA/INIS

John Trubshaw Sebastian Huwyler,
Switzerland

Boistrum

Leslie W. Boxer
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付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷　(その3)

Australia Belgium Brazil Canada Denmark Finland France Germany Italy JAERI NEDO Korea Mexico The Netherlands

7th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Gabriel Galand Kurt Buerk Giorgio Li Puma 古谷実 小柳武昭 Hugo Rietveld

Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino Di
Palma 坂内武男

8th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Gabriel Galand Kurt Buerk Antonio Sano 林尚志 小柳武昭

Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino Di
Palma 古谷実 宮本実

9th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Mirja Kosonen Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 中野煕 小柳武昭 Hugo Rietveld

Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino Di
Palma 石川正 坂内武男

10th ExCo James E.
Kanasy Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 中野煕 勝又勇治 Hugo Rietveld

Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino Di
Palma 中嶋英充

11th ExCo Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk Giorgio Li Puma 中野煕 堀江昇 Frans van Wees

Sinikka Koskiala Denise Loehner Eike Hellman Giovannino Di
Palma 高橋智子 勝又勇治 Hugo Rietveld

Pirjo-Lisa Vainio

Seppo Hannus

Jussi Manninen

12th ExCo Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk Giorgio Li Puma 高橋智子 堀江昇 Frans van Wees

Ramma Kamra Eva Tolonen Denise Loehner Eike Hellman Giovannino Di
Palma 山本昭 中静靖直
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7th ExCo Lars Edvardson Juerg Gfeller Phillip Jones Joseph G. Coyne Dora H. Moneyhun Robert Davidson Alexander Filippov,
IAEA/INIS

Elizabeth Buffum Tomas P. Teague Cees A.G.
Hoedmakers

Caralyn Pinkney William M. Vaden John Trubshaw

Kathy Waugh Denis Kearney

8th ExCo Lars Edvardson Alan Heyes Dora H. Moneyhun Robert Davidson

Phillip Jones Tomas P. Teague Paolo Ricci

9th ExCo M. Ignacia Sanz Lars Edvardson Juerg Gfeller Alan Heyes
(Chairman) Harold Jafe Dora H. Moneyhun Robert Davidson Alexander Sorokin,

IAEA/INIS

Phillip Jones Tomas P. Teague Paolo Ricci

William M. Vaden

Kathy Waugh

10th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal Lars Edvardson Juerg Gfeller Alan Heyes

(Chairman) Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Joyce Amenta, IAEA/INIS

Tomas P. Teague John Trubshaw

Paolo Ricci

11th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Lars Edvardson Juerg Gfeller Alan Heyes

(Chairman) Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Joyce Amenta, IAEA/INIS

Sebastian
Huwyler Phillip Jones Shelly Vickroy Pierce Riemer Claudio Todeschini,

IAEA/INIS

William M. Vaden James Tapper

12th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal Lars Edvardson Juerg Gfeller Alan Heyes

(Chairman) Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Joyce Amenta, IAEA/INIS

Phillip Jones Debbie Cutler,  OA John Trubshaw Alexander Sorokin,
IAEA/INIS

Greg Youngen Deborah Norman Bernhard Zimburg,
Austria

Shelly Vickroy Pierce Riemer

Kathy Waugh
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13th
ExCo Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 平松伸章 石丸利道 Frans van Wees

Denise Loehner Giovannino Di
Palma 山本昭 宮田真人

14th
ExCo Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 吉沢清 石丸利道 Ki-Ryun Choi Frans van Wees

Ramma Kamra Denise Loehner Georg Schultheiss Giovannino Di
Palma 宮田真人

15th
ExCo

Altair Carvalho
de Souza Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Dagmar Marek Antonio Sano 平松伸章 石丸利道 Jong-Inn Kim Frans van Wees

Michele Laurin Denise Loehner Giovannino Di
Palma 米澤稔 角田富年 Jae-Hak Woo

Christa Brulet

16th
ExCo Joy C. Sutton Altair Carvalho

de Souza Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Georg Schultheiss Antonio Sano 高橋智子 松坂しんじ Heungchai Chung Frans van Wees

Peter Dorph-
Petersen Eva Tolonen Denise Loehner Dagmar Marek 米澤稔 橋本忠次 Heung-Joo Lee

Steen Rolf
Jacobsen Changhyum Nam

17th
ExCo Joy C. Sutton Dominiqu

e Vanpee
Altair Carvalho
de Souza Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Denise Loehner Georg Schultheiss Antonio Sano 高橋智子 安田敏之 Sun-Chul Shin Jaime Pontigo Frans van Wees

Loius Marmen Eva Tolonen Dagmar Marek 米澤稔 橋本忠次 Heing-Joo Lee

JAEA-Review 2019-002

- 159 ～ 160 -



付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷　(その6)

Norway Poland Spain Sweden Switzerland United Kingdom United States OA IEA Observer

13th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Lars Edvardson Juerg Gfeller Alan Heyes

(Chairman) Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Claudio Todeschini,
IAEA/INIS

Ake Huegard Phillip Jones Debbie Cutler John Trubshaw John Reid, Silverplatter

Shelly Vickroy James Tapper

Pierce Riemer

Lars Gad

Sergio Garribba

Robert B.
Rosenberg

14th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Juerg Gfeller Phillip Jones Elizabeth Buffum Debbie Cutler James Tapper Joyce Amenta, IAEA/INIS

Charles E. Stuber John Hollins Joy C. Sutton, Australia

Greg Youngen Robert B.
Rosenberg Andrzej Sokalski, Poland

Sherif Barakat

15th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal Andrzej Sokalski Ester Martin-

Santamaria Ake Huegard Juerg Gfeller David Irving Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhun Robert Davidson Alexander Sorokin,
IAEA/INIS

Henryx
Gronczewski Allan Tomkins Terry Cornwell

Rumsey Debbie Cutler Derk Kalverkamp Anne-Marie Morice,
France

Greg Youngen Torboern
Bostroem Claude Mandil, France

Hans J. Koch Alain Brothier, France

16th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Hans Ulrich

Schaerer David Irving Elizabeth Buffum Debbie Cutler Jasper
Abramowski

Alexander Sorokin,
IAEA/INIS

Lars Edvardson Allan Tomkins Terry Cornwell
Rumsey Susanne Dupes Derk Kalverkamp Geert Mortier, Belguim

Shelly Vickroy Aksel Hauge
Pedersen

17th
ExCo

Lars Kr.
Vormedal Andrzej Sokalski Ester Martin-

Santamaria Ake Huegard Christophe de
Reyff David Irving Elizabeth Buffum Debbie Cutler Hans J. Koch Joyce Amenta, IAEA/INIS

Lars Edvardson Susanne Dupes Derk Kalverkamp Gunilla Ahl, Sweden

Ulf Widemo Sue Davis Sonja Nyblom, Sweden
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18th ExCo Joy C. Sutton
Dominie
k
Vancolen

Altair Carvalho
de Souza Jacques Ferron Birgit Pedersen Marjatta

Aarniala Denise Loehner Dagmar Marek Antonio Sano 高橋智子 安田敏之 Heesung Shin

Mac Nason Georg Schultheiss 米澤稔

19th ExCo
Dominie
k
Vancolen

Altair Carvalho
de Souza Mac Nason Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Georg Schultheiss Antonio Sano 高橋智子

かわにしま
さと

Jaime Pontigo Frans van Wees

Dagmar Marek 米澤稔 片田ゆうじ

20th ExCo
Dominie
k
Vancolen

Mac Nason Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Georg Schultheiss 平松伸章
桶谷よしお
き

Frans van Wees

Thierry
Dujardin Dagmar Marek 片田ゆうじ

Isabelle
Colledge

21st ExCo
Dominie
k
Vancolen

Mac Nason Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Georg Schultheiss 平松伸章 鈴木さとし HeeSung Shin Jaime Pontigo Frans van Wees

Thierry
Dujardin Dagmar Marek 米澤稔

伊藤よしな
お

22nd ExCo
Dominie
k
Vancolen

Altair Carvalho
de Souza

Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Georg Schultheiss 大道英樹 鈴木さとし HeeSung Shin Jaime Pontigo Frans van Wees

Jorgen Bjelskou Dagmar Marek 米澤稔 飯島弥生 Sang-Kyu Ahn Hillebrand
Verkroost

Cora Blankendaal

23rd ExCo Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Georg Schultheiss Giorgio Li Puma 佐々木芳雄 田中清 HeeSung Shin Jaime Pontigo

Dagmar Marek
谷口こうい
ちろう

Jae Hong Lee

Heung-Joo Lee

24th ExCo Ailton Fernando
Dias

Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Eike Hellmann 板橋慶造 田中清 HeeSung Shin Jaime Pontigo Hillebrand

Verkroost

Ettestol Ingunn Georg Schultheiss 飯島弥生 Victor Ocampo
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18th ExCo Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Lars Edvarson David Irving R. Charles

Morgan Debbie Cutler John Tilley Claudio Todeschini,
IAEA/INIS

Susanne Dupes

Michele Berkes

19th ExCo Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff David Irving R. Charles
Morgan Debbie Cutler

Lars Kr.
Vormedal Izaskun Alberdi Dee West Susanne Dupes

Michele Berkes

20th ExCo Lars Kr.
Vormedal Lars Edvarson Christophe de

Reyff David Irving R. Charles
Morgan Debbie Cutler Ian Walker

Ake Huegard Dee West Sue Davis Hanns-J. Neef

Susanne Dupes

21st ExCo  Lars Kr.
Vormedal

Ester Martin-
Santamaria Ulf Widemo Christophe de

Reyff David Irving R. Charles
Morgan Debbie Cutler Denise Loehner,

IAEA/INIS
Astrid
Gudmundseth Dee West Sue Davis Claudio Todeschini,

IAEA/INIS

Susanne Dupes

22nd ExCo Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff David Irving Chalmers Wilson
III Debbie Cutler Ian Walker Denise Loehner,

IAEA/INIS
Trevor Hayward Sue Davis Peter  van Luyt

Susanne Dupes Lucinda Maclagan

23rd ExCo Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff David Irving R. Charles
Morgan Debbie Cutler Denise Pawlik, IAEA/INIS

Trevor Hayward Sue Davis Ji-Ho Yi, Korea Republic
of

Susanne Dupes

24th ExCo Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff
David Irving
(Chairman)

R. Charles
Morgan Debbie Cutler Alexander Nevyjel,

IAEA/INIS

Sue Davis

Janice Blanton

JAEA-Review 2019-002

- 165 ～ 166 -



付録4-6　執行委員会(Executive Committee Meeting)参加者の変遷　(その9)

Australia Belgium Brazil Canada Denmark Finland France Germany Italy JAERI NEDO Korea Mexico The Netherlands

25th ExCo Ailton Fernando
Dias

Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Christa Brulet Eike Hellmann 板橋慶造 HeeSung Shin Jaime Pontigo Hillebrand

Verkroost

Heing-Joo Lee

26th ExCo Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Christa Brulet Eike Hellmann Jaime Pontigo Hillebrand

Verkroost

27th ExCo Evaristo Santiago
Ferreira Junior

Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Eike Hellmann Heung-Joo Lee Jaime Pontigo Hillebrand

Verkroost

Paivi Tommila

28th ExCo Margaret
Ahearn Birgit Pedersen Eva Tolonen Christa Brulet Eike Hellmann Jaime Pontigo Hillebrand

Verkroost

Paivi Tommila Silke Rehme

29th ExCo Lidia Taylor Birgit Pedersen Eva Tolonen Silke Rehme (Vice
Chair) Heung-Joo Lee Jaime Pontigo

(Vice Chair)
Hillebrand
Verkroost

30th ExCo Lidia Taylor Eva Tolonen Silke Rehme (Vice
Chair) Heung-Joo Lee Jaime Pontigo

(Vice Chair)
Hillebrand
Verkroost

Paivi Tommila

Marjatta Aarniala

34th ExCo Mogens Sandfar Eva Tolonen Silke Rehme (Vice
Chair)

Hillebrand
Verkroost
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25th
ExCo

Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff
David Irving
(Chairman)

R. Charles
Morgan Debbie Cutler Peter Cunz

EUWP Chair Yanko Yanev,  IAEA/INIS

Fritz Gassmann Brian Hitson Sue Davis 星野みつひで Yves Turgeon, IAEA/INIS

26th
ExCo Ingunn Ettestol Ester Martin-

Santamaria Ake Huegard Christophe de
Reyff

David Irving
(Chairman) Brian Hitson Debbie Cutler Yves Turgeon, IAEA/INIS

Tammy Spencer Maria Joaquina Barrulas,
Portugal

27th
ExCo

Christophe de
Reyff

David Irving
(Chairman) Brian Hitson Debbie Cutler Carrie Pottinger Robert Workman,

IAEA/INIS

Heather Cholerton Tammy Spencer Matthew Billson, United
Kingdom

Maria Joaquina Barrulas,
Portugal

Paul Irving, United
Kingdom

28th
ExCo

Ann Kristin
Kvellheim

Ester Martin-
Santamaria Ake Huegard Christophe de

Reyff Nicholas Aluko Brian Hitson
(Chairman) Debbie Cutler Carrie Pottinger Maria Joaquina Barrulas,

Portugal

Tammy Spencer

29th
ExCo

Astrid
Gudmundseth

Ester Martin-
Santamaria

Christophe de
Reyff Sonia Xavier Brian Hitson

(Chairman) Debbie Cutler Carrie Pottinger Chris Cooper, South
Africa

Lorrie Johnson Deshnee Govender, South
Africa

Phindile C. Masangane,
South Africa

Maria Joaquina Barrulas,
Portugal

Isabel Cabrita, Portugal

30th
ExCo Mona Lunde Ester Martin-

Santamaria Ake Huegard Christophe de
Reyff

Brian Hitson
(Chairman) Debbie Cutler Peter Cunz

(EUWP Chair)
Alexander Nevyjel,
IAEA/INIS

Tammy Spencer Martti Korkiakoski,
Finland

Marja Malmgren, Finland

34th
ExCo Elin Berge Ake Huegard Yasmine

Calisesi Arzner
Brian Hitson
(Chairman) Debbie Cutler Diana Louis Dobie Savic, IAEA/INIS

Melanie Harriman
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ExCo Participants

1st ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Kurt Buerk, Germany; 小幡行雄, Japan; 窪川いさお, Japan;
Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Vormedal, Norway; Ramon
Chorda Font, Spain; Alan Heyes, United Kingdom; Joseph G. Coyne,
USA; Charles E. Stuber, OA; Robert W. Rutkovski, OA; Leslie Boxer,
IEA; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy; Phillip Jones,
United Kingdom; David Merrick, IEA; Giorgio Li Puma, Italy; Roland
Larue,  France;  Phillip Jones, United Kingdom; Alessandra  L'Abbate,
Italy; Anthony Baker, IEA; 田中きよし, Japan; 山本つとむ, 領事館,
Japan; 市川りゅうじ, MITI, Japan

2nd ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Kurt Buerk, Germany; Eugenic Tacchino, Italy;  海老沼幸夫,
Japan;内村まさし, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; Solveig
Opheim, Norway; M. Ignacia Sanz, Spain; Astrid Borg, Sweden;  Alan
Heyes, United Kingdom; Joseph G. Coyne, USA; Charles E. Stuber, OA;
Leslie Boxer, IEA;  Roland Larue,  France;  Phillip Jones, United
Kingdom; J.A. Gonzalez, IEA; Dagmar Marek, Germany;  Robert
Davidson, IEA; Alessandra  L'Abbate, Italy; Giorgio Li Puma, Italy;
Werner Edelmann, Switzerland; David Merrick, IEA; Jean Iung, France

3rd ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Seppo Hannus,
Finland; Kurt Buerk, Germany; Antonio Sano, Italy;  海老沼幸夫,
Japan;永井こうた, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Kr.
Vormedal, Norway; M. Ignacia Sanz, Spain; Lars Edvardson, Sweden;
Alan Heyes, United Kingdom; Joseph G. Coyne, USA; Charles E.
Stuber, OA; Robert W. Rutkovski, OA; Samuel Schweitzer, IEA;  Roland
Larue,  France;  Phillip Jones, United Kingdom; Elizabeth Buffum,
USA; Robert Davidson, IEA;  Giorgio Li Puma, Italy; Dora H.
Moneyhun, OA; 徳岡あさひこ, Japan; David Merrick, IEA

21 delegates/OA, 3 IEA

4th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark;  Juha Kekkonen,
Finland; Yves Chelet, France; Jean Iung, France; Roland Larue,
France; Kurt Buerk, Germany; Dagmar Marek, Germany; Antonio
Sano, Italy;  古谷実, Japan;永井こうた, Japan; 寺本ひろのぶ, Japan;
Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Lars
Edvardson, Sweden;  Alan Heyes, United Kingdom; Phillip Jones,
United Kingdom; Joseph G. Coyne, USA; Dora H. Moneyhun, OA;
William M. Vaden, OA;  C.A.G. Hoedmakers, IEA; Robert Davidson,
IEA; David Merrick, IEA; Sergio Garribba, IEA; Leslie W. Boxer, IEA;
Denis Kearney, IEA

21 delegates/OA, 6 IEA

5th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Gabriel Galand,  France; Dagmar Marek, Germany; Antonio
Sano, Italy; Giovannino Di Palma, Italy; 古谷実, Japan; 山本昭, Japan;
木村のぼる, Japan; 徳岡あさひこ, Japan; Hugo Rietveld, The
Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Lars Edvardson, Sweden;
Juerg Gfeller, Switzerland;  Alan Heyes, United Kingdom; Phillip
Jones, United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Joseph G. Coyne,
USA; Dora H. Moneyhun, OA; Tomas P. Teague, OA; William M.
Vaden, OA; C.A.G. Hoedmakers, IEA; Robert Davidson, IEA

23 delegates/OA, 2 IEA
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6th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; S. Hannus,
Finland; Gabriel Galand,  France; Dagmar Marek, Germany; Antonio
Sano, Italy; 林尚志, Japan; 木村T, Japan; 岩崎S, Japan; Hugo Rietveld,
The Netherlands; S. Ophiem, Norway; Lars Kr. Vormedal, Norway;
Lars Edvardson, Sweden Ignacia Sanz, Spain; Sweden; Sebastian
Huwyler, Switzerland; Phillip Jones, United Kingdom; Dora H.
Moneyhun, OA;  Elizabeth Buffum, USA; Tomas P. Teague, OA; I.
Marchesi, INIS/IAEA; Alexander Filippov, INIS/IAEA; C.A.G.
Hoedmakers, IEA; Robert Davidson, IEA; John Trubshaw, IEA; Leslie
W. Boxer, IEA; Boistrum, IEA

19 delegates/OA, 2 observers,
5 IEA

7th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Gabriel Galand,  France; Denise Loehner, France; Kurt Buerk,
Germany; Dagmar Marek, Germany; Giorgio Li Puma, Italy;
Giovannino Di Palma, Italy; 古谷実, Japan; 小柳武昭, Japan; さかうちた
けお, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Edvardson, Sweden;
Juerg Gfeller, Switzerland; Phillip Jones, United Kingdom; Joseph G.
Coyne, USA; Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Tomas P.
Teague, OA; William M. Vaden, OA; Kathy Waugh, OA; Alexander
Filippov, INIS/IAEA; Robert Davidson, IEA; John Trubshaw, IEA; Cees
Hoedemakers, IEA; Denis Kearney, IEA; Caralyn Pinkney, USA

21 delegates/OA, 2 observers,
4 IEA

8th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Gabriel Galand, France; Denise Loehner, France; Kurt Buerk,
Germany; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy; Giovannino
Di Palma, Italy; 林尚志, Japan; 古谷実, Japan; 小柳武昭, Japan; 宮本実,
Japan; Lars Edvardson, Sweden; Alan Heyes, United Kingdom;  Phillip
Jones, United Kingdom;  Dora Moneyhun, OA; Tomas P. Teague, OA;
Robert Davidson, IEA; Paolo Ricci, IEA

19 delegates/OA, 1 IEA

9th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Yves Chelet, France; Denise Loehner, France; Kurt Buerk,
Germany; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy; Giovannino
Di Palma, Italy; 石川正, Japan; 中野煕, Japan; 小柳武昭, Japan; 坂内た
けお, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; M. Ignacia Sanz, Spain;
Lars Edvardson, Sweden; Juerg Gfeller, Switzerland; Alan Heyes,
United Kingdom;  Phillip Jones, United Kingdom; Harold Jafe, USA;
Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Tomas P. Teague, OA;
William M. Vaden, OA; Kathy Waugh, OA; Alexander Sorokin,
INIS/IAEA; Robert Davidson, IEA; Paolo Ricci, IEA

25 delegates/OA, 1 observers,
2 IEA

10th ExCo

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Marjatta
Aarniala, Finland; Yves Chelet, France; Denise Loehner, France; Kurt
Buerk, Germany; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy;
Giovannino Di Palma, Italy; 中嶋英充, Japan; 中野煕, Japan; 勝又ゆう
じ, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Kr. Vormedal,
Norway; Lars Edvardson, Sweden; Juerg Gfeller, Switzerland; Alan
Heyes, United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA;
Tom Teague, OA; Joyce Amenta, INIS/IAEA; John Trubshaw, IEA;
Robert Davidson, IEA; Paolo Ricci, IEA

20 delegates/OA, 1 observers,
3 IEA
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11th ExCo

Jacques Ferron, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Marjatta Aarniala,
Finland; Sinikka Koskiala, Finland; Yves Chelet, France; Denise
Loehner, France; Kurt Buerk, Germany; Eike Hellman, Germany;
Georgio Li Puma, Italy; Giovannino Di Palma, Italy; 高橋智子, Japan; 中
野煕, Japan; 堀江昇, Japan; 勝又ゆうじ, Japan; Frans van Wees, The
Netherlands; Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Kr. Vormedal,
Norway; Ester Martin Santamaria, Spain; Lars Edvardson, Sweden;
Juerg Gfeller, Switzerland; Sebastian Huwyler, Switzerland; Alan
Heyes, United Kingdom; Phillip Jones, United Kingdom; Elizabeth
Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Shelly Vickroy, OA; William Vaden,
OA; James Tapper, IEA; Robert Davidson, IEA; Pierce Riemer, IEA;
Claudio Todeschini, INIS/IAEA;  Joyce Amenta, INIS/IAEA; Pirjo-Lisa
Vainio, Finland; Seppo Hannus, Finland; Jussi Manninen, Finland

27 delegates/OA, 5 observers,
3 IEA

12th ExCo

Jacques Ferron, Canada; Ramma Kamra, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Eva Tolonen, Finland; Yves
Chelet, France; Denise Loehner, France; Kurt Buerk, Germany; Eike
Hellman, Germany; Georgio Li Puma, Italy; Giovannino Di Palma,
Italy; 高橋智子, Japan; 山本昭, Japan; 堀江昇, Japan; 中静靖直, Japan;
Frans van Wees, The Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Lars
Edvardson, Sweden; Juerg Gfeller, Switzerland; Alan Heyes, United
Kingdom; Phillip Jones, United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Dora
Moneyhun, OA; Debbie Cutler, OA; Greg Youngen, OA; Shelly Vickroy,
OA; Kathy Waugh, OA; Bernhard Zimburg, Austria; John Trubshaw,
IEA; Robert Davidson, IEA; Pierce Riemer, IEA; Deborah Norman, IEA;
Alexander Sorokin, INIS/IAEA;  Joyce Amenta, INIS/IAEA

26 delegates/OA, 3 observers,
4 IEA

13th ExCo

Jacques Ferron, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Marjatta Aarniala,
Finland; Yves Chelet, France; Denise Loehner, France; Kurt Buerk,
Germany; Antonio Sano, Italy; Giovannino Di Palma, Italy; 平松伸章,
Japan; 山本昭, Japan; 石丸利道, Japan; 宮田まさと, Japan; Frans van
Wees, The Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Ester Martin-
Santamaria, Spain; Ake Huegard, Sweden; Lars Edvardson, Sweden;
Juerg Gfeller, Switzerland; Alan Heyes, United Kingdom; Phillip Jones,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Debbie
Cutler,  OA; Shelly Vickroy, OA; Sergio Garribba, IEA; James Tapper,
IEA; John Trubshaw, IEA; Robert Davidson, IEA; Pierce Riemer, IEA;
Lars Gad, IEA; Robert B. Rosenberg, IEA; Claudio Todeschini,
INIS/IAEA;  John Reid, Silverplatter

24 delegates/OA, 2 observers,
7 IEA

14th ExCo

Jacques Ferron, Canada; Ramma Kamra, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Yves Chelet, France; Denise
Loehner, France; Kurt Buerk, Germany; Georg F. Schultheiss,
Germany; Antonio Sano, Italy; Giovannino Di Palma, Italy; 吉沢清,
Japan; 石丸利道, Japan; 宮田まさと, Japan; Frans van Wees, The
Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Ester Martin-Santamaria,
Spain; Ake Huegard, Sweden; Juerg Gfeller, Switzerland; Phillip Jones,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Debbie Cutler,  OA; Greg
Youngen, OA; Charles E. Stuber, OA; James Tapper, IEA; Joy C.
Sutton, Australia; Sherif Barakat, IEA; John Hollins, IEA; Robert B.
Rosenberg, IEA; Joyce Amenta, INIS/IAEA;  Andrzej Sokalski, Poland;
Ki-Ryun Choi, Repblic of Korea

23 delegates/OA, 4 observers,
4 IEA
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15th ExCo

Jacques Ferron, Canada; Michele Laurin, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Yves Chelet, France; Denise
Loehner, France; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy;
Giovannino Di Palma, Italy; 平松伸章, Japan; 米澤稔, Japan; 石丸利道,
Japan; つのだともとし, Japan; Jong-Inn Kim, Republic of Korea; Jae-
Hak Woo, Republic of Korea; Frans van Wees, The Netherlands; Lars
Kr. Vormedal, Norway; Henryx Gronczewski, Poland; Andrzej Sokalski,
Poland; Ester Martin-Santamaria, Spain; Ake Huegard, Sweden; Juerg
Gfeller, Switzerland; David Irving, United Kingdom; Allan Tomkins,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhum, OA; Debbie
Cutler,  OA; Greg Youngen, OA; Altair arvalho de Souza, Brazil; Terry
Cornwell Rumsey, USA;  Alexander Sorokin, INIS/IAEA;  Robert
Davidson, IEA; Torboern Bostroem, IEA, IEA; Derk Kalverkamp, IEA;
Alain Brothier, France; Christa Brulet, France; Anne-Marie Morice,
France; Claude Mandil, France; Hans Koch, IEA

27 delegates/OA, 7 observers,
4 IEA

16th ExCo

Joy Sutton, Australia; Altair Carvalho de Souza, Brazil; Jacques
Ferron, Canada; Peter Dorph-Petersen, Denmark; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Eva Tolonen, Finland; Yves
Chelet, France; Denise Loehner, France; Georg F. Schultheiss,
Germany; Dagmar Marek, Germany; Antonio Sano, Italy; 高橋智子,
Japan; 米澤稔, Japan; 松坂しんじ, Japan; 橋本ちゅうじ, Japan;
Heungchai Chung, Republic of Korea; Heung-Joo Lee, Republic of
Korea; Changhyum Nam, Republic of Korea; Frans van Wees, The
Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Ester Martin-Santamaria,
Spain; Ake Huegard, Sweden; Lars Edvardson, Sweden; Hans Ulrich
Schaerer, Switzerland; David Irving, United Kingdom; Allan Tomkins,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Terry Cornwell Rumsey,
USA; Debbie Cutler, OA; Susanne Dupes, OA; Shelly Vickroy, OA;
Jasper Abramowski, IEA; Geert Mortier, Belguim; Steen Rolf Jacobsen,
Denmark; Derk Kalverkamp, IEA; Aksel Hauge Pedersen, IEA;
Alexander Sorokin, INIS/IAEA

32 delegates/OA, 3 observers,
3 IEA

* March 1995 Ms. Debbie
Cutler is the new ETDE
operating agent
Reprresentative, replacing
Mrs. Dora Moneyhun, who
retired from USDOE on 31
March 1994

17th ExCo

Joy Sutton, Australia; Dominique Vanpee, Belgium; Altair Carvalho de
Souza, Brazil; Jacques Ferron, Canada; Loius Marmen, Canada; Birgit
Pedersen, Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Eva Tolonen, Finland;
Denise Loehner, France; Georg F. Schultheiss, Germany; Dagmar
Marek, Germany; Antonio Sano, Italy; 高橋智子, Japan; 米澤稔, Japan;
安田敏之, Japan; 橋本ちゅうじ, Japan; Sun-Chul Shin, Republic of
Korea; Heing-Joo Lee, Republic of Korea; Frans van Wees, The
Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Andrzej Sokalski, Poland;
Ester Martin-Santamaria, Spain; Ake Huegard, Sweden; Lars
Edvardson, Sweden; Christophe de Reyff, Switzerland; David Irving,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Debbie Cutler, OA; Susanne
Dupes, OA; Sue Davis, OA; H.J. Koch, IEA; Derk Kalverkamp, IEA;
Joyce Amenta, INIS/IAEA; Jaime Pontigo,  Mexico; Gunilla Ahl,
Sweden; Sonja Nyblom, Sweden; Ulf Widemo, Sweden

30 delegates/OA, 6 observers,
1 IEA

18th ExCo

Birgit Pedersen, Denmark; Jacques Ferron, Canada; John Tilley, IEA;
Antonio Sano, Italy; Mac Nason, Canada; Claudio Todeschini, INIS; 米
澤稔, Japan; Susanne Dupes, OA; Charles Morgan, USA; Marjatta
Aarniala, Finland; 安田敏之, Japan; Heesung Shin, Republic of Korea;
高橋智子, Japan; Dominiek Vancolen, Belgium; Dagmar Marek,
Germany; Joy Sutton, Australia; Ester Martin-Santamaria, Spain; Lars
Edvarson, Sweden; Lars Vormedal, Norway; Altar Carvalho de Souza,
Brazil; Georgschultheiss, Germany; Denise Loehner, France; Debbie
Cutler, OA; Michele Berkes, OA; David Irving, United Kingdom

23 delegates/OA, 1 observers,
1 IEA
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19th ExCo

Dominiek Vancolen, Belgium; Altair Carvalho de Souza, Brazil; Mac
Nason, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Marjatta Aarniala, Finland;
Christa Brulet, France; Georg Schultheiss, Germany; Dagmar Marek,
Germany; Antonio Sano, Italy; 高橋智子, Japan; 米澤稔, Japan; かわにし
まさと, Japan; かただゆうじ, Japan; Jaime Pontigo, Mexico; Frans van
Wees,  The Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Astrid
Gudmundseth, Norway; Ester Martin-Santamaria, Spain; Izaskun
Alberdi, Spain; Ake Huegard, Sweden; Christophe de Reyff,
Switzerland; David Irving, United Kingdom; Dee West, United
Kingdom; R. Charles Morgan, USA; Debbie Cutler, OA; Susanne Dupes,
OA; Michele Berkes, OA

27 delegates/OA, 5 observers,
1 IEA

20th ExCo

Dominiek Vancolen, Belgium; Mac Nason, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Christa Brulet, France; Thierry
Dujardin, France; Georg Schultheiss, Germany; Dagmar Marek,
Germany; 平松伸章, Japan; おけたによしおき, Japan; かただゆうじ,
Japan;Isabelle Colledge, Japan; Frans van Wees,  The Netherlands;
Lars Kr. Vormedal, Norway; Ake Huegard, Sweden; Lars Edvarson,
Sweden; Christophe de Reyff, Switzerland; David Irving, United
Kingdom; Dee West, United Kingdom; R. Charles Morgan, USA; Debbie
Cutler, OA; Susanne Dupes, OA; Sue Davis, OA; Ian Walker, IEA;
Hanns-J. Neef, IEA

24 delegates/OA, 2 IEA

21st ExCo

Dominiek Vancolen, Belgium; Mac Nason, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Christa Brulet, France; Thierry
Dujardin, France; Georg Schultheiss, Germany; Dagmar Marek,
Germany; 平松伸章, Japan; 米澤稔, Japan; 鈴木さとし, Japan; 伊藤よし
なお, Japan; HeeSung Shin, Korea Republic of;  Jaime Pontigo, Mexico;
Frans van Wees,  The Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Astrid
Gudmundseth, Norway; Ester Martin-Santamaria, Spain; Ulf Widemo,
Sweden; Christophe de Reyff, Switzerland; David Irving, United
Kingdom; Dee West, United Kingdom; R. Charles Morgan, USA; Debbie
Cutler, OA; Susanne Dupes, OA; Sue Davis, OA; Denise Loehner,
INIS/IAEA; Claudio Todeschini, INIS/IAEA

26 delegates/OA, 3 observers

22nd ExCo

Dominiek Vancolen, Belgium; Altar Carvalho de Souza, Brasil;
Margaret Ahearn, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Jorgen Bjelskou,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Christa Brulet, France; Georg
Schultheiss, Germany; Dagmar Marek, Germany; 大道英樹, Japan; 米澤
稔, Japan; 鈴木さとし, Japan; 飯島やよい, Japan; HeeSung Shin, Korea
Republic of; Sang-Kyu Ahn, Korea Republic of;  Jaime Pontigo, Mexico;
Frans van Wees,  The Netherlands; Hillebrand Verkroost, The
Netherlands;  Astrid Gudmundseth, Norway; Ester Martin-Santamaria,
Spain; Ake Huegard,  Sweden; Christophe de Reyff, Switzerland; David
Irving, United Kingdom; Trevor Hayward, United Kingdom; Chalmers
Wilson III, USA; Debbie Cutler, OA; Susanne Dupes, OA; Sue Davis,
OA; Denise Loehner, INIS/IAEA; Ian Walker, IEA; Peter  van Luyt,
IEA; Lucinda Maclagan, EETIC; Cora Blankendaal, The Netherlands

29 delegates/OA, 4 observers,
1 IEA

- 175 -

JAEA-Review 2019-002



23rd ExCo

Margaret Ahearn, Canada; Birgit Pedersen, Denmark; Marjatta
Aarniala, Finland; Christa Brulet, France; Georg Schultheiss,
Germany; Dagmar Marek, Germany; Giorgio Li Puma, Italy; 佐々木芳
雄, Japan; 田中潔, Japan; 谷口こういちろう, Japan; Hee-Sung Shin,
Korea Republic of; Jae Hong Lee,  Korea Republic of;  Jaime Pontigo,
Mexico; Astrid Gudmundseth, Norway; Ester Martin-Santamaria,
Spain; Ake Huegard,  Sweden; Christophe de Reyff, Switzerland; David
Irving, United Kingdom; Trevor Hayward, United Kingdom; R. Charles
Morgan, USA;  Debbie Cutler, OA; Susanne Dupes, OA; Sue Davis, OA;
Denise Pawlik, INIS/IAEA; Heung-Joo Lee, Korea Republic of;  Ji-Ho
Yi, Korea Republic of

23 delegates/OA, 1 observer

24th ExCo

Jaime Pontigo, Mexico; Christa Brulet,France; David Irving (Chair),
United Kingdom, Birgit Pedersen, Denmark; Debbie Cultler, ETDE OA;
Victor Ocampo, Heesung Shin, Rep. of Korea; Sue Davis, ETDE OA;
Ester Martin-Santamaria, Spain; Astrid Gudmundseth, Norway;
Kiyoshi Tanaka, Japan; Yayoi Iijima, Japan; Keizo Itabashi, Japan;
Ake Huegard, Sweden; Eike Hellmann, Germany; Margaret Ahearn,
Canada; Marjatta Aarniala, Finland; Ettestol Ingunn, Finland;
Christophe de Reyff, Switzerland; Chuck Morgan, United States;
Alexander Nevyjel, IAEA/INIS (observer);  Ailton Fernando Dias,
Brazil; Janice Blanton, ETDE OA; Georg Schultheiss,Germany;
Hillebrand Verkroost, The Netherlands

24 delegates/OA, 1 observer

25th ExCo

EUWP Chair (Switzerland): Peter Cunz; Rep. of Korea: Heesung Shin;
United States: Brian Hitson; Germany: Eike Hellmann; United States:
Chuck Morgan; Sweden: Åke Hügard; The Netherlands: Hillebrand
Verkroost; Rep. of Korea: Heung-Joo Lee; Japan: Keizo Itabashi;
Canada: Margaret Ahearn; Finland: Marjatta Aarniala; Switzerland:
Fritz Gassmann; Spain: Ester Martín-Santamaría;
IAEA/INIS: Yves Turgeon; Mexico: Jaime Pontigo; IAEA/INIS: Yanko
Yanev; Brazil: Ailton Fernando Dias; IEA Secretariat: Mitsuhide
Hoshino; Norway: Astrid Gudmundseth; Switzerland: Christophe de
Reyff; Denmark: Birgit Pedersen; United Kingdom: David Irving
(Chair); France: Christa Brûlet; Operating Agent Representative:
Debbie Cutler; Operating Agent Staff: Sue Davis

21 delegates/OA, 2 observers,
2 IEA

26th ExCo

Christophe de Reyff, Switzerland; Brian Hitson, United States; Jaime
Pontigo, Mexico; Christa Brûlet, France; Birget Pedersen, Denmark;
Ingunn Ettestøl, Norway; Ester Martín-Santamaría, Spain; Tammy
Spencer, ETDE Operating Agent; Maria Joaquina Barrulas, Portugal; Å
ke Hügard, Sweden; Yves Turgeon, IAEA/INIS; Eike Hellmann,
Germany; Debbie Cutler, ETDE Operating Agent; Margaret Ahearn,
Canada; David Irving, United Kingdom (Chair); Hillebrand Verkroost,
Netherlands

15 delegates/OA, 1 observer

27th ExCo

Heung-Joo Lee, Korea; Paul Irving, UK; Matthew Billson, UK;
Christophe de Reyff, Switzerland; Heather Cholerton, UK; Jaime
Pontigo, Mexico; Brian Hitson, US; Marjatta Aarniala, Finland; Eike
Hellmann, Germany; Päivi Tommila, Finland; Robert Workman,
IAEA/INIS; Evaristo Santiago Ferreira Júnior, Brazil; Maria Joaquina
Barrulas, Portugal; Carrie Pottinger, IEA; Hillebrand Verkroost, The
Netherlands; Margaret Ahearn, Canada; David Irving (Chair); Debbie
Cutler, ETDE OA; Tammy Spencer, ETDE OA; Birgit Pedersen,
Denmark

18 delegates/OA, 1 observers,
1 IEA
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28th ExCo

Ann Kristin Kvellheim, Norway; Birgit Pedersen, Denmark; Päivi
Tommila, Finland; Ester Martín-Santamaría, Spain; Eike Hellmann,
Germany; Eva Tolonen, Finland; Hillebrand Verkroost, The
Netherlands; Åke Hügard, Sweden; Brian Hitson, U.S. (Chairman);
Jaime Pontigo, Mexico; Nicholas Aluko, United Kingdom; Silke Rehme,
Germany; Christophe de Reyff, Switzerland; Christa Brûlet,
France; Carrie Pottinger, IEA Secretariat; Margaret Ahearn, Canada;
Debbie Cutler, ETDE OA; Maria Joaquina Barrulas, Portugal; Tammy
Spencer, ETDE OA

18 delegates/OA, 1 IEA

29th ExCo

Heung-Joo Lee, Republic of Korea; Brian Hitson (Chair), United States;
Chris Cooper (Observer), South Africa; Astrid Gudmundseth, Norway;
Hillebrand Verkroost, The Netherlands; Carrie Pottinger, IEA
Secretariat; Sonia Xavier, United Kingdom; Maria Joaquina Barrulas,
Portugal; Lidia Taylor, Canada; Silke Rehme (Vice Chair), Germany;
Phindile C. Masangane (Observer), South Africa; Birgit Pedersen,
Denmark; Deshnee Govender (Observer), South Africa; Lorrie Johnson,
ETDE OA; Eva Tolenen, Finland; Debbie Cutler, ETDE OA; Ester Martí
n-Santamaría, Spain; Christophe de Reyff,
Switzerland; Jaime Pontigo (Vice Chair), Mexico; Isabel Cabrita,
Portugal

16 delegates/OA, 3 observers,
1 IEA

30th ExCo

Peter Cunz (IEA EUWP Chair); Heung-Joo Lee, Republic of Korea;
Christophe de Reyff, Switzerland; Ester Martín-Santamaría, Spain;
Alexander Nevyjel, IAEA/INIS (observer); Martti Korkiakoski, Finland;
Hillebrand Verkroost, The Netherlands; Marja Malmgren, Finland; Pä
ivi Tommila, Finland; Tammy Spencer, ETDE OA; Debbie Cutler,
ETDE OA; Eva Tolenen, Finland; Silke Rehme (Vice Chair), Germany;
Lidia Taylor, Canada; Åke Hügard, Sweden; Marjatta Aarniala,
Finland; Jaime Pontigo (Vice Chair), Mexico; Mona Lunde, Norway;
Brian Hitson (Chair), United States

17 delegates/OA, 1 observers,
1 IEA

34th ExCo
Brian Hitson; Åke Hügard; Silke Rehme; Diana Louis (IEA); Dobie Savi
ć (IAEA/INIS); Hillebrand Verkroost; Elin Berge; Debbie Cutler; Eva
Tolonen; Melanie Harriman; Mogens Sandfær; Yasmine Calisesi Arzner

10 delegates/OA, 1 observers,
1 IEA
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(参考)  次ページからの"その1からその24"の構成

Argentina … Czech Republic … The Netherlands … Syrian Arab
Republic …

1st TW

TW :Subject
Scope

2nd TW (その1) (その2) (その３) (その4)
3rd TW
4th TW
5th TW
6th TW
7th TW
8th TW
9th TW (その5) (その6) (その7) (その8)
10th TW
11st TW
12nd TW
13rd TW
14th TW (その９) (その10) (その11) (その12)
15th TW
16th TW
17th TW
18th TW
1st JTC (その13) (その14) (その15) (その16)
2nd JTC
3rd JTC
4th JTC
5th JTC
6th JTC (その17) (その18) (その19) (その20)
7th JTC
8th JTC
9th JTC
10th JTC
11th JTC (その21) (その22) (その23) (その24)
12th JTC
13th JTC

付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術
      検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷

(参考)  次ページからの(その1)から(その24)の構成

Argentina … Czech Republic … The Netherlands … Syrian Arab
Republic …

1st TW

TW :Subject
Scope

2nd TW
3rd TW
4th TW
5th TW
6th TW
7th TW
8th TW
9th TW
10th TW
11st TW
12nd TW
13rd TW
14th TW
15th TW
16th TW
17th TW
18th TW
1st JTC
2nd JTC
3rd JTC
4th JTC
5th JTC
6th JTC
7th JTC
8th JTC
9th JTC
10th JTC
11th JTC
12th JTC
13th JTC

付録4-8 　技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術
　　　　  検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷

(その1) (その2) (その３) (その4)

(その5) (その6) (その7) (その8)

(その９) (その10) (その11) (その12)

(その21) (その22) (その23) (その24)

(その13) (その14) (その15) (その16)

(その17) (その18) (その19) (その20)
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その1)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China
1st TW

TW
:Subject
Scope
2nd TW James E. Kanasy

3rd TW Frank Gagne

4th TW James E. Kanasy
Frank Gagne

5th TW James E. Kanasy

6th TW Jacques Ferron
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その2)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea
1st TW Birgit Pedersen Kurt Buerk 横尾宏 永井恒太

Dagmar Marek
TW
:Subject
Scope

Gernan Lorenz 高橋智子 寺本博信

2nd TW Birgit Pedersen Mirja Kosonen Gabriel Galand Dagmar Marek Antonio Sano 古谷実 木村のぼる

Giovannino DiPalma 山本昭 徳岡あさひこ

3rd TW Birgit Pedersen Mirja Kosonen Gabriel Galand Kurt Buerk Giorgio Li Puma 小松原康敏 坂内武男
Dagmar Marek

4th TW Birgit Pedersen Mirja Kosonen Yves Chelet Kurt Buerk Antonio Sano 中野煕 坂内武夫

Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino DiPalma 石川正

5th TW Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Yves Chelet Kurt Buerk  Antonio Sano 中嶋英充 勝又ゆうじ
Denise Loehner Dagmar Marek Giovannino DiPalma

6th TW Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Denise Loehner Kurt Buerk Giovannino DiPalma 高橋智子 草部ひろたつ

Sinikka Koskiala Eike Hellmann Giorgio Li Puma 峯尾幸信
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その3)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland

1st TW Hugo Rietveld Ignacia Sanz-
Dominguez

TW
:Subject
Scope

Hugo Rietveld Lars Edvardson

2nd TW Hugo Rietveld Lars Kr. Vormedal Lars Edvardson Juerg
Gfeller

3rd TW Hugo Rietveld Lars Edvardson Juerg
Gfeller

4th TW Hugo Rietveld Ignacia Sanz Lars Edvardson Juerg
Gfeller

5th TW Hugo Rietveld Lars Kr. Vormedal Lars Edvardson Sebastian
Huwyler

6th TW Hugo Rietveld Ester Martin-
Santamaria
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その4)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer

1st TW Philip Jones Charles E. Stuber Robert Davidson

Hermann
Philipp,
Germany

Annette
Capurro,
Germany

TW
:Subject
Scope

Philip Jones Dora H. Moneyhum

2nd TW Alan Heyes Joseph G. Coyne Dora H. Moneyhum Robert Davidson
Phillip Jones Elizabeth Buffum Catherine Grissom

Mary C. Hall
Nancy E. Hardin
Debbie Cutler
Chalmers Wilson
Charles E. Stuber
Genevieve  S. Kramer
Douglas G. LaVerne

3rd TW Philip Jones Joseph G. Coyne Dora H. Moneyhum Alexandre Filippov
(Observer) Robert Davidson

Elizabeth Buffum Catherine Grissom
Mary C. Hall
Nancy E. Hardin
Robert Rutkowski
Chalmers Wilson
Bill Vaden
Thomas P. Teague
Mo Whitson

4th TW Philip Jones Catherine Grissom Dora H. Moneyhum Alexander Sorokin; Robert Davidson
Charles R.
Tierney,
USA

Thomas P. Teague Claudio Todeschini; William M. Vaden
Selma Chi Barreiro; Kathy Waugh

5th TW Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhum Joyce Amenta Robert Davidson
Thomas P. Teague

6th TW Alan Heyes Elizabeth Buffum Dora H. Moneyhum Claudio Todeschini
(observer) Robert Davidson

Philip Jones William Vaden Pierce Riemer
Shelly Vickroy
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その5)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China
7th TW Ramma Kamra

8th TW Michele Laurin

9th TW Corey Mac Nason

10th TW Joy Sutton Luiz Fernando Passos
de Macedo Mac Nason

11th TW Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Mac Nason

Veerle Geudens
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その6)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea
7th TW Birgit Pedersen Marjatta Aarniala Denise Loehner Kurt Buerk Giovannino DiPalma 高橋智子 堀江昇

Eva Tolonen Eike Hellmann 山本昭 中静靖直

8th TW Birgit Pedersen Denise Loehner Dagmar Marek 小松原康敏 中静靖直

9th TW Birgit Pedersen Denise Loehner Dagmar Marek (TWC
Chair) 高橋智子 角田富年 Heesung

Shin

Wendelin Detemple Chang-Sup
Oh

10th TW Line Nissen Eva Tolonen Denise Loehner Dagmar Marek (TWC
Chair) Antonio Sano 佐々木芳雄 岡田ひろき Duk-Yung

Jung
Heung-Joo
Lee

11th TW Line Nissen Eva Tolonen Denise Loehner Dagmar Marek Monica Sala 石川正 岡田ひろき Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その7)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland
7th TW Frans van Wees Lars Edvardson

8th TW Hillebrand Verkroost Lars Edvardson

9th TW Hillebrand Verkroost Lars Edvardson

10th TW Hillebrand Verkroost Andrzej Sokakski Ulf Widemo

11th TW Hillebrand Verkroost Lars Edvardson Sebastian
Huwyler
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その8)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer

7th TW Phillip Jones Catherine Grissom Dora H. Moneyhum  Alexander Sorokin Robert Davidson N. Hardin,
USA

Elizabeth Buffum Debbie Cutler Pierce Riemer
M.O.
Whitson,
USA

Greg Youngen Deborah Norman
R.
Hohenbrink
, USA

Shelly Vickroy M. Raridon,
USA

Kathy Waugh

8th TW David Irving Catherine Grissom Dora H. Moneyhum Claudio Todeschini
(Observer) Robert Davidson

Philip Jones Charles E. Stuber Debbie Cutler
Greg Youngen
Shelly Vickroy
Kathy Waugh
Diane Brown

9th TW Philip Jones Catherine Grissom Dora H. Moneyhum Kurt Buerk
(Observer) Robert Davidsons

Robert Rutkowski Debbie Cutler Lars Gad
Shelly Vickroy
Diane Brown
Ernesto Difilippo
Kathy Waugh
Sidney Lanier
Nancy E. Hardin

10th TW Allan Tomkins Robert Rutkowski Debbie Cutler Alexander Sorokin
(Observer)

Iglika
Miteva,
Bulgaria

Shelly Vickroy Claudio Todeschini
(Observer);

Song
Quinlin,
China

Susanne Dupes Graham Tebb
(Observer)

Peter
Roboz,
Hungary
Viorel
Galatanu,
Romania

11th TW Allan Tomkins Debbie Cutler Claudio Todeschini
Sue Davis
Susanne Dupes
Michel Berkes
Nancy Thurman
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その9)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China

12th TW Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Margaret Ahearn

13th TW Dominique Vanpee Mac Nason (Vice
Chair)

14th TW Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Margaret Ahearn

15th TW Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Margaret Ahearn

16th TW (email, listserverのみ) (email, listserverのみ)
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その10)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea

12th TW Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek Monica Sala 高橋智子 片田ゆうじ Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann 石川正 吉田こうじ

13th TW Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Monica Sala 石川正 吉田こうじ Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 片田ゆうじ

鈴木さとし

14th TW Line Nissen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Monica Sala 羽原正 吉田こうじ Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 伊藤ゆみこ

15th TW Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Monica Sala 野澤隆 関根重幸 Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 伊藤ゆみこ

16th TW (email, listserverのみ) (email, listserverのみ) (email, listserverのみ) (email, listserverのみ) (email, listserverのみ)
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その11)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland
12th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Andrzej Sokakski Sonja Nyblom

13th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Lars Edvardson Thomas
Schucan

14th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Ulf Widemo Thomas
Schucan

15th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Ulf Widemo Thomas
Schucan

16th TW (email, listserverのみ) (email, listserverのみ) (email, listserverのみ)
(email,
listserverの
み)
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付録4-8 　技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷　(その12)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer

12th TW Margaret Wetenhall R.L. Scott Debbie Cutler Claudio Todeschini
(Observer);

Andrew
Smith,
EADLE/SIG
LE

Sue Davis Annette Capurro
(Observer)

Susanne Dupes Taghrid Atieh
(Observer)
Viorel Galatanu
(Observer)
Anatoli Tolstenkov
(Observer)
Emile Levine
(Observer)

13th TW David Irving (EC
Chair) R.L. Scott Debbie Cutler Claudio Todeschini

(Observer)
Helen Rendell Robert Rutkowski Sue Davis

Sussane Dupes
Corey Mathews
Nancy Thurman
Lorrie Johnson

14th TW Heather Cholerton R. Charles Morgan Debbie Cutler Yves Turgeon
(Observer)

Andrew
Smith,
EADLE/SIG
LE

Karen Spence Sue Davis R.L. Scott,  IAEA/INIS
(Observer)

Robert Rutkowski Sussane Dupes
Tammy Spencer Nancy Thurman

15th TW Helen Rendell Janice Blanton Debbie Cutler Yves Turgeon
(Observer)

Andrew
Smith,
EADLE/SIG
LE

Sue Davis Seyda Rieder
(Observer)

Sussane Dupes D. Pawlik (Observer)
Viorel Galatanu
(Observer)
George Thoeming
(Observer)

16th TW (email, listserverのみ) (email, listserverのみ)
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その13)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China
17th TW Margaret Ahearn

18th TW Margaret Ahearn

1st JTC Alexander Nevyjel Joy Sutton Luiz Fernando Passos
de Macedo Iglika Miteva Mac Nason Song Quinlin

2nd JTC Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Mac Nason Song Quinlin

Veerle Geudens

3rd JTC Alexander Nevyjel Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Neviana Rashkova Margaret Ahearn Song Quinlin
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その14)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea

17th TW Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme 深澤剛靖 Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann

18th TW Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann

1st JTC Brigit Pedersen Eva Tolonen Denise Loehner Dagmar Marek Peter Roboz M.R. Balakrishnan Antonio Sano 佐々木芳雄 岡田ひろき Duk-Yung
Jung

Marjatta Aarniala Eike Hellmann Paola Molinas Heung-Joo
Lee

Monica Sala

2nd JTC Line Nissen Eva Tolonen Denise Loehner Dagmar Marek Peter Roboz Monica Sala 石川正 岡田ひろき Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann

3rd JTC Petr Adamek Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek Monica Sala 高橋智子 片田ゆうじ

Heung-Joo
Lee,
Republic of
Korea;

Eike Hellmann Paola Molinas 石川正 吉田こうじ
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その15)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland

17th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Jean-Marc
Suter

18th TW Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Sonja Nyblom Jean-Marc
Suter

1st JTC Hillebrand Verkroost Andrzej Sokakski Viorel Galatanu Oleg Miknevich Ulf Widemo

2nd JTC Hillebrand Verkroost Tadeusz Urbasnski Lars Edvardson Sebastian
Huwyler

3rd JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Andrzej Sokakski Oleg Miknevich Sonja Nyblom
Olga Chelnokova
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その16)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer

17th TW Helen Carlisle R. Charles Morgan Debbie Cutler Yves
Turgeon(Observer)

Chalene
Luther,
USA

Robert Rutkowski Sue Davis Alexander Nevyjel
(Observer)

Valeria
Allen, USA

Janice Blanton

Alejandra
Chevez
Flores,
Argentina

Barbara Layton
Mary
Huxlin,
Australia

18th TW Heather Cholerton Brian A. Hitson Debbie Cutler Yves Turgeon
(Observer)

Maria
Joaquina
Barrulas,
Portugal

Tammy Spencer
1st JTC Allan Tomkins Robert Rutkowski Debbie Cutler Alexander Sorokin

Shelly Vickroy Claudio Todeschini
Susanne Dupes Graham Tebb

Joyce Amenta
Taghrid Atieh
Janice Blanton
Kurt Buerk
Annette Capurro
Seyda Kazaroglu
Emile Levine
Anatoli Tolstenkov

2nd JTC Allan Tomkins Elizabeth Buffum Debbie Cutler Janice Blanton
Catherine Grissom Sue Davis Claudio Todeschini
Robert Rutkowski Susanne Dupes Annette Capurro

Michel Berkes
Nancy Thurman

3rd JTC David Irving R.L. Scott A.D. Avezov Debbie Cutler Janice Blanton

Andrew
Smith,
EADLE/SIG
LE

Margaret Wetenhall Sue Davis Claudio Todeschini
Susanne Dupes Annette Capurro

Taghrid Atieh
Viorel Galatanu
Anatoli Tolstenkov
Emile Levine
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その17)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China

4th JTC Mary Huxlin Dominique Vanpee Mac Nason (Vice
Chair)
Monica Lim

5th JTC Uladzimir A.
Ivaniukovich Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos

de Macedo Margaret Ahearn Wang Shouchung

Monica Lim

6th JTC Alexander Nevyjel Mary Huxlin Dominique Vanpee Luiz Fernando Passos
de Macedo Margaret Ahearn Xue Enjie

7th JTC Alexander Nevyjel Uladzimir A.
Ivaniukovich A. Sneyer Xue Enjie

8th JTC Alejandra Chevez
Flores Mary Huxlin Uladzimir A.

Ivaniukovich Margaret Ahearn

9th JTC Alejandra Chevez
Flores

Uladzimir A.
Ivaniukovich Neviana Rashkova Margaret Ahearn Xue Enjie
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その18)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea

4th JTC Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Peter Roboz M.R. Balakrishnan Monica Sala 石川正 吉田こうじ Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 片田ゆうじ

鈴木さとし

5th JTC Line Nissen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Peter Roboz Monica Sala 羽原正 吉田こうじ Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 伊藤ゆみこ

6th JTC Petr Adamek Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Dagmar Marek (TWC
Chair) Monica Sala 野澤隆 関根重幸 Heung-Joo

Lee
Eike Hellmann 伊藤ゆみこ

7th JTC Petr Adamek Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Eike Hellmann 米澤稔 An-na Yoo

8th JTC Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme Peter Roboz 深澤剛靖 Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann

9th JTC Petr Adamek Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme 米澤稔 Heung-Joo
Lee

Eike Hellmann
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その19)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland

4th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Tadeusz Urbasnski Lars Edvardson Thomas
Schucan

5th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Tadeusz Urbasnski Valeriy Churkin Ulf Widemo Thomas
Schucan

6th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth M. Munim Awais Tadeusz Urbasnski O. Tchelnokova Ulf Widemo Thomas
Schucan

7th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth V. Koupriianov Thomas
Schucan

O. Tchelnokova
A. Erastov

8th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Jean-Marc
Suter

9th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Maria J. Barrulas Sonja Nyblom Jean-Marc
Suter
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付録4-8 　技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷　(その20)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer

4th JTC David Irving (EC
Chair) R. Charles Morgan Debbie Cutler Claudio Todeschini

Andrew Smith,
EADLE/SIGL
E

Helen Rendell R.L. Scott Sue Davis Yves Turgeon
Robert Rutkowski Sussane Dupes

Corey Mathews
Nancy Thurman

5th JTC Heather Cholerton R. Charles Morgan Debbie Cutler Viorel Galatanu
Andrew Smith,
EADLE/SIGL
E

Karen Spence Sue Davis Yves Turgeon
Robert Rutkowski Sussane Dupes

Nancy Thurman

6th JTC Helen Rendell Janice Blanton Debbie Cutler D. Pawlik
Andrew Smith,
EADLE/SIGL
E

Sue Davis Yves Turgeon
Sussane Dupes Viorel Galatanu

Seyda Rieder
George Thoeming

7th JTC Janice Blanton Debbie Cutler Sergio Magliulo
Robert Rutkowski Seyda Rieder

Anatoli Tolstenkov
Yves Turgeon
Yanko L. Yanev
George Thoeming

8th JTC Helen Carlisle R. Charles Morgan Debbie Cutler Yves Turgeon
Andrew Smith,
EADLE/SIGL
E

Robert Rutkowski Sue Davis Alexander Nevyjel
Janice Blanton
Barbara Layton

9th JTC Raek Al-Hallack Heather Cholerton Brian A. Hitson Debbie Cutler Taghrid Atieh
Mary Huxllin,
Austria
(Consultant)

Tammy Spencer Sergio Magliulo

Georg
Schultheiss,
Germany
(Consultant)

Alexander Nevyjel
Seyda Rieder
Anatoli Tolstenkov
Yves Turgeon
Yanko L. Yanev
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付録4-8  技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷 (その21)

Argentina Austria Australia Belarus Belgium Brazil Bulgaria Canada CERN China

10th JTC Alejandra Chevez
Flores Mary Huxlin Uladzimir A.

Ivaniukovich Neviana Rashkova Margaret Ahearn

11th JTC
Luiz Fernando Passos
de Macedo (Vice
Chair)

Lidia Taylor (Chair) Jens Vigen Xue Enjie

Monica Lim
12th JTC Lidia Taylor

13th JTC Maria Hufnagl Luiz Fernando Passos
de Macedo
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その22)

Czech Republic Denmark Finland France Germany Hungary India Italy JAERI/JAEA NEDO Korea
10th JTC Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme 加藤金治

11th JTC Line Nissen Eva Tolonen Christa Brulet Silke Rehme Vijai Kumar 菅原悟 Ji-Ho Yi
Jerome Surmont

12th JTC Line Nissen Eva Tolonen Silke Rehme 中嶋英充 Ji-Ho Yi

13th JTC Line Nissen Eva Tolonen Jerome Surmont Silke Rehme Ji-Ho Yi

JAEA-Review 2019-002

- 221 ～ 222 -



付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その23)

The Netherlands Norway Pakistan Poland Portugal Romania Russian Federation Slovakia Spain Sweden Switzerland

10th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Maria J. Barrulas Lars Edvardson Jean-Marc
Suter

11th JTC Astrid Gudmundseth Aurora Cardoso Viacheslav M.
Kupriyanov

Jean-Marc
Suter

12th JTC Hillebrand Verkroost Astrid Gudmundseth Valeriy Churkin Lars Edvardson Jean-Marc
Suter

13th JTC Astrid Gudmundseth Viacheslav M.
Kupriyanov Karol Janko Sara Laurentz Jean-Marc

Suter
Anatoly Tolstenkov
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付録4-8 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷  (その24)

Syrian Arab Republic United Kingdom United States Urguay Uzbekistan OA IAEA IEA Observer
10th JTC Heather Cholerton Brian A. Hitson Debbie Cutler Alexander Nevyjel

Kelly Dunlap Tammy Spencer Yves Turgeon
Tammy Payne
Robert Rutkowski

11th JTC Raek Al-Hallack Heather Cholerton Brian A. Hitson Ana Rebellato Debbie Cutler

12th JTC Debbie Cutler Ruth Maria Hahn-
Weinert
Taghrid Atieh
Christine Krieger-
Levine
Zbigniew Majewski
Alexander Nevyjel
Neviana Rashkova
Dobrica Savic
Germain St-Pierre
Galina Zamirovskaia

13th JTC Debbie Cutler Dobrica Savic
Taghrid Atieh
Neviana Rashkova
Renate Eder
Germain St-Pierre
Domenico Pistillo
Dmitri Mironov
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1st Technical Working
Group

Birgit Pedersen, Denmark; Kurt Buerk, Germany;
Dagmar Marek, Germany; 横尾宏, Japan; 永井恒
太, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands;
Ignacia Sanz-Dominguez, Spain; Philip Jones,
United Kngdom; Charles E. Stuber, USA; Robert
Davidson, IEA; Hermann Philipp, Germany
(Observer); Annette Capurro, Germany (Observer)

1 - 3 July 1987

* TW on Subject
Scope

Philip Jones, United Kingdom; Gernan Lorenz,
Germany; Dora Moneyhun, USA; Hugo Rietveld,
The netherlands; Lars Edvardson, Sweden;  高橋
智子, Japan; 寺本博信, Japan

28 February - 1 March 1989

2nd Technical Working
Group

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Mirja Kosonen, Finland; Gabriel
Galand,  France; Dagmar Marek, Germany;
Antonio Sano, Italy; Giovannino Di Palma, Italy;
古谷実, Japan; 山本昭, Japan; 木村のぼる, Japan;
徳岡あさひこ, Japan; Hugo Rietveld, The
Netherlands; Lars Kr. Vormedal, Norway; Lars
Edvardson, Sweden;  Juerg Gfeller, Switzerland;
Alan Heyes, United Kingdom; Phillip Jones,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Joseph
G. Coyne, USA; Dora H. Moneyhun, OA; Robert
Davidson, IEA; Cathy Grissom; Mary C. Hall;
Nancy E. Hardin; Debbie Cutler; Charmers
Wilson; Charles E. Stuber; Genevieve  S. Kramer;
Douglas G. LaVerne

24 April 1989

3rd Technical Working
Group

Kurt Buerk, Germany; Frank Gagne, Canada;
Birgit Pedersen, Denmark; Marja Kosonen,
Finland; Gabriel Galand, France; Dagmar Marek,
Germany; Giorgio Li Puma, Italy; 小松原康敏,
Japan; 坂内武男, Japan; Hugo Rietveld, The
Netherlands; Lars Edvardson, Sweden; Jurg
Gfeller, Switzerland; Philip Jones, United
Kngdom; Joseph Coyne, USA; Elizabeth Buffum,
USA; Dora moneyhun, ETDE OA; Catherine
Grissom, OA; Mary Hall, OA; Nancy Hardin, OA;
Robert Rutkowski, OA; Mo Whitson, OA;
Chalmers Wilson, OA; Bill Vaden, OA; Tom
Teague, OA; Robert Davidson, IEA; Alexandre
Filippov, IAEA/INIS (Observer)

23 April 1990

付録4-9　(原本より) 技術ワーキンググループ会議(Technical Working Group meeting, TWG)と合
同技術検討委員会(Joint Technical Committee meeting, JTC) への参加者の変遷
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4th Technical Working
Group

James E. Kanasy, Canada; Frank Gagne, Canada;
Birgit Pedersen, Denmark; Mirja Kosonen,
Finland; Yves Chelet, France; Denise Loehner,
France; Kurt Buerk, Germany; Dagmar Marek,
Germany; Antonio Sano, Italy; Giovannino Di
Palma, Italy; 中野煕, Japan; 石川正, Japan; 坂内武
夫, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands;
Ignacia Sanz, Spain; Lars Edvardson, Sweden;
Juerg Gfeller, Switzerland; Philip Jones, United
Kingdom; Catherine Grissom, USA; Charles R.
Tierney, USA (Observer); Robert Davidson, IEA;
Alexander Sorokin, IAEA/INIS; Claudio
Todeschini, IAEA/INIS; Selma Chi Barreiro,
IAEA/INIS; Dora Moneyhun, ETDE OA; Thomas
P. Teague, OA; William M. Vaden, IEA; Kathy
Waugh, IEA

22 April 1991

5th Technical Working
Group

James E. Kanasy, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Yves
Chelet, France; Denise Loehner, France; Kurt
Buerk, Germany; Dagmar Marek, Germany;
Antonio Sano, Italy; Giovannino DiPalma, Italy;
中嶋英充, Japan; 中野煕, Japan; 勝又ゆうじ,
Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands; Lars Kr.
Vormedal, Norway; Lars Edvardson, Sweden;
Sebastian Huwyler, Switzerland; Elizabeth
Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Tom Teague,
OA; Joyce Amenta, INIS/IAEA; Robert Davidson,
IEA

23 September 1991

6th Technical Working
Group

Jacques Ferron, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarnalia, Finland; Sinikka
Koskiala, Finland; Denise Loehner, France; Kurt
Buerk, Germany; Eike Hellmann, Germany;
Giovannino Di Palma, Italy; Giorgio Li Puma,
Italy; 高橋智子, Japan; 峯尾幸信, Japan; 草部ひろ
たつ, Japan; Hugo Rietveld, The Netherlands;
Ester Martin-Santamaria, Spain; Alan Heyes,
United Kingdom; Philip Jones, United Kingdom;
Elizabeth Buffum, USA; Dora Moneyhun, ETDE
OA; William Vaden, OA; Shelly Vickroy, OA;
Robert Davidson, IEA; Pierce Riemer, IEA;
Claudio Todeschini, IAEA/INIS (observer)

23 April 1992
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7th Technical Working
Group

Ramma Kamra, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Marjatta Aarniala, Finland; Eva
Tolonen, Finland; Denise Loehner, France; Kurt
Buerk, Germany; Eike Hellman, Germany;
Giovannino DiPalma, Italy; 高橋智子, Japan; 山本
昭, Japan; 堀江昇, Japan; 中静やすなお, Japan;
Frans van Wees, The Netherlands; Lars
Edvardson, Sweden; Phillip Jones, United
Kingdom; Catherine Grissom, USA; Elizabeth
Buffum, USA; Dora Moneyhun, OA; Debbie
Cutler, OA; Greg Youngen, OA; Shelly Vickroy,
OA; Kathy Waugh, OA; Robert Davidson, IEA;
Pierce Riemer, IEA; Deborah Norman, IEA;
Alexander Sorokin, INIS/IAEA; N. Hardin, USA
(Observer); M.O. Whitson, USA (Observer); R.
Hohenbrink, USA (Observer);  M. Raridon, USA
(Observer)

5 - 6 October 1992

8th Technical Working
Group

Michele Laurin, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Denise Loehner, France; Dagmar
Marek, Germany; 小松原康敏, Japan; 中静靖直,
Japan; Hillebrand Verkroost, The Netherlands;
Lars Edvardson, Sweden; David Irving, United
Kingdom; Philip Jones, United Kingdom;
Catherine Grissom, USA; Charles Stuber, USA;
Dora Moneyhun, ETDE OA; Debbie Cutler, OA;
Greg Youngen, OA; Shelly Vickroy, OA; Kathy
Waugh, OA; Diana Brown, OA; Robert Davidson,
IEA; Claudio Todeschini, IAEA/INIS (Observer)

1 - 3 November 1993

9th Technical Working
Group

Corey Mac Nason, Canada; Birgit Pedersen,
Denmark; Denise Loehner, France; Dagmar
Marek, Germany (TWC Chair); Wendelin
Detemple, Germany; 高橋智子, Japan; 角田富年,
Japan; Heesung Shin, Republic of Korea; Chang-
Sup Oh, Republic of Korea; Hillebrand Verroost,
The Netherlands; Lars Edvardson, Sweden; P.J.
Jones, United Kingdom; Catherine Grissom, USA;
Robert Rutkowski, USA; Dora H. Moneyhum,
ETDE OA; Debbie Cutler, OA; Shelly Vickroy, OA;
Diane Brown, OA; Ernesto Difilippo, OA; Kathy
Waugh, OA; Sidney Lanier, OA; Nancy Hardin,
OA; Robert Davidsons, IEA; Lars Gad, IEA; Kurt
Buerk, IAEA/INIS (Observer)

20 - 22 September 1994
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10th Technical Working
Group

Joy Sutton, Australia; Luiz Macedo, Brazil; Mac
Nason, Canada; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Denise Loehner, France;
Dagmar Marek, Germany (TWC Chair);  Antonio
Sano, Italy; 佐々木芳雄, Japan; 岡田ひろき, Japan;
Duk-Yung Jung, Republic of Korea; Heung-Joo
Lee, Republic of Korea; Hillebrand Verroost, The
Netherlands; Andrzej Sokakski, Poland; Ulf
Widemo, Sweden; Allan Tomkins, United
Kingdom; Robert Rutkowski, USA;  Debbie Cutler,
ETDE OA; Shelly Vickroy, OA; Susanne Dupes
OA; Alexander Sorokin, IAEA/INIS (Observer);
Claudio Todeschini, IAEA/INIS (Observer);
Graham Tebb, IAEA/INIS (Observer); Iglika
Miteva, Bulgaria (Observer); Song Quinlin, China
(Observer); Peter Roboz, Hungary (Obserer);
Viorel Galatanu, Romania (Observer)

12 - 13 October 1995

1st

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alexander Nevyjel, Austria; Joy Sutton, Australia;
Luiz Macedo, Brazil; Iglika Miteva, Bulgaria; Mac
Nason, Canada; Song Quinlin, China; Brigit
Pedersen, Denmark; Eva Tolonen, Finland;
Marjatta Aarniala, Finland; Denise Loehner,
France; Marek Dagmar Germany; E. Hellmann,
Germany; Peter Roboz, Hungary; M.R.
Balakrishnan, India; Antonio Sano, Italy; Paola
Molinas, Italy; M Sala, Italy; 佐々木芳雄, Japan;
岡田ひろき, Japan; Duk-Yung Jung, Republic of
Korea; Heung-Joo Lee, Republic of Korea;
Hillebrand Verroost, The Netherlands; Andrzej
Sokakski, Poland; Viorel Galatanu, Romania; Oleg
Miknevich, Russian Federation; Ulf Widemo,
Sweden; Allan Tomkins, United Kingdom; Robert
Rutkowski, USA;  Debbie Cutler, ETDE OA;
Shelly Vickroy, OA; Susanne Dupes OA;
Alexander Sorokin, IAEA/INIS; Claudio
Todeschini, IAEA/INIS; Graham Tebb,
IAEA/INIS; Joyce Amenta, IAEA/INIS; Taghrid
Atieh, IAEA/INIS; Janice Blanton, IAEA/INIS;
Kurt Buerk, IAEA/INIS; Annette Capurro,
IAEA/INIS; Seyda Kazaroglu, IAEA/INIS; Emile
Levine, IAEA/INIS; Anatoli Tolstenkov,
IAEA/INIS

9 - 11 October 1995
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11th Technical Working
Group

Dominique Vanpee, Belgium; Veerle Geudens,
Belgium; Luiz Fernando Passos de Macedo, Brazil;
Mac Nason, Canada; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Denise Loehner, France;
Dagmar Marek, Germany; Eike Hellmann,
Germany;  Monica Sala, Italy; 石川正, Japan; 岡田
ひろき, Japan; Heung-Joo Lee,  Republic of Korea;
Hillebrand Verkroost, The Netherlands; Lars
Edvarson, Sweden; Sebastian Huwyler,
Switzerland; Allan Tomkins, United Kingdom;
Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Susanne
Dupes OA; Michel Berkes, OA; Nancy Thurman,
OA; Claudio Todeschini, IAEA/INIS

31 October - 1 November 1996

2nd

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Dominique Vanpee, Belgium; Veerle Geudens,
Belgium; Luiz Fernando Passos de Macedo, Brazil;
Mac Nason, Canada; Song Quinlin, China; Line
Nissen, Denmark; Eva Tolonen, Finland; Denise
Loehner, France; Dagmar Marek, Germany; Eike
Hellmann, Germany;  Peter Roboz, Hungary;
Monica Sala, Italy; 石川正, Japan; 岡田ひろき,
Japan; Heung-Joo Lee,  Republic of Korea;
Hillebrand Verkroost, The Netherlands; Todeusz
Urbanski, Poland; Lars Edvarson, Sweden;
Sebastian Huwyler, Switzerland; Allan Tomkins,
United Kingdom; Elizabeth Buffum, USA; Cathy
Grissom, USA; Bob Rutkowski, USA; Debbie
Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Susanne Dupes
OA; Michel Berkes, OA; Nancy Thurman, OA;
Janice Blanton, IAEA/INIS; Claudio Todeschini,
IAEA/INIS; Annette Capurro, IAEA/INIS

28 - 30 October 1996
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12th Technical Working
Group

Dominique Vanpee, Belgium; ; Luiz Fernando
Passos de Macedo, Brazil; Margaret Ahearn,
Canada; Line Nissen, Denmark; Eva Tolonen,
Finland; Christa Brulet, France; Dagmar Marek,
Germany; Eike Hellmann, Germany;  Monica
Sala, Italy; 高橋智子, Japan; 石川正, Japan; 片田ゆ
うじ, Japan; 吉田こうじ, Japan; Heung-Joo Lee,
Republic of Korea; Hillebrand Verroost, The
Netherlands; Astrid Gudmundseth, Norway;
Andrzej Sokakski, Poland; Sonja Nyblom, Sweden;
Margaret Wetenhall, United Kingdom; R.L. Scott,
USA; Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA;
Susanne Dupes OA; Claudio Todeschini,
IAEA/INIS (Observer); Annette Capurro,
IAEA/INIS (Observer); Taghrid Atieh, IAEA/INIS
(Observer); V. Galatanu, IAEA/INIS (Observer);
Anatoli Tolstenkov, IAEA/INIS (Observer); Emile
Levine, IAEA/INIS (Observer); Andrew Smith,
EADLE/SIGLE (Observer)

30 - 31 October 1997

3rd

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alexander Nevyjel, Austria; Dominique Vanpee,
Belgium; Luiz Fernando Passos de Macedo, Brazil;
Neviana Rashkova,  Bulgaria; Margaret Ahearn,
Canada; Song Quinlin, China; Petr Adamek,
Czech Republic; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Christa Brulet, France; Dagmar
Marek, Germany; Eike Hellmann, Germany;
Monica Sala, Italy; Paola Molinas, Italy; 高橋智子,
Japan; 石川正, Japan; 片田ゆうじ, Japan; 吉田こう
じ, Japan; Heung-Joo Lee,  Republic of Korea;
Hillebrand Verroost, The Netherlands; Astrid
Gudmundseth, Norway; Andrzej Sokakski, Poland;
Oleg Miknevich, Russian Federation; Olga
Chelnokova, Russian Federation; Sonja Nyblom,
Sweden; David Irving, United Kingdom; Margaret
Wetenhall, United Kingdom; R.L. Scott, USA; A.D.
Avezov, Uzbekistan; Debbie Cutler, ETDE OA;
Sue Davis, OA; Susanne Dupes OA; Janice
Blanton, IAEA/INIS; Claudio Todeschini,
IAEA/INIS; Annette Capurro, IAEA/INIS; Taghrid
Atieh, IAEA/INIS; V. Galatanu, IAEA/INIS;
Anatoli Tolstenkov, IAEA/INIS; Emile Levine,
IAEA/INIS; A. Smith, EAGLE/SIGLE (Observer)

28 - 29 October 1997
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13th Technical Working
Group

Dominique Vanpee, Belgium; Mac Nason, Canada
(Vice Chair); Line Nissen, Denmark; Eva Tolonen,
Finland; Christa Brulet, France; Dagmar Marek,
Germany (TWC Chair); Eike Hellmann, Germany;
Monica Sala, Italy; 石川正, Japan; 吉田こうじ,
Japan; 片田ゆうじ, Japan; 鈴木さとし, Japan;
Heung-Joo Lee, Republic of Korea; Hillebrand
Verroost, The Netherlands; Astrid Gudmundseth,
Norway; Lars Edvardson, Sweden; Thomas
Schucan, Switzerland; David Irving, United
Kingdom (EC Chair); Helen Rendell, United
Kingdom; R.L.Scott, USA; Robert Rutkowski,
USA; Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA;
Sussane Dupes, OA; Corey Mathews, OA; Nancy
Thurman, OA; Lorrie Jphnson, OA; Claudio
Todeschini, IAEA/INIS (Observer)

12 - 13 October 1998

4th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Mary Huxlin, Australia; Dominique Vanpee,
Belgium; Mac Nason, Canada (Vice Chair);
Monica Lim, Canada; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Christa Brulet, France; Marek
Dagmar Germany (TWC Chair); Eike Hellmann,
Germany; Peter Roboz, Hungary;
M.R.Balakrishnan, India; Monica Sala, Italy; 石川
正, Japan; 吉田こうじ, Japan; 片田ゆうじ, Japan;
鈴木さとし, Japan; Heung-Joo Lee, Republic of
Korea; Hillebrand Verroost, The Netherlands;
Astrid Gudmundseth, Norway; Tadeusz
Urbasnski, Poland; Lars Edvardson, Sweden;
Thomas Schucan, Switzerland; David Irving,
United Kingdom (EC Chair); Helen Rendell,
United Kingdom; R. Charles Morgan, USA;
R.L.Scott, USA; Robert Rutkowski, USA; Claudio
Todeschini, IAEA/INIS; Yves Turgeon, IAEA/INIS;
Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Sussane
Dupes, OA; Corey Mathews, OA; Nancy Thurman,
OA; Andrew Smith, EADLE/SIGLE (Observer)

14 - 15 October 1998
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14th Technical Working
Group

Dominique Vanpee, Belgium; Luiz Macedo, Brazil;
Margaret Ahearn, Canada; Line Nissen, Denmark;
Christa Brulet, France; Dagmar Marek, Germany
(TWC Chair); Eike Hellmann, Germany; Monica
Sala, Italy; 羽原正, Japan; 吉田こうじ, Japan; 伊藤
ゆみこ, Japan; Heung-Joo Lee, Republic of Korea;
Hillebrand Verroost, The Netherlands; Astrid
Gudmundseth, Norway; Ulf Widemo, Sweden;
Thomas Schucan, Switzerland; Heather
Cholerton, United Kingdom; R. Charles Morgan,
USA; Karen Spence, USA; Robert Rutkowski,
USA; Tammy Spencer, USA; Debbie Cutler, ETDE
OA; Sue Davis, OA; Sussane Dupes, OA; Nancy
Thurman, OA; Andrew Smith, EADLE/SIGLE
(Observer); Yves Turgeon, IAEA/INIS (Observer);
R. L. Scott,  IAEA/INIS (Observer)

26 - 27 October 1999

5th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Uladzimir Ivaniukovich, Belarus; Dominique
Vanpee, Belgium; Luiz Macedo, Brazil; Margaret
Ahearn, Canada; Monica Lim, Canada; Wang
Shouchung, Republic of China; Line Nissen,
Denmark; Christa Brulet, France; Dagmar Marek,
Germany (TWC Chair); Eike Hellmann, Germany;
Peter Roboz, Hungary; Monica Sala, Italy; 羽原正,
Japan; 吉田こうじ, Japa; 伊藤ゆみこ, Japan;
Heung-Joo Lee, Republic of Korea; Hillebrand
Verroost, The Netherlands; Astrid Gudmundseth,
Norway; Tadeusz Urbasnski, Poland; Valeri
Chourkin, Russian Federation; Ulf Widemo,
Sweden; Thomas Schucan, Switzerland; Heather
Cholerton, United Kingdom; R. Charles Morgan,
USA; Karen Spence, USA; Robert Rutkowski,
USA; Viorel Galatanu, IAEA/INIS; Yves Turgeon,
IAEA/INIS; Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis,
OA; Sussane Dupes, OA; Nancy Thurman, OA;
Andrew Smith, EADLE/SIGLE (Observer)

28 - 29 October 1999
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15th Technical Working
Group

Dominique Vanpee, Belgium; Luiz Macedo, Brazil;
Margaret Ahearn, Canada; Line Nissen, Denmark;
Eva Tolonen, Finland; Christa Brulet, France;
Dagmar Marek, Germany (TWC Chair); Eike
Hellmann, Germany; Monica Sala, Italy; 野澤隆,
Japan; 関根重幸,  Japan; 伊藤ゆみこ, Japan;
Heung-Joo Lee, Republic of Korea; Hillebrand
Verkroost, The Netherlands; Astrid
Gudmundseth, Norway; Ulf Widemo, Sweden;
Thomas Schucan, Switzerland; Helen Rendell,
United Kingdom; Janice Blanton, USA; Debbie
Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Sussane Dupes,
OA; Yves Turgeon, IAEA/INIS (Observer); Seyda
Rieder, IAEA/INIS (Observer); D. Pawlik,
IAEA/INIS (Observer);V. Galatanu, IAEA/INIS
(Observer); G. Thoeming, IAEA/INIS (Observer);
Andrew Smith, EADLE/SIGLE (Observer)

2 - 3 November 2000

6th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Mary Huxlin, Australia; Alexander Nevyjel,
Austria; Dominique Vanpee, Belgium; Luiz
Fernando Passos de Macedo, Brazil; Margaret
Ahearn, Canada; Xue Enjie, China; P. Adamek,
Czech Republic; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Christa Brulet, France; Dagmar
Marek, Germany (TWC Chair); Eike Hellmann,
Germany; Monica Sala, Italy; 野澤隆, Japan; 関根
重幸,  Japan; 伊藤ゆみこ, Japan; Heung-Joo Lee,
Republic of Korea; Hillebrand Verkroost, The
Netherlands; Astrid Gudmundseth, Norway; M.
Munim Awais, Pakistan; T. Urbanski, Poland; O.
Tchelnokova, Russian Federation; Ulf Widemo,
Sweden; Thomas Schucan, Switzerland; Helen
Rendell, United Kingdom; Janice Blanton, USA;
Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Sussane
Dupes, OA; D. Pawlik, IAEA/INIS; Yves Turgeon,
IAEA/INIS; V. Galatanu, IAEA/INIS; Seyda
Rieder, IAEA/INIS; G. Thoeming, IAEA/INIS;
Andrew Smith, EADLE/SIGLE

31 October - 1 November 2000

16th Technical Working
Group

Brazil; Canada; Denmark; Finland; France;
Germany; Japan; Netherlands; Norway; Sweden;
Switzerland; United Kingdom; USA

December 2001, by email.
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7th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alexander Nevyjel, Austria; V. A. Ivaniukovich,
Belarus; A. Sneyer, Belgium; L. F. Passos de
Macedo, Brazil; Enjie Xue, China; Petr Adamek,
Czech Republic; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Christa Brulet, France;Eike
Hellmann, Germany; 米澤稔, Japan;  An-na Yoo,
Republic of Korea; Hillebrand Verroost, The
Netherlands; Astrid Gudmundseth, Norway; V.
Koupriianov, Russian Federation; O. Tchelnokova,
Russian Federation; A. Erastov, Russian
Federation; T. H. Schucan, Switzerland;　Janice
Blanton, USA; Bob Rutkowski, USA; Debbie
Cutler, ETDE OA; Sergio Magliulo, IAEA/INIS;
Seyda Rieder, IAEA/INIS; Anatoli Tolstenkov,
IAEA/INIS; Yves Turgeon, IAEA/INIS; Yanko L.
Yanev, IAEA/INIS; George Thoeming, IAEA/INIS

4 - 5 December 2001

17th Technical Working
Group

Margaret Ahearn, Canada; Line Nissen, Denmark;
Eva Tolonen, Finland; Christa Brulet, France;
Silke Rehme, Germany; Eike Hellmann, Germany;
深澤剛靖, Japan; Heung-Joo Lee, Republic of
Korea; Hillebrand Verroost, The Netherlands;
Astrid Gudmundseth, Norway; Jean-Marc Suter,
Switzerland; Helen Carlisle, United Kingdom; R.
Charles Morgan, USA; Robert Rutkowski, USA;
Debbie Cutler, ETDE OA; Sue Davis, OA; Janice
Blanton, OA; Barbara Layton, OA; Yves Turgeon,
IAEA/INIS(Observer); Alejandra Chevez Flores,
Argentina (Observer); Mary Huxlin, Australia
(Observer); Alexander Nevyjel, IAEA/INIS
(Observer);  Chalene Luther, USA (Observer);
Valeria Allen, USA (Observer)

31 October - 1 November 2002

8th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alejandra Chevez Flores, Argentina; Mary Huxlin,
Australia; Uladzimir Ivaniukovich, Belarus;
Margaret Ahearn, Canada; Line Nissen, Denmark;
Eva Tolonen, Finland; Christa Brulet, France;
Silke Rehme, Germany; Eike Hellmann, Germany;
Peter Roboz, Hungary; 深澤剛靖, Japan; Heung-
Joo Lee, Republic of Korea; Hillebrand Verroost,
The Netherlands; Astrid Gudmundseth, Norway;
Jean-Marc Suter, Switzerland; Helen Carlisle,
United Kingdom; R. Charles Morgan, USA; Robert
Rutkowski, USA; Yves Turgeon, IAEA/INIS;
Alexander Nevyjel, IAEA/INIS; Debbie Cutler,
ETDE OA; Sue Davis, OA; Janice Blanton, OA;
Barbara Layton, OA; Andrew Smith,
EADLE/SIGLE (Observer)

29 - 30 October 2002
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18th Technical Working
Group

Margaret Ahearn, Canada; Line Nissen, Denmark;
Eva Tolonen, Finland; Christa Brulet, France;
Silke Rehme, Germany; Eike Hellmann,
Germany;Heung-Joo Lee, Republic of Korea;
Hillebrand Verroost, The Netherlands; Astrid
Gudmundseth, Norway; Sonja Nyblom, Sweden;
Jean-Marc Suter, Switzerland; Heather Cholerton,
United Kingdom; Brian Hitson, USA; Debbie
Cutler, ETDE OA; Tammy Spencer, OA; Yves
Turgeon, IAEA/INIS (Observer); Maria  Joaquina
Barrulas, Portugal (Observer)

13 - 14 October 2003

9th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alejandra Chevez Flores, Argentina; V. A.
Ivaniukovich, Belarus; Neviana Rashkova,
Bulgaria; Margaret Ahearn, Canada; Enjie Xue,
China; Petr Adamek, Czech Republic; Line Nissen,
Denmark; Eva Tolonen, Finland; Christa Brulet,
France; Silke Rehme, Germany; Eike Hellmann,
Germany; 米澤稔, Japan; Heung-Joo Lee, Republic
of Korea; Hillebrand Verroost, The Netherlands;
Astrid Gudmundseth, Norway; Maria J. Barrulas,
Portugal; Sonja Nyblom, Sweden; Jean-Marc
Suter, Switzerland; Raek Al-Hallack, Syrian Arab
Republic; Heather Cholerton, United Kingdom;
Brian Hitson, USA; Debbie Cutler, ETDE OA;
Tammy Spencer, OA; Mary Huxllin, Austria
(Consultant); Georg Schultheiss, Germany
(Consultant); Taghrid Atieh, IAEA/INIS; Sergio
Magliulo, IAEA/INIS; Alexander Nevyjel,
IAEA/INIS; Seyda Rieder, IAEA/INIS; Anatoli
Tolstenkov, IAEA/INIS; Yves Turgeon,
IAEA/INIS; Yanko L. Yanev, IAEA/INIS

15 - 16 October 2003

10th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Alejandra Chevez Flores, Argentina; Mary Huxlin,
Australia; Uladzimir Ivaniukovich, Belarus;
Neviana Rashkova, Bulgaria; Margaret Ahearn,
Canada; Line Nissen, Denmark; Eva Tolonen,
Finland; Christa Brulet, France; Silke Rehme,
Germany; 加藤金治, Japan; Hillebrand Verroost,
The Netherlands; Astrid Gudmundseth, Norway;
Maria J. Barrulas, Portugal; Lars Edvardson,
Sweden; Jean-Marc Suter, Switzerland; Heather
Cholerton, United Kingdom; Brian Hitson, USA;
Kelly Dunlap, USA; Debbie Cutler, ETDE OA;
Tammy Spencer, OA; Tammy Payne, OA; Bob
Rutkowski, OA; Alexander Nevyjel, IAEA/INIS;
Yves Turgeon, IAEA/INIS

28 - 29 October 2004
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11th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Luiz Fernando de Macedo, Brazil (Vice Chair);
Lidia Taylor, Canada (Chair); Monica Lim,
Canada; Jens Vigen, CERN; Xue Enjie, China;
Line Nissen, Denmark; Eva Tolonen, Finland;
Christa Brulet, France; Jorome Surmont, France;
Silke Rehme, Germany; Vijai Kumar, India; 菅原
悟, Japan; Ji-Ho Yi, Republic of Korea; Astrid
Gudmundseth, Norway; Aurora Cardoso, Portugal;
Viacheslav M Kupriyanov, Russian Federation;
Jean-Marc Suter, Switzerland; Raed Al-Hallack,
Syrian Arab Republic; Heather Cholerton, United
Kingdom; Brian A. Hitson, USA; Ana Rebellato,
Urguay; Debbie Cutler, ETDE OA

6 - 8 November 2007

12th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Lidia Taylor, Canada; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Silke Rehme, Germany; 中嶋英
充, Japan; Ji-Ho Yi, Republic of Korea; Hillebrand
Verkroost, The Netherlands; Astrid
Gudmundseth, Norway; Valeriy Churkin, Russian
Federation; Lars Edvardson, Sweden; Jean-Marc
Suter, Switzerland; Debbie Cutler, ETDE OA;
Ruth Maria Hahn-Weinert, IAEA/INIS; Taghrid
Atieh, IAEA/INIS; Christine Krieger-Levine,
IAEA/INIS; Zbigniew Majewski, IAEA/INIS;
Alexander Nevyjel, IAEA/INIS; NeViana
Rashkova, IAEA/INIS; Dobrica Savic, IAEA/INIS;
Germain St-Pierre, IAEA/INIS; Galina
Zamirovskaia, IAEA/INIS

21 - 22 October 2009

13th

ETDE/INIS Joint
Technical
Committee
meetings

Maria Hufnagl, Austria; Luiz Fernando Passos de
Macedo, Brazil; Line Nissen, Denmark; Eva
Tolonen, Finland; Jerome Surmont, France; Silke
Rehme, Germany; Ji-Ho Yi, Republic of Korea;
Astrid Gudmundseth, Norway; Viacheslav M.
Kupriyanov, Russian Federation; Anatoly
Tolstenkov, Russian Federation; Karol Janko,
Slovakia; Sara Laurentz, Sweden; Jean-Marc
Suter, Switzerland; Debbie Cutler, ETDE OA;
Dobrica Savic, IAEA/INIS; Taghrid Atieh,
IAEA/INIS; NeViana Rashkova, IAEA/INIS;
Renate Eder, IAEA/INIS; Germain St-Pierre,
IAEA/INIS; Domenico Pistillo, IAEA/INIS; Dmitri
Mironov, IAEA/INIS

20 - 21 October 2011
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）

乗数 名称 名称記号 記号乗数






